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[image: 魔法科高校の劣等生(30)　奪還編]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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［１］






　七月十三日、土曜日の早朝。具体的には午前七時の十分前。

「ほのかのお見舞いは、一度家に帰ってからだったな？」

　一高に登校する深み雪ゆきに、達たつ也やはいつもどおりの顔、いつもどおりの声で問い掛けていた。

「はい、予定どおりです」

　リーナの魔法『仮装行列パレード』によって明るい栗くり色いろの髪、淡い茶色の瞳の、別人の姿に変身した深み雪ゆきが、いつもとは違う声、いつもと同じ口調で答える。

　昨日、七月十二日。水み波なみは米軍のパラサイトを味方に付けた光み宣のるの手で、海路、国外に連れ去られた。達たつ也やの追跡は、失敗に終わった。

　だが達たつ也やも深み雪ゆきも、失意に打ちのめされてはいなかった。

「タツヤも行くんでしょ？」

　深み雪ゆきの隣で、深み雪ゆきと色だけが違う同じ顔をしたリーナが達たつ也やに訊たずねる。──リーナが自分の顔を参考にして深み雪ゆきを変身させたという経緯を考えれば、今の深み雪ゆきがリーナと色彩を除いて瓜うり二ふたつの顔立ちをしている、と表現するべきか。

　達たつ也やが水み波なみの奪還に失敗したことは、リーナも知っている。

　だがリーナに達たつ也やを気遣っている様子は無かった。

　昨日の失敗を、達たつ也やが気にしていないと思っているからではない。

　達たつ也やも、深み雪ゆきも、精神的に小さくないダメージを負っているとリーナは理解していた。

　だが、──達たつ也やも深み雪ゆきも、諦めていない。

　リーナはそれも、知っているからだ。

「そのつもりだ。リーナも同行してもらえるか？」

「もちろんよ。ホノカは友達だもの」

　──達たつ也やと深み雪ゆきがいつもどおりに振る舞うのであれば、自分もいつもと同じ態度を貫く。

　リーナは、そう考えていた。





◇　◇　◇






　深み雪ゆきがリーナの魔法によって別人の姿を得ているのは、マスコミの取材攻勢を躱かわす為ためだ。

　七月八日、今週の月曜日。日本海を南下する新ソ連の艦隊を、一いち条じよう将まさ輝きが新たな戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう『海爆オーシヤン・ブラスト』で退けた。

　それ自体は、達たつ也やが仕組んだことで、彼の計算どおりだ。しかし、新たなヒーローに群がるマスコミに向けて吉きち祥じよう寺じ真しん紅く郎ろうが放ったセリフが、達たつ也やの予定を大きく狂わせた。

　吉きち祥じよう寺じは『海爆オーシヤン・ブラスト』の共同開発者として、達たつ也やの名前を記者に対して馬鹿正直に喋しやべってしまった。その御お蔭かげで達たつ也やばかりか、深み雪ゆきまで取材攻勢に曝さらされそうになる事態に陥ってしまった。

　幸いまだ、達たつ也やも深み雪ゆきも記者やカメラマンに囲まれるには至っていない。

　達たつ也やと深み雪ゆきが調ちよう布ふのマンションに引っ越したことは学校にも伏せられている。二人の自宅は記録上、父親の司し波ば龍たつ郎ろうが所有する府ふ中ちゆうの一軒家のままだ。マスコミは現在、そちらに押し掛けている。

　だが自宅でコメントを取れなかった記者が一高の通学路で待ち伏せるに違いないことは、容易に想像できた。また実際に、そうなった。それを見越して、深み雪ゆきの姿を『仮装行列パレード』で別人のものに変えてしまうことを、達たつ也やはリーナに依頼したのだった。

　深み雪ゆきがリーナと一緒に、いつもより早い時間に登校しているのは、学校で『仮装行列パレード』を解く時間が必要になるからだ。魔法の解除自体は一瞬だが、変身シーンを不特定多数の生徒に見られないようにする為ために、教室ではなくいったん生徒会室に向かって、そこで変身を解除しているのだ。その為ための登校時間繰り上げだった。

　深み雪ゆきたちを送り出した達たつ也やは、ダイニングに腰を落ち着けた。繰り返しになるが、水み波なみの奪還を諦めたわけでもなければ、光み宣のるに逃げられて打ちのめされているわけでもない。今日の午前中は、昨日の後始末で外出しなければならない。何を始めるにしても、時間的に中ちゆう途と半はん端ぱだった。

（……水み波なみは太たい平へい洋ようを東進中。進路に変更は無しか）

　ホームオートメーションで淹いれたコーヒーを飲みながら、水み波なみの情報に「眼め」を向ける。水み波なみのエイドスは、問題無くトレースできた。

（光み宣のるは……俺が「視み」ていることに気付いたな）

　光み宣のるは水み波なみの側にいるはずだ。達たつ也やはその「縁」をたどって光み宣のるのエイドスを読み取ろうとした。だがピントが合う前に、光み宣のるの「影」は達たつ也やの「視界」から外れてしまう。

（『鬼き門もん遁とん甲こうか』）

　達たつ也やの「視線」を逸そらしたのは、光み宣のるの『鬼き門もん遁とん甲こう』だろう。周しゆう公こう瑾きんの亡霊から受け継いだ東とう亜あ大たい陸りく流りゆう古こ式しき魔ま法ほうを、光み宣のるは完全に使いこなしているようだ。

　達たつ也やはそこで、いったん観測を打ち切った。無論、水み波なみのエイドスに付けたマークは残したままだが、光み宣のるを見付けることには拘こだわらなかった。

　詳細な観測を続ければ、水み波なみを連れ去っている輸送船の足を止めることも不可能ではないだろう。しかし下手に攻撃して水み波なみの身に害が及んでは本末転倒だ。機関部のみ破壊したつもりが、船の沈没という結果につながりでもしたら目も当てられない。

（まだ少し早いが……）

　外出の支度でもするか、と考えて達たつ也やはコーヒーを飲み干した。行き先は師し族ぞく会議だ。正装までは必要ないが、それなりにフォーマルな装よそおいが求められる。公的な身分は高校生だから学校の制服でも許されるのだが、彼はスーツに着替えることにした。

　カップを食洗機に入れて──スイッチを操作しなくても洗い物が適量になったら自動的に始動する──達たつ也やは自室に向かう。だが彼は途中でリビングに寄ることになった。

　動画電話ヴイジホンのコール音に呼び止められたのだ。

　時刻はまだ八時前。こんな時間に電話してくるのは、急ぎの用事があるからだろう。あるいは、この時間しか電話できないのか。そう思うと、知らん顔は躊躇ためらわれた。

　リビングに入った達たつ也やが受信ボタンにタッチする。

　壁面ディスプレイに登場したのは、軍服を着た藤ふじ林ばやし響きよう子こだった。

『達たつ也や君、おはようございます。こんな時間からすみません』

　藤ふじ林ばやしが遠慮がちに画面の中から話し掛けてくる。その態度は、朝早くであることを気にしているばかりではないように見えた。

「おはようございます。急なご用件ですか？」

　達たつ也やは素っ気ない口調でいきなり訊たずねた。愛あい想そが無いのは気分を害しているからではない。これが達たつ也やの平常運転だ。

『急用というわけでは、ないのだけど……』

　口ごもる藤ふじ林ばやし。

　達たつ也やはカメラ越しの視線で続きを促した。

　藤ふじ林ばやしはディスプレイの中でそわそわと瞳を左右に揺らし、達たつ也やの顔を直視しないまま、本題を切り出す。

『……父のことで、謝罪したくて。達たつ也や君、お時間をいただけないかしら』

「それは、直接会って話をしたいということですか？」

『ええ』

　ここで藤ふじ林ばやしは、ようやく覚悟を決めた表情で、達たつ也やと目を合わせた。

『父がしたことは、カメラ越しの謝罪で済まされる裏切りではないから』

　藤ふじ林ばやし響きよう子この父、藤ふじ林ばやし長なが正まさは昨さく日じつ、富ふ士じ山さん麓ろく・青あお木きヶが原はら樹じゆ海かいで達たつ也やと戦った。九く島どう光み宣のるを逃がす為ために、達たつ也やの追跡を邪魔したのである。その前日、長なが正まさは光み宣のるの捕縛に関して達たつ也やに協力すると約束していたから、彼の行為は紛れもない裏切りだった。

「不要です」

　達たつ也やの返事は、変わらず素っ気なかった。

『でも……』

「謝罪は今、受け取りました。これ以上は不要です」

　取り付く島もない。

　達たつ也やの口調は、そんな表現が似合うものだった。

　それでも藤ふじ林ばやしは、食い下がろうと口を開く。しかし達たつ也やの声が、彼女の機先を制した。

「それより、お父上のお見舞いに行かれては？　入院先はご存じですか？」

　達たつ也やに敗れた藤ふじ林ばやし長なが正まさは黒くろ羽ば貢みつぐの配下に捕らえられて、四よつ葉ば家けの支配下にある甲こう府ふの病院に運び込まれた。今はそこに軟禁されたまま治療を受けている。

『え、ええ。母から聞きました』

「重傷ですが、面会謝絶にはなっていないはずです」

　ただ軟禁と言っても、四よつ葉ば家けには長なが正まさと外部との接触を妨げるつもりはない。家族には病院の名前と住所、電話番号を昨晩の内に伝えてあった。

『……分かりました』

　迷惑を掛けた張本人である父親としっかり相談してから、出直してこい。達たつ也やはそう言っているのだと、藤ふじ林ばやしは解釈した。

『この度は本当に、申し訳ございませんでした』

　藤ふじ林ばやしが自分の発言を誤解していることを達たつ也やは何となく察していたが、わざわざ言い訳しようとはしなかった。

「いえ。お大事に」

　達たつ也やは皮肉と受け取られても仕方のないセリフと共に、通話のスイッチを切った。





◇　◇　◇






　国防陸軍第一〇一旅団独立魔装大隊司令官室に出勤した風かざ間ま中佐は、席を温める間も無く部屋を後にした。卓上端末を立ち上げた直後、呼び出しのメッセージを目にしたからだ。

　そして彼は今、第一〇一旅団司令官である佐さ伯えき少将のデスクの前に立っている。

「昨日、旧山やま梨なし県けん富ふ士じ河かわ口ぐち湖こ町ちようの西さい湖こ近くで九く島どう蒼そう司しが警察の取り調べを受けました」

　一通り定型的な遣やり取とりをした後、佐さ伯えきが最初に取り上げた話題はこれだった。

　風かざ間まの顔に、微かすかな意外感が浮かぶ。

「九く島どう家けの次男と同じ名前ですね」

「本人です」

　風かざ間まの顔に浮かんでいる意外感が、はっきりしたものとなった。

「何故なぜそんな所に？　九く島どう閣下の葬儀を明日に控えて、遠出をしている余裕など無いはずですが」

　光み宣のるに殺された──表向きの死因は病死ということになっている──九く島どう烈れつの葬儀は、風かざ間まが言うように明日、九く島どう家けの地元で執り行われる予定だ。間違いなく、多数の弔問客が式場を訪れるだろう。今日だけでなく、昨日も遺族は準備に追われていたはずだった。

「どうやら九く島どう蒼そう司しは、九く島どう光み宣のるの逃亡を支援して司し波ば達たつ也やと一戦交えたようですね」

「九く島どう家けはまだ、九く島どう光み宣のるとつながっていたんですか？」

　風かざ間まの声には、驚きよりも呆あきれの成分の方が濃く混じっていた。

「状況証拠だけですが」

　一方、佐さ伯えきは特に驚くでも呆あきれるでも意外感を示すでもなく、淡々と風かざ間まの質問に答えている。

「警察が訊じん問もんできたということは、達たつ也やは九く島どう蒼そう司しを消さなかったのですね？」

「当たり前です。彼の雲散霧消ミスト・デイスパージヨンは機密指定魔法ですよ。使用人奪還の邪魔をされたくらいで濫用するなど許されません」

　ここで、佐さ伯えきのポーカーフェイスにひびが入った。彼女のセリフは、軍の立場を一方的に押し付けるものだ。達たつ也やにとっての優先順位は別にある。しかし風かざ間まは、今この場で、それを指摘したりはしなかった。

「そのくらい、彼にも理解できていると思っていたのですが……」

　佐さ伯えきがため息を吐く。

「……昨晩、湘しよう南なんで観測された火球は彼の雲散霧消ミスト・デイスパージヨンによるものです。証拠はありませんが、成層圏プラットフォームの赤外線カメラが撮った映像を私のスタッフが分析した結果、ほぼ間違いないと結論付けられました」

「初めて聞きました」

　風かざ間まの発言は、何故なぜ自分の所に情報が下りてこなかったのかという不満の表明だ。達たつ也やは『大おお黒ぐろ竜りゆう也や特とく尉い』として風かざ間まが指揮する独立魔装大隊に所属している。一次的な分析を師団本部の情報部隊が担当するのは妥当としても、最終的な結論を出す前に自分が指揮する大隊に意見を求めるのが筋ではないか、と風かざ間まは考えたのだった。

　佐さ伯えきは風かざ間まの心情を理解できたし、予測もしていた。

「当旅団は、昨日司し波ば達たつ也やが犯した数々の不法行為に関して、彼を擁護しません」

　その上で、佐さ伯えきは風かざ間まの不満を無視した。

「ここ最近の彼の振る舞いは目に余ります。戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しだから好き勝手が許されると考えているのであれば、考え違いを正さなければなりません」

「達たつ也やはそんな誤解などしていないと思いますが……」

　一いち条じよう将まさ輝きという新しい戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しが手に入ったから、達たつ也やは用済みですか？　──とは、風かざ間まは口にしなかった。

「ところで、九く島どう蒼そう司しは九く島どう光み宣のるの逃亡をサポートしたということですが……、九く島どう光み宣のるは達たつ也やの追跡から逃げ切れたのですか？」

「九く島どう光み宣のるは桜さくら井い水み波なみを連れて、米軍の輸送艦で太たい平へい洋ように逃れたようです」

「米軍が手引きしたのですか？」

「米軍内のパラサイトが協力したのでしょう」

　スターズを中心として、ＵＳＮＡ軍内でパラサイトが影響力を拡大しているという事実は、日本軍もキャッチしていた。今はまだ情報部の一部と一握りの幹部だけに留め置かれている情報だが、佐さ伯えきは私的なルートによってこれを入手済みだった。

「なる程」

　佐さ伯えきはこのことをまだ風かざ間まには伝えていなかったが、彼に驚いている様子は無い。風かざ間まの反応に佐さ伯えきは意外感を覚えていたが、「知っていたのか」とは訊たずねなかった。情報の入手ルートに話が及ぶと薮やぶ蛇へびになるのではないか、という懸け念ねんが佐さ伯えきの意識を過よぎっていた。

「……おそらく、司し波ば達たつ也やも九く島どう光み宣のるの逃亡手段は知っているでしょう。逃亡先も摑つかんでいる可能性があります」

「達たつ也やにはあの『眼め』がありますからね。しかし、それが何か不都合でも？」

「九く島どう光み宣のるを乗せた輸送艦は、北西ハワイ諸しよ島とうに向かっているようです」

「北西ハワイ諸しよ島とう……。閣下は達たつ也やがミッドウェー島に向かう可能性を危惧されているのですか？」

「そうです」

　佐さ伯えきは言葉を濁さず、はっきりと頷うなずいた。

「中佐。独立魔装大隊は決して、司し波ば達たつ也やのミッドウェー襲撃に手を貸してはなりませんよ」

「分かっております。部下にも徹底しておきます」

　風かざ間まの弁わきまえた態度に、佐さ伯えきが軽く、安あん堵どの息を吐く。

　どうやら自分は、米軍基地攻撃という暴挙の片棒を担かつぐと疑われていたらしい。──佐さ伯えきの態度から、風かざ間まはそう考えた。それは自分が国益よりも私情を優先する人間だと思われているようで、風かざ間まにとっては大層不本意だった。

「お話は、それだけですか」

　彼の言葉に棘とげが生じたのはその所為せいだ。風かざ間まはこの時、敢あえて不快感を隠さなかった。

「いえ。本題は別にあります」

　佐さ伯えきの声音からは、風かざ間まの心情を害したことに対する焦あせりは感じられない。ただ彼女の口調は、少しばかり冷静すぎるようにも感じられるものだった。

「三月に捕らえたオーストラリアの魔ま法ほう師し、ジャスミン・ウィリアムズとジェームズ・Ｊ・ジョンソンを解放することになりました」

「オーストラリアに引き渡すのですか？」

「そうです」

　風かざ間まは解放の理由を問わなかった。政府の決定であれば自分が口を挿はさむ筋合いではないし、藪やぶを突つついて蛇を出したいとも彼は思わなかったのだ。オーストラリアで捕虜になっている日本の将兵は、公的な記録上では存在しない。だがもしかしたら捕虜ではなく罪人として拘束されている工作員がいるのかもしれない。風かざ間ま自身、非合法業務とは無縁でないから余計に、その手の連中とは関わりたくないというのが本音だった。

「中佐には、彼らの護送任務を引き受けてもらいたいと考えています」

「小官がですか？」

　しかし話題に出た時点で、二人のオーストラリア魔ま法ほう師し工作員の解放にタッチしないで済ませられないのも分かっていた。

「日帰りです。大隊の運営に支障はないはずですが」

「日時と場所をうかがっても？」

「当基地出発は七月十四日の〇九〇〇。二人の身柄は今日中に当基地へ移送される予定です」

「明日ですか……。護送先は何処どこでしょう。オーストラリアですか？」

「硫い黄おう島とうです。そこで捕虜を引き渡します」

「引き渡すだけでよろしいので？」

「捕虜交換ではありません。ただ」

　そう言って佐さ伯えきは、デスクの中から封をした手紙を取り出した。

「これを先方の責任者に渡してください。必ず本人に、手渡しするように」

「本人と仰おつしやいますと、誰でしょうか？」

　封筒には宛名が書かれていない。風かざ間まの質問は、当然のものだった。

　それに対する佐さ伯えきの回答は、普通ではなかった。

「中佐も顔と名前は良く知っている人物です」

　今、この旅団司令官室には佐さ伯えきと風かざ間ましかいない。

　それでも、名前を口に出せない相手ということだ。

「了解しました」

　風かざ間まはそれ以上、詮索しなかった。





◇　◇　◇






　達たつ也やは午前九時過ぎに、迎えに来た兵ひよう庫ごの操縦する小型ヘリで自宅のマンションを出発した。行き先は横よこ浜はまベイヒルズタワー。今日の十時から、魔法協会関東支部のオンライン会議室を借りて師族会議が臨時開催されることになっている。達たつ也やはそこに、参考人として呼ばれているのだった。

「七さえ草ぐさ先輩、おはようございます」

　会議室の前に立っていた真ま由ゆ美みに、達たつ也やは自分から声を掛けた。

「達たつ也やくん、おはよう。早いわね」

　真ま由ゆ美みがニッコリ笑って、歩み寄る達たつ也やに近づいていく。

「先輩は七さえ草ぐさ殿の代理でご出席ですか？」

「まさか。十じゆう文もん字じくんのアシスタントよ」

「そうでしたか。確かにテレビ会議システムを一人で操作しながらでは、如何いかに十じゆう文もん字じ先輩でも会議に集中できないかもしれません」

「だからといって、部外者に手伝わせるわけにはいかないものね」

　真ま由ゆ美みの顔に一瞬、暗い影が差した。当たり前だが、今日の会議で何が議題となるのか、彼女は知っているようだ。

　しかし真ま由ゆ美みはすぐに、愛あい想その良いい笑みを浮かべた。

「達たつ也やくん、向こうでお茶でも飲まない？」

「もうすぐ会議が始まる時間では？」

「まだ十分以上あるわよ」

　そう言って真ま由ゆ美みは、半ば強引に達たつ也やを喫茶スペースへ連れて行った。

　彼女が紅茶に一いつ家か言げんある女性だと、達たつ也やは知っている。十分程度では満足にお茶を点たてられないのではないかと達たつ也やは懸け念ねんしたのだが、真ま由ゆ美みもそこまで凝り性ではなかったようだ。達たつ也やの前に差し出されたのは、冷蔵庫で冷やされていたアイスティーだった。

「達たつ也やくん、この前はお役に立てなくてごめんなさい」

　真ま由ゆ美みが腰を下ろした達たつ也やの前にグラスを置きながら、まず謝罪を口にする。シロップ、ミルク、レモンなどの余計な物はテーブルに置かない。ストレート以外を認めないのは、時間不足の中でせめてもの拘こだわりだろう。

「……先月のことですか？　あの晩は結果的に、光み宣のるを撃退していただきました。むしろ御お礼れいを申し上げなければなりません」

　真ま由ゆ美みが言っているのは六月の下旬、水み波なみが入院していた病院を光み宣のるが襲撃した夜のことだ。達たつ也やが言うように、あの晩の光み宣のるは水み波なみの誘拐に失敗している。

「あの時、光み宣のるくんを撃退したのは十じゆう文もん字じくんだし……。それにあそこで光み宣のるくんを捕まえていれば……」

「光み宣のるを捕らえられなかったのは俺も同じです」

　喫茶スペースの空気が、重量と粘度を増した。

「……ところで最近、学校には行ってる？」

　真ま由ゆ美みは暗いムードを払ふつ拭しよくしようと図ったのか、口調をがらりと変えて達たつ也やに訊たずねた。

「行っています。時々ですが」

　達たつ也や的には、噓うそではない。今週に限っても、水曜日にリーナを百もも山やま校長に引き合わせる為ために登校している。それにそもそも、学校が再開されたのは木曜日からだ。学校に行っていないと答える方が噓うそになるだろう。──達たつ也やはそう思った。

　しかし彼の思考とは裏腹に、真ま由ゆ美みは達たつ也やの言葉を聞いて眉を曇らせた。

「達たつ也やくんが出席を免除されていることも、そうなった事情も知っているけれど……」

　真ま由ゆ美みが気遣わしげな眼まな差ざしを達たつ也やに向ける。

「でもそれは、達たつ也やくんが望んだ境遇ではないでしょう……？　学校に来るなと言われているわけじゃないんだし、できるだけ毎日、登校した方が良いいんじゃない？　高校生でいられるのは、あと半年と少ししかないんだし……」

　真ま由ゆ美みは自分のことを心配して、そう言ってくれているのだ。──そこは達たつ也やも誤解していない。誤解があるとすれば、真ま由ゆ美みの方だろう。

「可能な限り、登校するつもりです」

　これはその場限りの言い逃れではなく、紛れもない達たつ也やの本音だ。入学直後の頃ならともかく、今の達たつ也やは一高に通うのが嫌ではない。むしろ、一高に愛着すら覚えている。それに自分の好き嫌いを別にしても、深み雪ゆきとリーナが学校でどのように過ごしているのか、達たつ也やはかなり気になっている。深み雪ゆきのことは純粋に心配で、リーナのことは何か突とつ拍ぴよう子しもないことを仕出かさないか心配で。ただ現状は、通学している余裕が無いだけだった。

「……余計なお世話だったかしら？」

　達たつ也やの短い返事で真ま由ゆ美みがそこまで理解したとは思えないが、彼の口調や表情から感じ取れたものがあったのだろう。彼女の眉を曇らせていた憂いは、完全に晴れてはいないが、大だい分ぶ薄れていた。

　会議開始の三分前になって、克かつ人とが姿を見せた。来るのが遅すぎるということはない。事前の準備は魔法協会の職員が調ととのえてくれている。アシスタントが必要なのは、会議が始まってからだ。

　達たつ也やは真ま由ゆ美みと共に、克かつ人との後に続いて会議室に入った。

　十分割された大型ディスプレイには既に、六人の顔が映っていた。達たつ也やは十じゆつ師し族ぞく当主である彼らに、まとめて会え釈しやくで挨あい拶さつした。これは達たつ也やが、他家の当主を軽んじているからではない。克かつ人とも真ま由ゆ美みも、頭を下げる角度こそ違っても（真ま由ゆ美みだけが深めに身体からだを倒した）同じように一人一人個別に挨あい拶さつはしなかった。

　達たつ也やたちの入室に少し遅れて、八やつ代しろ家け当主が画面に姿を見せる。

　そして十時ちょうど。残る三人──四よつ葉ば真ま夜や、七さえ草ぐさ弘こう一いち、そして九く島どう真ま言ことがディスプレイの中に揃そろった。

「それでは時間となりましたので、臨時師族会議を開催します」

　克かつ人との宣言に、儀礼的な言葉の遣やり取とりは無かった。

『早速だが、まず事実関係を明らかにしたい』

　一いち条じよう家け当主・一いち条じよう剛ごう毅きがいきなり強い口調で、そう切り出した。

『九く島どう蒼そう司し殿が、九く島どう光み宣のるの逃亡を助けたというのは事実か』

「自分がお答えします。事実です」

　その問いを、怯ひるむことなく達たつ也やが引き受ける。

「九く島どう蒼そう司し殿は『仮装行列パレード』で九く島どう光み宣のるになりすまして、自分を誘導する囮おとりになりました。自分が蒼そう司し殿を追跡している隙に、光み宣のるは逆方向へ逃走を果たしました」

『九く島どう殿。司し波ば殿のご発言に、間違いはありませんか？』

　二ふたつ木ぎ家け当主・二ふたつ木ぎ舞ま衣いが真ま言ことに訊たずねる。

　九く島どう家けは現在、十じゆつ師し族ぞくのメンバーではない。師し補ほ十じゆう八はつ家け、十じゆつ師し族ぞくの補欠と位置付けられる十八の家の一つだ。九く島どう真ま言ことが会議に招かれているのは事情を聞く側ではなく、訊きかれる側としてだった。

『表面的には事実だが、なりすましたという表現には語弊がある。蒼そう司しは自発的に囮おとりとなったのではない』

　舞ま衣いの質問に、真ま言ことは怯ひるむことなく答える。

『操られていたというのですか？』

『パラサイト化した光み宣のる君が、蒼そう司し殿を操り人形にしていたと仰おつしやる？』

　六むつ塚づか温あつ子こ、八やつ代しろ雷らい蔵ぞうが、続けて真ま言ことを問い詰めた。

『そうだ。パラサイトと同化した光み宣のるの精神干渉魔法に、蒼そう司しは対抗できなかった』

　九く島どう蒼そう司しがこの場にいれば、自分は魔法で直接操られていたのではなかったと証言したかもしれない。蒼そう司しは自分から進んで光み宣のるの逃亡に手を貸したのではなく、威圧されて仕方無く協力した。だが蒼そう司しに圧力を掛けたのは、光み宣のるだけではない。光み宣のるの力に対する恐れがあったのは事実だが、囮おとりになるよう蒼そう司しに命じたのは真ま言ことだった。光み宣のるは蒼そう司しに対して、心を操る魔法は使わなかった。

『光み宣のる君は意識操作の魔法を使えたのですか？　いただいたデータの中には、そのような情報はありませんでしたが』

『パラサイト化して、新たに会え得とくした力だろう』

　真ま言ことの説明は意図的な虚偽だ。光み宣のるは蒼そう司しを魔法で操ったのではないし、意識操作の魔法を会え得とくしてもいない。しかし七しつ宝ぽう拓たく巳みの質問に答える真ま言ことの声には、これまでと同じく動揺が見られなかった。

『蒼そう司し殿はあくまでも、光み宣のる君に操られていたと仰おつしやるのですね？』

　そう訊たずねたのは七さえ草ぐさ弘こう一いちだ。

『そのとおりだ』

　真ま言ことの答えは変わらない。彼はあくまでも、光み宣のるに全責任を押し付けるつもりなのだろう。

　弘こう一いちの訊じん問もんは、それで終わりではなかった。

『何時いつからですか？』

『……何ですと？』

　真ま言ことが初めて動揺を見せる。

『蒼そう司し殿が光み宣のる君の術中に落ちたのは何時いつのことですか？　蒼そう司し殿が囮おとりを務める為ために使用した自走車は、レンタカーでも盗難車でもなく九く島どう家けの所有物だったと耳にしております。蒼そう司し殿は何時いつ意識操作の魔法を受けて、何時いつ自走車を持ち出したのでしょうか』

『それは……』

『九く島どう殿は、蒼そう司し殿の不審な振る舞いにお気付きではなかったのですか？』

『……恥ずかしながら、気付いておりませんでした』

　真ま言ことの口調が、苦しげで謙へりくだったものに変わる。彼の強気な態度に綻びが生じた。

『それは危ないですね』

　弘こう一いちが嬲なぶる口調ではなく、深刻な声音で指摘する。

『危ない、とは？』

　弘こう一いちと真ま言ことの会話に、一いち条じよう剛ごう毅きが割り込む。

　剛ごう毅きは答えに窮した真ま言ことに助け船を出したのではない。弘こう一いちが何を危険だと言っているのか、その正体を確かめる必要を覚えたのである。

『九く島どう殿は、ご家族がパラサイトの強い影響下にあることに気付いておられなかった』

　まるで剛ごう毅きの質問を待っていたかの様に、弘こう一いちの口調に熱が入った。

『ということは、蒼そう司し殿の他にもパラサイトに心を支配されている方が、ご家族や使用人の中に隠れている可能性を否定できません』

　弘こう一いちの理屈は強引なものだ。しかし、否定することもできない。真ま言ことが、蒼そう司しは光み宣のるに操られていたという主張を取り下げない限り。

『九く島どう殿。七さえ草ぐさ殿の御ご懸け念ねんは、無視し得ないものだと思われますが如何いかがでしょう』

　二ふたつ木ぎ舞ま衣いが中立的な態度に努めながら、真ま言ことに話し掛ける。

『……仰おつしやるとおりです』

　真ま言ことはその言葉を、認めざるを得なかった。

『すぐに家の者全員を改めさせます』

『誰がパラサイトの支配下にあるのか、分からないのでしょう？　九く島どう殿お一人では手が足りないのではありませんか？』

『七さえ草ぐさ殿がお手伝いされると言うのか？』

　弘こう一いちの問い掛けに応じたのは、真ま言ことではなく剛ごう毅きだ。

　剛ごう毅きが口を挿はさまなければ、真ま言ことは黙り込む羽目に陥っていただろう。

『思うところがありまして、この一年、当家は知覚系の術者発掘に努めて参りました。お役に立てると思いますが』

　弘こう一いちが知覚系の魔ま法ほう師し取り込みを熱心に進めたのは、昨年の第一次パラサイト事件の反省を踏まえたものだ。少なくともこの件に関して、弘こう一いちの言葉に噓うそは無い。

　もっとも、弘こう一いちの申し出は善意に基づくものではない。

『では、当家もお手伝い致しましょうか？』

『いえ、それには及びません。光み宣のる君やＵＳＮＡとトラブルを抱えている四よつ葉ば殿の御手を煩わせるのは、申し訳ないですから』

　四よつ葉ば真ま夜やの提案に、それが突然の発言であったにも拘かかわらず、間髪入れず反論したのがその証拠だ。弘こう一いちは調査の名目で旧第九研の研究成果を盗み出そうと企たくらんでいた。

「その件は後程、九く島どう殿と七さえ草ぐさ殿の間で直接話し合われては如何いかがでしょうか」

　弘こう一いちと真ま夜やの間に火花が散るのを予感したのか、ここで克かつ人とが割って入った。

『そうだな。十じゆう文もん字じ殿の言うとおりだ』

　剛ごう毅きがすかさず、克かつ人とを支持する。

『そうですね。九く島どう殿、後でお時間をいただけますか』

『構いません』

　真ま言ことが弘こう一いちに頷うなずいたことで、この場はいったん、けりがついたという空気が生まれる。

『司し波ば殿。いえ、四よつ葉ば殿とお呼びすべきですか』

　次の話題に進むべきと判断した七しつ宝ぽう拓たく巳みが、改まった態度で達たつ也やに話し掛けた。

「司し波ばでお願いします」

　達たつ也やがそう答えたのはアイデンティティの問題ではなく、真ま夜やと区別がつきにくいだろうと配慮した結果だ。

『では、司し波ば殿。昨晩、平ひら塚つかの東とう部ぶ海かい岸がん近くで報道機関のヘリコプターを奪った魔ま法ほう師し集団と銃撃戦を演じたのは、貴殿でしょうか』

「ヘリコプターから銃撃を受け、魔法で反撃・殲せん滅めつしたのは自分です」

　達たつ也やは微妙に七しつ宝ぽう拓たく巳みの発言を修正しながら首肯した。

『司し波ば殿の反撃が自衛の為ためのものだったということは、いただいた資料で理解しています』

　達たつ也やの反論に、宥なだめる様なセリフを拓たく巳みが返す。

『相手が何者だったか、お分かりですか？』

『その連中は、九く島どう光み宣のるの共犯者だったのだろうか？』

　そのすぐ後に、五いつ輪わ勇いさ海みと六むつ塚づか温あつ子こが質問を続けた。

「分かりません。東アジア系の人相でしたが、日本民族と言われれば頷うなずける程度の違いしかありませんでした」

　本当はエリカが遠とお山やま（十とお山やま）つかさから聞いた話で、襲ってきた相手がイリーガルＭＡＰマツプであることは推測できている。だが昨晩の交戦時点では知り得なかった情報なので、達たつ也やは正体不明で押し通した。

『彼らの身元については、私の方で摑つかんでいます』

　達たつ也やの回答を打ち消す様に、七さえ草ぐさ弘こう一いちが再び口を挿はさむ。

「何者ですか？」

　克かつ人とが弘こう一いちに答えを促す。

『ＵＳＮＡ非合法魔ま法ほう師し暗殺小隊・ホースヘッド分隊』

『イリーガルＭＡＰマツプですか……』

　弘こう一いちが明かした名称を聞いて、三みつ矢や元げんが「なる程」と言わんばかりの口調で呟つぶやいた。

『七さえ草ぐさ殿、三みつ矢や殿、イリーガルＭＡＰマツプとは？』

　一いち条じよう剛ごう毅きの問い掛けに、七さえ草ぐさ弘こう一いちと三みつ矢や元げんの視線が小さく動く。お互いに手て許もとの画面で、相手の表情を窺うかがったのである。

　カメラ越しの譲り合いの結果、説明役を引き受けたのは三みつ矢や元げんだった。

『米軍統合参謀本部直属の非合法工作・暗殺部隊です。所属メンバーの全員が対人技能に優れた魔ま法ほう師しで、三つの分隊から構成されています。その内ホースヘッド分隊は対大だい亜あ連れん合ごうを想定して、東アジア系の外見を持つ魔ま法ほう師しで固められた分隊と聞き及んでいます』

『米軍が保有する非合法工作の精鋭部隊ということか』

『その理解で大丈夫です』

　一いち条じよう剛ごう毅きのセリフに、三みつ矢や元げんが頷うなずく。

『四よつ葉ば殿、何故なぜアメリカが御子息の抹殺を目論もくろむのだ』

　剛ごう毅きがその舌ぜつ鋒ぽうを真ま夜やに向けた。

『さあ？　彼らの要求を達たつ也やがはねつけたからではないでしょうか』

　真ま夜やの白々しい物言いは、とぼけていることを隠すつもりがないのだろう。

　剛ごう毅きは真ま夜やの態度を気に掛けなかった。

『ディオーネー計画への参加要求をか？　それだけの為ために、魔ま法ほう師しの暗殺部隊を送り込んでくるとは思えん。やはり、御子息に関する噂うわさは事実なのではないか？』

　真ま夜やは剛ごう毅きの挑発に反応しなかった。ただ薄らと笑うだけだ。

『噂うわさ、とは？』

　こう訊たずねたのは、七しつ宝ぽう拓たく巳みだった。

『朝ちよう鮮せん半はん島とう南端を壊滅させた戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師し──、俗に言う「灼しやく熱ねつのハロウィン」を引き起こした戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうの遣い手は、四よつ葉ば殿の御子息、司し波ば殿だという噂うわさだ』

　剛ごう毅きによるこの発言は、形式的には拓たく巳みに対する答えだが、実質的には真ま夜やに対する、そして達たつ也やに対する問い掛けだった。

　真ま夜やは相変わらず、冷たく微笑ほほえむだけ。

　回答したのは、達たつ也やだった。

「答える必要を認めません」

　考慮の素振りもない達たつ也やの返答に、剛ごう毅きが目を見開き顔を紅潮させる。

「それはこの会議で話し合われるべき議題ではありません。もしその様な会議であれば、自分はここにお邪魔していません」

　剛ごう毅きが声を荒げる前に、達たつ也やがさらに言葉を重ねた。

『司し波ば殿、それは言い過ぎだ。落ち着きたまえ』

『一いち条じよう殿も、他家の事情を詮索する様な発言は控えるべきかと』

　六むつ塚づか温あつ子こと八やつ代しろ雷らい蔵ぞうが慌てて仲裁に入る。

『……そうだな。不適切な話題だった』

「失礼しました」

　剛ごう毅きが、言葉だけではあるが、己の非を認め、それを受けて達たつ也やが心のこもっていない謝罪を口にした。

　会議室に、白けた空気が漂い始める。画面に映る当主たちは、モチベーションの低下を隠せない。あるいは、隠す気を無くしている。

『発砲騒動を起こした武装勢力がイリーガルＭＡＰマツプであれば、彼らの狼ろう藉ぜきは光み宣のる殿とも、国内の犯罪組織とも無関係でしょう。今回は新ソ連艦隊撤退の隙を突かれる格好で入国されてしまいましたが、今後は国防軍も面めん子つに懸けて警戒を強めるに違いありません』

　このままダラダラと長引かせても益が無いと考えたのだろう。三みつ矢や元げんが議論を纏まとめに掛かった。

『この件については、我々が関与する必要は無いでしょう。ここで問題にすべきは、九く島どう殿の責任についてだと考えます』

『三みつ矢や殿の仰おつしやるとおりかと。光み宣のる殿の魔法に屈服した結果とはいえ、パラサイトが社会を騒がせる手助けをしたのですから』

　七さえ草ぐさ弘こう一いちが三みつ矢や元げんの発言に便乗する。

『四よつ葉ば殿。九く島どう光み宣のるに連れ去られたのは、貴家の使用人です。四よつ葉ば家けとしては、九く島どう家けにどのようなけじめを求めますか？』

　弘こう一いちが投げ掛けた問いは、真ま夜やに憎まれ役を押し付けようとするものでもあった。

『そうですね……。達たつ也や、貴方あなたはどう思いますか？』

　真ま夜やは笑みを崩さず、弘こう一いちの問い掛けをそのまま達たつ也やに振った。

「責任を取っていただく必要は無いと考えます」

　達たつ也やは、迷わなかった。

「光み宣のるに操られていたのであれば、九く島どう家けもパラサイトの被害者と言えるでしょう。客観的な事実としても、九く島どう家けは光み宣のるに先代当主を殺害された、第一の被害者。故九く島どう閣下のご葬儀を明日に控えて、そのご遺族を共犯として糾弾するのは、人情としても適当ではないと思います」

『司し波ば殿、よくぞ仰おつしやいました』

　反論が挿はさまれるのを恐れたのだろうか。二ふたつ木ぎ舞ま衣いが、彼女にしては少し早口で、称賛の形を取って達たつ也やに同意する。

『司し波ば殿が指摘したとおり、九く島どう光み宣のるは九く島どう家け前当主を殺害した犯人です。その様な者と、九く島どう家けが進んで手を結ぶはずはありません』

『常識的には、そうでしょうね』

　八やつ代しろ雷らい蔵ぞうが、やや皮肉な口調で相あい槌づちを打つ。

『私も、九く島どう家けに償いは必要無いという意見に賛成です。七さえ草ぐさ殿も、それでよろしいですね？』

『四よつ葉ば殿がそれでよろしければ、私に異議はありません』

　三みつ矢や元げんに念を押されて、七さえ草ぐさ弘こう一いちが神妙な表情で頷うなずく。

　真ま夜やや達たつ也やは別にして、舞ま衣い、雷らい蔵ぞう、元げんの発言は十じゆつ師し族ぞくの団結に亀裂を入れたくないという意図によるものだ。九く島どう家けは現在、十じゆつ師し族ぞくの一員ではないが、つい最近までその中核にあった家として他の師し補ほ十じゆう八はつ家けとは一線を画している。ここで九く島どう家けを必要以上に追い詰めては、十じゆつ師し族ぞくという体制が弱体化するかもしれない。それが彼らの懐いだく危惧だった。

　弘こう一いちも十じゆつ師し族ぞくを頂点とする日本魔法界の秩序を壊したいわけではない。彼は、十じゆつ師し族ぞくを外れながら今も強い影響力を保持している九く島どう家けの地位低下を目論もくろんでいたのであって、共倒れは望んでいなかった。

『結構です。それと、司し波ば殿』

　三みつ矢や元げんは、七さえ草ぐさ弘こう一いちの妥協を引き出しただけでは、矛を収めなかった。

「何でしょうか」

『確かにこの場は、貴殿の力を暴あばく場所ではありません』

「三みつ矢や殿。その話はもう……」

　克かつ人とが元げんを制止する。だが、元げんの舌は止まらなかった。

『しかし、司し波ば殿。貴殿が彼かの戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しであることは、今や公然の秘密です。司し波ば殿の行動と発言に国内外多くの軍事関係者が疑心暗鬼に陥り、脅威を覚え、彼らの過剰反応を引き出す現実を、貴殿はもう少し重く認識する必要がある』

　元げんの発言は、嫌けん悪おや悪意に基づくものではなかった。むしろ逆ベクトル、達たつ也やの現在と未来を気遣ってのものだと言って良いだろう。

　三みつ矢や家けは国内だけでなく、海外の軍事関係者との間にも多くのパイプを持っている。もしかしたら「戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師し・司し波ば達たつ也や」を無力化する謀略の一端を摑つかんでいるのかもしれない。

「ご忠告と受け止めます。ただ公然の秘密と言われても、自分には何も申せません」

　達たつ也やもそこは理解しているようだ。それでも、彼の態度は変わらなかった。

　達たつ也やには、国防軍との約束で自分がマテリアル・バーストの遣い手だと明かすことが許されていない、という事情がある。それに加えて、彼は深み雪ゆきを経由して詩しい奈なから伝えられた情報を無視できなかった。

　三みつ矢や家けは、達たつ也やのミッドウェー監獄襲撃計画を国防軍に密告している。密告先に達たつ也やと関係が深い佐さ伯えきを選んだのは、計画が実行に移されるのを阻止する為ためだろう。穿うがった見方とは思いつつ、今の発言も自分の手足を縛る為ためのものではないかと達たつ也やは考えずにいられなかった。
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　今日の臨時師族会議は、達たつ也やにとって後味の悪いものとなった。イリーガルＭＡＰマツプとの交戦を責められなかったのは上首尾だが、戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しとして事実上暴露されてしまったのは、自分の失態ではないとはいえ、いただけない結果だ。

　しかし、すっきりしない気分を何時いつまでも引きずっていては、深み雪ゆきに余計な心配をさせてしまう。彼は気持ちを強引に切り替えて、前日から予定していたとおり学校から帰宅した深み雪ゆき、リーナと一緒にほのかが入院している病院へ向かった。

「ハイ、ホノカ！　体調はどう？」

　病室に入って、リーナがほのかへ真っ先に話し掛ける。

　その後ろで、達たつ也やと深み雪ゆきが微妙な無表情を浮かべていた。

　実を言えば深み雪ゆきは、達たつ也やが最初に声を掛けた方がほのかが喜ぶだろうと思って控えていたのである。達たつ也やも深み雪ゆきの考えを汲くんで、まず自分が容態を訊たずねようと準備していた。

　ところが。

　リーナがノリと勢いで、その段取りを壊してしまった。

　あらかじめ打ち合わせをしていたことではないから、リーナを非難するわけにもいかない。その結果が、達たつ也やと深み雪ゆきの一時的な表情喪失だった。

　もっともこれは、達たつ也やたちが気を回し過ぎていた嫌いもある。

　ほのかはリーナの明るい声に、気落ちなど欠片かけらも匂わせず笑顔で応えた。

「どこも悪いところはないよ。入院って言っても、用心の為ための検査入院だから」

「そうか。それは良かった」

　達たつ也やが態勢を立て直して会話に割り込む。

「達たつ也やさん……。すみません、ご心配をお掛けしました」

　ほのかが恐縮しながら、隠し切れない笑みを零こぼす。達たつ也やが自分のことを心配していないとは考えていなかったが、こうして気に掛けていることを態度で示されると、やはり喜びを禁じ得ないのである。

「ほのかが謝ることじゃない。むしろ謝らなければならないのは俺の方だ。今回は巻き込んでしまって、すまなかった。エリカにも、迷惑を掛けたな」

　病室には達たつ也やたち以外に、エリカと雫しずくがお見舞いに来ている。

　達たつ也やはまずほのかに頭を下げ、エリカにも謝罪の言葉を向ける。

「そんな！　達たつ也やさんが悪いんじゃないです！」

「そうね。悪いのはあの悪党どもよ。幸い、ほのかにも美み月づきにも怪我けがは無かったんだし、達たつ也やくんが責任を感じる必要は無いんじゃない？」

　ほのかが勢い良く、エリカが軽く笑いながら首を左右に振った。

「本当に、怪我けがが無くて良かったわ。ほのかと美み月づきだけではなく、エリカや西さい城じよう君や吉よし田だ君にも」

　深み雪ゆきの言葉は彼女の紛れもない本心だが、これ以上何度も達たつ也やに謝罪をさせない為ためのものでもあった。

「そうね。美み月づきも学校は休んでいたけど、昨日あんなことがあって大事を取っているだけだし。レオとミキは……あの程度でどうにかなるタマじゃないでしょ」

　エリカの言うとおり、美み月づきは大事を取って本日は自宅で休養。レオと幹みき比ひ古こは女の子の病室、それも個室だからと遠慮しているだけだった。

「私も、達たつ也やさんの責任とは思わないけど」

　それまで黙っていた雫しずくの発言は、ここまでの流れとニュアンスが異なるものに聞こえた。

　雫しずくがじっと、達たつ也やを見詰める。その顔に、笑みは無い。

「二度とこんなことが起きない様に、達たつ也やさんがほのかを守って欲しい」

　軽口ではあり得ない、本気の口調。本気の表情。

「ええっ!?」

　声を上げたのは、ほのか。エリカとリーナも、驚きを露あらわにしている。

　深み雪ゆきの顔には何故なぜか、驚きも怒りも無かった。──その代わり、笑ってもいない。

「俺が十じゆつ師し族ぞく・四よつ葉ば家けの人間だということは知っていると思う」

　雫しずくの言葉に応える達たつ也やの声音は「覚悟を決めた」と言うより、「覚悟を問う」ものに感じられた。

「うん」

　頷うなずいたのはほのかではなく雫しずくだ。ほのかは固かた唾ずを吞のんで達たつ也やの顔を見詰めている。

「昔は四よつ葉ば家けと決別、いや、敵対する未来を予想していた。だが今は、四よつ葉ば家けの魔ま法ほう師しとして生きていくつもりだ」

　続く達たつ也やのセリフを聞いて、深み雪ゆきの表情が一瞬翳かげる。

「俺に守られるということは、ほのかも四よつ葉ば家け所属の魔ま法ほう師しになるということだ。普通の生活はできなくなる。魔ま法ほう師しとしてもだ。それでも……」

「それでも構いません」

　被かぶせ気味に、ほのかは達たつ也やの言葉を受うけ容いれる答えを返す。

　達たつ也やを見詰める瞳に揺るぎは無い。

　だが達たつ也やから深み雪ゆきへと転じた眼まな差ざしは、躊躇ためらいに揺れていた。

「でも……深み雪ゆきはそれでも良いいの？」

　ほのかに問われて、深み雪ゆきが目を伏せる。

　だが深み雪ゆきはすぐに顔を上げて、正面からほのかと目を合わせた。

「本音を言うとね……、嫌よ。ほのかは魅力的な女の子だから。だけど嫌だと思う気持ちと同じくらい、一緒に達たつ也や様を支えてくれたら嬉うれしいと思っているわ」

「深み雪ゆき……。うん、私、頑張るよ」

　深み雪ゆきとほのかが微笑ほほえみ合う。二人とも満面の笑みとは言えない。深み雪ゆきの笑みは明らかに強がっているものであり、ほのかの笑みには自信が欠けていた。それでも二人の言葉に、瞳に、偽りは無かった。

「ただし」

　そう言って、深み雪ゆきが達たつ也やへ振り向く。

　達たつ也やへ向けた笑顔に、陰かげは無かった。

「浮うわ気きは駄目ですよ、達たつ也や様」

（今、そんなことを言わなくても）

　達たつ也やは表情を変えず、心の中で呻うめいた。

「今、そんなコトを言わなくても……」

　リーナは声に出して呆あきれている。

　それも、無理はない。雰囲気が台無しだ。

　だが深み雪ゆきが敢あえて雰囲気を壊したのだと分からない人間は、ここにはいなかった。

「……無論だ」

　達たつ也やが精一杯真面目な表情を作って深み雪ゆきに頷うなずく。

　笑顔が引ひき攣つり気味になっているほのかの隣で、

「ケチ」

　雫しずくがぼそりと呟つぶやいた。
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　午後七時。リーナは今日も、達たつ也や、深み雪ゆきと同じ食卓を囲んでいる。ただ今日はずっとテーブルで待っているのではなく、深み雪ゆきと一緒にキッチンに立った。残念ながら「一緒に料理をした」と言える水準ではなく「深み雪ゆきのお手伝い」だったが。

「……まさかシズクの方から、アレを言い出すなんてね」

　苦労して箸を操りながらリーナが達たつ也やに話し掛ける。──深み雪ゆきは中々スパルタで、ナイフとフォークで箸を代用することをリーナに許していない。

「確かに、意外だった」

　達たつ也やも深み雪ゆきも「アレ」とは何だ、とは問い返さなかった。「達たつ也やがほのかを守って欲しい」という雫しずくの「お願い」は、「ほのかやエリカたちを自分の庇ひ護ご下かに置く」と達たつ也やが口にし、「王国が創れそう」とリーナが感想を述べた昨晩の思い付きに一致していた。

「でもタツヤにとっては、向こうから言ってくれて都合が良かったんじゃない？」

「そうだな。……本当は守ってやらなければならない状況になんて、ならない方が良かったんだが」

　達たつ也やの独り言めいたセリフは、リーナの予想外に重いものだった。

「……ほのかも魔ま法ほう師しですから。お兄様とは関係無く、危ない目に遭う可能性は低くないと思いますよ」

「そ、そうね。強い魔ま法ほう師しに目を付けて無理矢理思いどおりにしようとする連中は、政府にも民間にも犯罪組織にもいるし。タツヤに守ってもらえるのは、ホノカにとっては幸せなんじゃないかしら」

　深み雪ゆきとリーナが慌てて慰めを口にする。いや、慌てているのはリーナだけか。深み雪ゆきの言葉には、自分に言い聞かせているような趣があった。

「……まあ、そうだな。それにこの件は、今すぐどうこうしなければならないという性質のものじゃない」

「……そうですね。今は水み波なみちゃんの方が優先です」

　三人とも、箸が止まる。空気が一層重くなったが、今度は逃げたり誤魔化したりできなかった。

「……ワタシが言うことじゃないかもしれないけど、水み波なみを追い掛けなくて良いの？　諦めるつもりはないんでしょう？」

「もちろん、諦めるつもりは無い」

　リーナの問い掛けに、達たつ也やが即答する。

　そこに、迷いは無かった。

　深み雪ゆきの表情から、少しだけ憂いが消えた。

「行方は摑つかんでいる。現在位置は……東とう京きようのほぼ東、約千二百キロ。太たい平へい洋ようの海中を三十五ノットで航行中だ」

「そんなコトまで分かるの!?」

　達たつ也やが発した次のセリフに、リーナが目を丸くする。

　彼女の手からポロッと箸が落ちた。

　深み雪ゆきが正面に座るリーナに、非難の目を向ける。

　リーナは「ゴメンナサイ」と小声で謝って、テーブルクロスに落ちた箸を陶器製の箸置きに載せた。

「海中ということは、潜水艦で移動中なのですか？」

　リーナが「立て箸」や「渡し箸」といった横着をしなかったのを見届けて、深み雪ゆきは達たつ也やに顔を向け問い掛けた。なお言うまでもなく、深み雪ゆきは食事を中断した直後に箸を箸置きに置いている。

「そこまでは分からない。全水没型輸送艦の可能性もある。……それより、せっかくの料理が冷めてしまう。食べながら話そう」

「そうですね」

「全水没型輸送艦なんて、良く知っているわね……」

　反応はそれぞれだが、深み雪ゆきとリーナも達たつ也やに続いて食事を再開する。

「東とう京きようの東って……ハワイ、かしら？　それとも……」

　リーナは「ふと思い付いた」という態度を装よそおっているが、期待感を隠し切れていなかった。リーナは水み波なみを乗せた艦船がミッドウェー島に向かっているのを、奇貨と捉えているのだ。

　それを不謹慎だと、達たつ也やも深み雪ゆきも咎とがめなかった。達たつ也やと深み雪ゆきが水み波なみの身を案じているように、リーナがミッドウェー監獄に閉じ込められたベンジャミン・カノープスのことを大切に思い、心配しているのは二人とも理解していた。

「ハワイ諸しよ島とう、それもハワイ島やオアフ島ではないだろうな。ミッドウェー島か、その隣の環かん礁しようか……」

　だからこそ、という面は間違いなくあっただろう。達たつ也やはリーナが望む方向へ話を発展させた。

「リーナ、北西ハワイ諸しよ島とうにアメリカ軍の基地はないか？」

　達たつ也やは三みつ矢や家けからパールアンドハーミーズ環かん礁しようにある米軍基地の存在を聞いている。それでも敢あえてこの質問をリーナに投げ掛けたのは、ミッドウェー監獄を無視しないという言外のサインだった。

「パールアンドハーミーズ環かん礁しように海軍の補給基地があるって聞いたことがある」

　しかし残念ながら、リーナは予想外に真面目だった。達たつ也やのサインに気付かず、訊きかれたことにだけ答える。

　深み雪ゆきが「そうじゃないでしょう！」というもどかしげな視線をリーナに向けた。

　その隣で達たつ也やが根気よくリーナとの問答を続ける。

「聞いたことがある？」

「利用予定の無いローカルな基地のことまで一々調べたりしないわよ。海軍の士官じゃないんだから」

「それ程大規模な基地ではないということか？」

「そうね。幾らワタシでも、重要な基地ならもっとしっかり覚えていると思う」

（自分で言うか……？）

　達たつ也やはそろそろ頭が痛くなってきた。

　深み雪ゆきは我関せずと、食事に専念している。

「本土から遠く離れていて、軍の内部でも余り知られていない基地か。拉致した人間を閉じ込めておくには好都合だな」

「……タツヤは、パールアンドハーミーズ基地が目的地だと考えているの？」

　リーナが恐る恐る、達たつ也やに訊たずねた。

　ここでわざと頷うなずいてみせるような性格の悪い真似まねを、今夜の達たつ也やはしなかった。

「ミッドウェー島の監獄に閉じ込めようとしている可能性も無視するつもりはない」

　リーナが安あん堵どの息を吐く。

　深み雪ゆきがリーナをチラリと見る。その眼まな差ざしは「世話の焼ける子ね」と語っていたが、リーナは自分が深み雪ゆきからどんな目で見られているのか、気付いていなかった。








［２］






　七月十四日、日曜日。午前九時。

　風かざ間ま中佐は、予定どおり硫い黄おう島とうに向けて飛び立った。

　風かざ間まの副官の藤ふじ林ばやし中尉は祖父・九く島どう烈れつの葬儀に参列する為ため、既に奈な良らへ発たっている。本日の同行者は柳やなぎ少佐と独立魔装大隊の下士官、兵卒数名だ。

　それに加えて、厳密に言えば同行者ではないが、ジャスミン・ウィリアムズとジェームズ・Ｊ・ジョンソンの両名。二人はオーストラリア軍の魔ま法ほう師しだ。この春、破壊工作の現行犯で逮捕して昨日まで軍事刑務所──捕虜収容所とは別の、捕虜ではない敵性戦闘員用の監獄──に収監していたが、本日解放の運びとなっている。風かざ間まの役目は、硫い黄おう島とうまで引き取りに来ているオーストラリア軍の代表に二人を引き渡すことだ。

　ジャスミン・ウィリアムズとジェームズ・Ｊ・ジョンソンの二人にも、解放の件は伝えてある。両名ともかなり驚いていたが、殊こと更さら疑心暗鬼に陥っている様子は無い。その態度は、大人しいものだ。

　どうやら今日の任務は穏便に終わりそうだ、と考えながら、監視だけは怠らないよう風かざ間まは輸送機内で部下に改めて命じた。
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　一方、風かざ間またちに遅れること三十分。

　達たつ也やは深み雪ゆきとリーナを連れて、兵ひよう庫ごが操縦するＶＴＯＬに乗り込んだ。

　目的は水み波なみを追跡する手段の確保。具体的には、北西ハワイ諸しよ島とうまで飛行可能な四人乗りエアカーの開発状況の確認と催促だ。

　達たつ也やはまだ、ミッドウェー島やパールアンドハーミーズ環かん礁しようまでエアカーで飛んでいくとは決めていない。往復にエアカーを使うのは、どちらかと言えば最終手段だ。四千キロを超える距離を飛んで、その直後に戦闘へ突入するのは自分でも無謀だと思っている。米軍の艦船をシージャックする方がまだ現実的だろう、というのが達たつ也やの考えだった。

　そういう、第三者的にはいかれたプランを胸に懐いだきながら、達たつ也やは巳み焼やき島しまへ飛び立った。
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　その頃、硫い黄おう島とうには西から航空母艦が近づいていた。オーストラリア軍の艦船ではない。イギリス海軍の空母だ。

　硫い黄おう島とうまで一時間弱の海域で、小型の極超音速輸送機が空母に接近する。これもイギリス軍の物だ。輸送機はそのまま、アングルド・デッキに着艦した。
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　他方、巳み焼やき島しまにも西から航空機が近づいていた。ただしこちらは、福ふく岡おか国際空港を飛び立ったビジネスジェット、国内便のチャーター機だ。

　その小型ジェット機は、達たつ也やたちの到着に一歩先んじて、巳み焼やき島しまの飛行場に着陸した。
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　達たつ也や、深み雪ゆき、リーナを乗せたＶＴＯＬが巳み焼やき島しまに到着したのは、午前十時過ぎのことだった。所要時間はフライトプランのとおり。あらかじめ連絡してあったので、迎えの車を待つ必要も無かった。ただ、送迎車の行き先が予定とは違った。

　車はそのまま島の東部にある研究所を目指すのではなく、西部海岸沿いの、かつては魔ま法ほう師し用監獄の管理スタッフが駐在していたビルに向かう。

　その、旧所長室。つまり最も質の高い内装をより豪華に改装した部屋で達たつ也やを待っていたのは、四よつ葉ば家け当主・四よつ葉ば真ま夜やだった。ソファに腰掛けている彼女の背後には葉は山やまが控えている。

　同行している兵ひよう庫ごへ思わず振り向いたのは深み雪ゆき。しかし兵ひよう庫ごは「濡ぬれ衣ぎぬです」という表情で小さく首を横に振る。真ま夜やが巳み焼やき島しまに来ていることは、彼も報されていなかった。

　とにかく、驚いてばかりはいられない。達たつ也やが真っ先に、真ま夜やに対して挨あい拶さつを述べる。すぐに深み雪ゆきが、その後に続く。リーナはまごついていたが、結局無言のお辞儀を選択した。

　真ま夜やに椅子を勧められて、達たつ也やが三人掛けソファの右側に腰を下ろす。サイドテーブルを挟んで二つ並んだ一人掛けソファの左側に座っている真ま夜やの正面だ。達たつ也やの隣、ソファの中央に深み雪ゆき、深み雪ゆきを挟んで達たつ也やの反対側にリーナが腰掛けた。

「いきなり、ごめんなさいね。工場の方には少し待ってもらっています」

　この言葉で、真ま夜やが巳み焼やき島しまに来ているのは偶然ではないと分かった。達たつ也やの予定を調べた上で、そこに割り込んでいるのだ。

　以前であれば、最高度の警戒感を懐いだいただろう。だが今の達たつ也やは、大して緊張を覚えなかった。敵が味方となり、味方が敵となる。翻ほん雲うん覆ふく雨うは男女の情愛に限ったことではない。昨日の敵は今日の友、今日の友は明日の敵。昨日ほのかに、彼女が入院中の病室で告げたように、以前は敵として認識していた四よつ葉ば家けは達たつ也やにとって自分を害するものではなくなっていた。

「いえ。それで、御用件をうかがってもよろしいでしょうか」

「そうね。遠来のお客様を、余りお待たせしては申し訳ないし」

　その言葉を聞いて、達たつ也やが「おやっ？」と思う。真ま夜やのセリフは、彼女の客ではなく自分への客であるように、達たつ也やには聞こえた。だが言うまでもなく、達たつ也やに来客の心当たりは無い。

「昨日はゆっくりお話しできなかったから」

　だが続く真ま夜やの声に、達たつ也やは意識を切り替えた。客について詮索する必要は無い。どうせ後から引き合わされる。そう考えて、達たつ也やは意識の焦点を真ま夜やとの会話に戻した。

「やはり、確認しておかなければならないと思って」

「何をでしょうか」

「訊きくまでもないことかもしれないけれど、達たつ也やさん。貴方あなたはこれからどうするつもり？」

　抽象的な問い掛けだったが、達たつ也やは戸惑わなかった。

「水み波なみを取り戻しに行きます」

「そう……。水み波なみちゃんが何処どこにいるのか、分かっているの？」

「はい。水み波なみを拉致した輸送艦は現在、北西ハワイ諸しよ島とうに向かっています」

「そんな所まで、どうやって行くつもり？」

「それはまだ検討中です」

「そう……。達たつ也やさん」

　受け身だった真ま夜やの表情が、当主のものに変わる。

「二、三日、待ちなさい」

「……何故なぜ、とお訊たずねしても良いですか？」

　真ま夜やの命令に、達たつ也やが理由を問う。

「良いい報しらせでも悪い報しらせでも、隠さずに教えてあげますから」

　真ま夜やは達たつ也やの質問に答えなかった。ただ彼女に何か腹案があるということは、達たつ也やだけでなく深み雪ゆきにもリーナにも分かった。

「分かりました。ご命令に従います」

　達たつ也やは真ま夜やに向かって、承諾の意思を込めて一礼した。





◇　◇　◇






　達たつ也やは深み雪ゆき、兵ひよう庫ごと共に、同じビルの応接室に向かっていた。案内をしているのは堤つつみ琴こと鳴な。四よつ葉ば分ぶん家け・新し発ば田た家け次期当主である新し発ば田た勝かつ成しげのガーディアンであり婚約者でもある女性だ。リーナは「話を聞きたい」という真ま夜やの意向で先程の部屋に居残りだ。真ま夜やの面接が終わればすぐに、合流することになっている。

　琴こと鳴なが応接室の扉をノックする。応えはすぐに返ってきた。

「勝かつ成しげさん、達たつ也やさんと深み雪ゆきさんをお連れしました」

　正確に言えば、達たつ也やと深み雪ゆき以外に兵ひよう庫ごもいる。だが勝かつ成しげが、というより「客」が待っていたのは達たつ也やだけだ。四よつ葉ば家け次期当主の深み雪ゆきは無視できないとしても、兵ひよう庫ごを数に入れなかったのが傲慢・無神経とは言えないだろう。

「どうぞこちらへ」

　勝かつ成しげが立ち上がって達たつ也やたち三人をソファへ誘導する。向かい合わせに置かれた三人掛けのソファ、その一方の前には肌の色が濃く目鼻立ちがはっきりしている、推定四十代半ばの女性が、その後ろには二十代半ばと思われる、ココア色の肌で背が高い、スレンダーな美女が立っていた。

　年長の方の女性の顔を、達たつ也やは知っていた。

（アーシャ・チャンドラセカール博士……？）

　インド・ペルシア連邦の魔法研究の中心地、旧インド中南部のハイダラーバード大学教授で、同国における魔法工学分野の第一人者。戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうアグニ・ダウンバーストの開発者。

（インド・ペルシア連邦のＶＩＰが何故なぜここに？）

　達たつ也やは疑念を押し隠してチャンドラセカールの正面に移動した。深み雪ゆきはその隣、兵ひよう庫ごは深み雪ゆきの背後だ。

「教授。こちらが司し波ば達たつ也や、そして司し波ば深み雪ゆきです」

　勝かつ成しげがまず、達たつ也やと深み雪ゆきをチャンドラセカールに紹介する。

「達たつ也や君、深み雪ゆきさん。こちらはインド・ペルシア連邦ハイダラーバード大学のアーシャ・チャンドラセカール教授でいらっしゃる」

　そして間を置かず、達たつ也やたちに目を向けてそう付け加えた。

「お目に掛かれて光栄に存じます。司し波ば達たつ也やです。ご高名はかねてよりうかがっております」

「こちらこそ、お会いできて嬉うれしく思います。アーシャ・チャンドラセカールです」

　チャンドラセカールが手を差し出す。達たつ也やは控えめにその手を握った。

「司し波ば深み雪ゆきです。よろしくお見知りおきください」

「こちらこそよろしく。名高い四よつ葉ば家けの、美しい次期当主様」

　深み雪ゆきとチャンドラセカールが握手を交わしたのを見届けて、勝かつ成しげが三人に座るよう勧める。

　チャンドラセカールの背後に立っている女性は、そこを動かなかった。説明されるまでもなく、彼女はチャンドラセカールの護衛だと分かる。

　達たつ也やは彼女を一いち瞥べつしただけで正体を探るようなことは言わなかった。だがチャンドラセカールの方から、彼女の素性を明らかにした。

　腰を下ろそうとする動作を中断して、チャンドラセカールは背後へ振り返った。なお、達たつ也やと深み雪ゆきは年長の科学者が腰掛けるのを待っている状態だ。

「彼女は」

　そう言って、達たつ也やに視線を戻す。

「アイラ・クリシュナ・シャーストリー。私の護衛で、この三月に『アグニ・ダウンバースト』を会え得とくしたばかりの非ひ公こう認にん戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しです」

[image: ]

　深み雪ゆきが目を見開いて息を吞のむ。

「司し波ば達たつ也やです」

　達たつ也やは眉一つ動かさず、アイラに会え釈しやくする。

　アイラは無言で、達たつ也やに会え釈しやくを返した。

　チャンドラセカールが微笑ほほえみを浮かべたままソファに腰掛ける。

　続けて、達たつ也やと深み雪ゆきがその向かい側に座った。勝かつ成しげはサイドに置かれたスツールに腰を下ろし、琴こと鳴ながその背後に立つ。

　こうして、達たつ也やとチャンドラセカールの会談が始まった。
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　真ま夜やの背後には葉は山やまが控えているが、リーナのサイドに味方はいない。リーナ的には、孤立無援そのもの。

　しかも相手は『極東の魔王』『夜の女王』の異名を取る魔ま法ほう師しだ。リーナもまた、戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しとして世界最強の一角に上げられている。しかし真ま夜やは「防御不能」「対人戦ならば戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうを凌りよう駕がする」と噂うわさされる特殊な魔法の遣い手。今は敵ではないと分かっているが、リーナとしては、緊張せずにはいられないシチュエーションだ。

「日本の生活にはもう慣れましたか？　去年の冬とは勝手が違うでしょう？」

　話し掛ける真ま夜やの表情は、取り敢えず友好的だった。

「大丈夫です。ミユキもタツヤも良くしてくれますから」

　リーナは自分に「怖がるな」「警戒しすぎた態度を見せるな」と言い聞かせながら、笑顔を作って答える。

「深み雪ゆきさんの護衛を引き受けてくれて、本当にありがたいと思っているのですよ」

「ワタシの方こそ、匿かくまっていただいていることには感謝の念が絶えません」

「そう……」

　葉は山やまが何時いつの間まにか、ティーカップとグラスを用意してローテーブルに置いた。ティーカップは真ま夜やの前に、リーナの前にはアイスティー入りのグラスだ。

「冷たいお紅茶で良かったかしら？」

「ハイ、ありがとうございます」

　リーナはすぐに、ストローに口を付けた。他意の無い印しるしに、と言うより、緊張で喉が渇いていたのである。

　実はストレートティーが余り得意ではないリーナだが、葉は山やまが準備したアイスティーはミルク、シロップ抜きでも飲み易やすかった。苦みが無いのではなく、気にならない。むしろそれが旨うまみに感じられた。

　美味おいしい物を口にして、緊張が少し緩む。

　きっとそれは、真ま夜やたちの手口だったのだろう。

「貴女あなたには、できればずっと深み雪ゆきさんの護衛を続けて欲しいのだけど」

　真ま夜やの言葉を聞いて、リーナはアイスティーを吹き出すのではなく吞のみ込こんだ。

　運良く気管に入らなかったので咳せき込こまずに済んだが、返事をするのに一呼吸以上の時間が必要になる。

「シールズさんは今後、どうするつもりなのかしら。アメリカに帰る？　それとも、日本に残る？」

　いきなり突き付けられた、重い選択。だが他人から迫られるのが初めてというだけで、自分の中ではずっと悩んでいることだった。

「……去年の二月、ワタシはタツヤに、スターズを辞めたいなら力になると言われました」

　真ま夜やが軽く目を見張って驚きを表す。半分は演技だが、半分は本物だ。この話は真ま夜やも、報告を受けていなかった。

「その時は『スターズを辞めたいなんて思っていない』とワタシは答えました。でも今は……」

「辞めたくなったの？」

「分かりません。いえ、迷っています」

　リーナは考えを纏まとめる為ためか、膝の上に置かれた自分の両手を見詰めるように目を伏せた。

「ステイツが嫌いになったわけじゃないです。今でも、アメリカに対する愛国心は消えていません。でも祖国はワタシを……、ワタシを必要としてくれているのは……」

　スターズ本部基地を追われた日のことを思い出したリーナが声を震わせる。

「そう簡単に決められることではないわよね。結論を急がなくても良いですよ」

　真ま夜やが、表面的には優しく、慈愛に満ちた表情でリーナを慰める。

「……ありがとうございます」

「もし将来、シールズさんが日本に帰化したいと願ったなら、すぐに叶かなえられるよう手配しましょう。シールズさん、日本人の養子になることに抵抗はありますか？」

「いえ……。両親とは軍に入って以来、ほとんど会っていませんし」

「電話は？」

「電話も、手紙もです」

　リーナも、家庭的には余り恵まれていない。高すぎる魔法資質が禍わざわいしてか、軍人になる前から家族からも親族からも敬遠され気味だった。容姿が整いすぎていたのも、彼女の場合は愛情を遠ざける一因となっていた。

　それにしても、彼女が軍にスカウトされたのは十歳になるかならないかの頃だ。その後すぐに入隊して、それからほとんど会いに来ないというのは、親として薄情すぎると思われる。もしかしたらリーナの知らないところで、軍か政府の力が働いたのかもしれない。──例えば、国家公認戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しの身元秘匿策の一環などの理由で。

「そうなの……。ごめんなさい、嫌なことを訊きいて」

　真ま夜やはリーナの話を聞いて、単純な親子仲以外の事情を推測した。だがそれはおくびにも出さず、同情を込めた声を掛けた。

「いえ。もう割り切っていますので。ですから、養子になることには抵抗がありません」

「分かりました。さっきも言ったように、何時いつでも相談してくださいね」

「はい」

　リーナは座ったまま、真ま夜やに向かって頭を下げた。
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「ミスターは、現在の魔ま法ほう師しの境遇についてどう思われますか？」

　チャンドラセカールが達たつ也やに訊たずねる。なおこの場では達たつ也やを「ミスター」、深み雪ゆきを「ミス」、チャンドラセカールを「博士」という呼び方が定着していた。

「もっと具体的に言うと、各国政府による魔ま法ほう師しの管理の在り方についてです」

　達たつ也やは少し考えてから答えを返す。

「政府の側から見れば、それなりに機能しているのではないでしょうか」

　あくまでも「それなりに」。また「政府の側から見て」という条件付きだ。

　チャンドラセカールは、達たつ也やの意図を正しく理解した。

「そうですね。どの国の政府も、新ソ連や大だい亜あ連れん合ごうでさえも、魔ま法ほう師しの管理が十分とは考えていないでしょう」

「おそらく」

　チャンドラセカールの言葉に、達たつ也やが小さく頷うなずく。

「そして魔ま法ほう師しの側から見れば、全く満足できるものではありません」

「…………」

　今度の達たつ也やの反応は、ノーコメントだった。

　チャンドラセカールはそれを気にせず、持論を展開する。

「現在の世界は、魔ま法ほう師しの人権が軽視されすぎています。少なくとも民主主義社会においては神聖不可侵のものであるべき基本的人権が、魔ま法ほう師しには認められていません。あるいは、容易に制限され、侵害されています。魔ま法ほう師しの軍事利用は、それが最も顕著に表れている分野です。徴兵制を廃止している国家も、魔ま法ほう師しに限っては事実上の徴兵制を維持している。魔ま法ほう師しはそうでない国民に比べて、差別的な取り扱いを受けているということです」

　達たつ也やはチャンドラセカールの熱弁を、驚きを持って聞いていた。

　彼女は『アグニ・ダウンバースト』だけでなく他にも多くの軍事用魔法を開発し、魔ま法ほう師しを政府に役立ててきた側の科学者である。チャンドラセカール自身も魔ま法ほう師しだが、彼女の力は弱く戦力としては役に立たない。逆に言えば、彼女は政府に利用される魔ま法ほう師しではなく、魔ま法ほう師しを利用する政府の側の人間だということだ。少なくとも、これまではそうだった。

「一方で魔ま法ほう師し以外の市民シビリアンは、魔ま法ほう師しは武器を持たずに自分たちを殺傷する力を持っている危険な生き物だから、その自由をもっと強く制限すべきだと主張しています」

「それは一部の反魔法主義者だけではないのですか？」

　思わず口を挿はさんだのは深み雪ゆきだ。達たつ也やは依然として、沈黙を守っている。

　チャンドラセカールの顔が曇る。その表情は憂鬱に囚とらわれているだけでなく、怒りを抑え込んでいるもののようにも見えた。

「ドイツとフランスでは政府の主導で、魔法の発動兆候を感知して電気ショックを与え、装着者を無力化する首輪の開発が進められています。完成すれば、魔ま法ほう師しにこの首輪の着用を義務付ける法案が提出されるでしょう。イギリスを除くヨーロッパ諸国が多数これに倣ならい、やがては世界の多くの地域に広がるでしょうね」

「そんな！　まるで家畜扱いではありませんか！」

　深み雪ゆきが怒りに震える声で叫ぶ。

「そうですね。奴隷どころか家畜です。しかし一部の過激な反魔法主義者だけでなく、一般的な市民シビリアンの間にもその様な考えが広まりつつあるのです」

　チャンドラセカールは、深み雪ゆきを宥なだめようとはしなかった。

「そんなことが、許されるはずはありません！」

「ええ、ミスの仰おつしやるとおりです。私もそう思います。……過去の私は、魔ま法ほう師しを国家にとって不可欠な戦力とすることで、その社会的な地位を確保しようとしてきました。しかしもう、考えを変えました」

「何か、具体的なプランをお持ちなのですか？」

　達たつ也やが抑制の効いた口調でチャンドラセカールに訊たずねる。

「もはや魔ま法ほう師しは、自分で自分の権利を守らなければならない段階に来ていると考えます。それも一国単位ではなく、国境を越えて団結すべきです」

「博士は魔法至上主義者に与くみするおつもりではありませんよね？」

「違います。あれはあくまでも、反魔法主義に対する感情的な反発から生まれた組織です。私が考えているのは魔ま法ほう師し以外の市民シビリアンと敵対するのではなく、併存しながら魔ま法ほう師しの権利を守る穏健で組織的な運動です」

「併存？　共存ではなく？」

「市民シビリアンの魔ま法ほう師しに対する恐怖はマスヒステリーを引き起こすレベルにまで高まっています。ドイツとフランスが良いい例です。そして申し上げにくいことながら、今の状況を作り上げてしまったのは二年前の『灼しやく熱ねつのハロウィン』。ミスターの戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうです」

　達たつ也やはチャンドラセカールの言葉を、「あれは自分ではない」と否定しなかった。

「国家の決定ではなく個人の気き紛まぐれで、自分の頭上に核兵器が撃ち込まれるかもしれないと考えて正常な判断力を保てる人間は少ないでしょう。無論、ミスターはその様な分別のつかない人間ではないと、私は確信しています。しかし多くの市民シビリアンは、そう思わない。ミスターの人格を知ろうとしないどころか、ミスターの顔さえ見ようとしないに違いありません。彼らはただ、破滅的な力を持つ魔ま法ほう師しとして、死と破壊そのものとして、素性も知らず名前も分からないまま、ミスターを恐れています」

　間違いなくチャンドラセカールは、達たつ也やが戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しであるという確証を握っている。『マテリアル・バースト』のことは知らなくても、戦略核兵器を凌りよう駕がする威力の魔法を使えるということは確定情報として知っている。ここで誤魔化そうと足あ搔がいて、話の腰を折るのは無意味だった。

「この状態で理性を期待するのは難しいでしょう。魔ま法ほう師しとそうでない人々はいったん、互いに距離を置くことが必要です」

「だが、魔ま法ほう師しは数が少ない。魔ま法ほう師しだけでは現代的な社会水準を維持できません」

「実用レベルで魔法を行使できるという意味での魔ま法ほう師しの割合は、成人人口の〇・〇一パーセント。しかし魔法の資質を持つ者はその十倍に上ります。人口の〇・一パーセントという割合は、実数で見た場合、決して少なくありません。前さきの世界大戦で三十億人にまで減少した世界人口は、昨年五十億人を超えました。世界中の魔法資質保有者を組織するのは困難でしょうが、百分の一を集めるだけで五万人に上ります」

「仮にそれだけの魔法資質保有者を国際的に組織することができても、その五万人を一箇所に集めることは不可能です」

「五万人の構成員とそれに見合う経済力があれば、各国の政府を動かす発言力になります。ミスターの恒星炉プラントには、それだけの経済基盤を産み出す力があります」

　チャンドラセカールの目的が、ここで明らかになった。彼女が遥はる々ばる日本にやって来たのは、魔ま法ほう師しの──魔法資質保有者の人権闘争に、達たつ也やの恒星炉プラントを利用したいと目論もくろんだからだった。

　だからといって、達たつ也やは不快感を覚えなかった。彼のＥＳＣＡＰＥＳエスケイプス計画──恒星炉プラントプロジェクトは、魔ま法ほう師しを経済的に不可欠の技術者・生産者とすることで兵器としての役割から解放することを目指している。チャンドラセカールと達たつ也やの構想は本質的に同じものだ。

「より具体的には、国際魔法協会を魔ま法ほう師しの人権組織に作り変えるのですか？」

　方向性を変えた達たつ也やの質問に、チャンドラセカールは頷うなずかなかった。

「国際魔法協会は、魔法を核兵器に対抗する抑止力として用いる為ための組織という性格が強すぎます。魔ま法ほう師しの人権を取り戻す為ためには、新しいＮＧＯを結成する方が良いいでしょう。また魔ま法ほう師し、『マジック・コンストラクター』『マギクラフター』という名称とは別に、より広く、魔法資質保有者を意味する単語が必要になるでしょうね。例えば『シビリアン』に対置して『メイジアン』というのはどうでしょう？」

「メイジアンm a g i a n……ｍａｇｉｃ魔法に人を意味する接尾語ａｎを付けたわけですか」

「マジシャンm a g i c i a nでは、奇術師のイメージがどうしても拭えませんから」

「そうですね。『メイジアン』。良いい名称だと思います」

「わたしも語感が素敵だと思います。ですがそうしますと、今使われている魔ま法ほう師しという名称はどうするべきでしょうか？　単に魔法資質を持つだけの人間と実用レベルの魔法技能を持つ者は、名称の上でもやはり区別すべきだと思いますが」

　深み雪ゆきの問題提起に、達たつ也やとチャンドラセカールが少し考え込む。

「日本語の『魔ま法ほう師し』は『魔法技能師』の短縮形だからそのままでも構わないと思うが……」

「……『マジック・コンストラクター』は『メイジストm a g i s t』と言い換えては如何いかがでしょう。メイジアンのテクノロジストという意味で」

「テクノロジストt e c h n o l o g i s t……体系的な知識に基づいて仕事をする専門職業人のこと、でしたか」

「それですと、『魔法を組み立てる者m a g i c　c o n s t r u c t o r』よりも『魔法技能師』の意味に近いですね。わたしたち日本人魔ま法ほう師しには馴な染じみやすい言葉です」

　三人が笑顔で頷うなずき合う。彼らの脳裏には、この時、同じ未来像が描き出されていた。

　その笑みが自然に消えた後、チャンドラセカールが居住まいを正した。

「今日明日のことではありませんが、数年以内に、私はメイジアンの国際結社を立ち上げる準備を調ととのえます。メイジアン結社設立に当たっては、ミスターのご協力を是非とも頂戴したい」

「状況が許せば、博士の結社に参加させてください」

「ではその際に改めて、お願いに参ります」

　チャンドラセカールが達たつ也やに手を差し出す。

　達たつ也やは最初の挨あい拶さつの時より、少し深くその手を握った。
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　チャンドラセカールたちが応接室から去った後も、リーナがいつまで待っても合流しなかったので、達たつ也やたちの方からもう一度旧所長室へ戻ることにした。

「あっ、ミユキ。お話はもう終わったの？」

「リーナ……。貴女あなた、一体何をしているの？」

　リーナの前には、スイーツが所狭しと並べられていた。それを向かい側から、真ま夜やが微笑ほほえましげに見守っている。

「えっ？　試食だけど」

[image: ]

「深み雪ゆきさんたちも知っているとおり、この島は娯楽に乏しいでしょう？　でも、もう監獄ではなくなったのだから、これからはそちら方面も充実させていかなければと思って。手始めとして御お菓か子し職人の皆さんに来てもらったのよ」

「…………」

「食の楽しみは士気を維持する為ためにも重要だと思います」

　咄とつ嗟さに言葉が出てこない深み雪ゆきに代わり、達たつ也やが当あたり障さわりのない応えを返す。

　真ま夜やは「そうでしょう」と言わんばかりの表情で頷うなずいて、ソファから立ち上がった。

「深み雪ゆきさんも如何いかが？」

　真ま夜やが深み雪ゆきを手招きする。「ここに座れ」という意味だろう。

　戸惑う深み雪ゆきが、達たつ也やの顔を見上げる。

　達たつ也やが小さく頷うなずくのを見て、深み雪ゆきは真ま夜やがそれまで座っていた席に移動した。

　一方真ま夜やは、部屋の奥に置かれたデスクの向こう側、一ひと際きわ立派な革張りの椅子に座った。

　高い背もたれに身体からだを預け、ゆったりとした姿勢で真ま夜やが達たつ也やに目を向ける。

　その視線に応じて、達たつ也やがデスクの前に立つ。

「チャンドラセカール博士のお話はどうでした？」

「興味深いものでした。叔母上は内容をご存じなのですか？」

「もちろん前まえ以もつて、聞かせていただきましたよ」

　つまり、チャンドラセカールのプランに達たつ也やが協力することについて、真ま夜やは了解済みだということだ。

　この場で、もっとはっきり言げん質ちを取っておくこともできるだろう。だが達たつ也やは、敢あえてそれを求めなかった。命令という形で将来の行動を縛られたくなかったからだ。

「了解しました」

　達たつ也やはただ、それだけを付け加えた。

　真ま夜やは鷹おう揚ように頷うなずき、葉は山やまに椅子を用意するよう命じた。

　達たつ也やは自分で、と遠慮しかけたが、彼が身体からだを動かす必要は無かった。オフィスチェアが自力走行でデスクの前にゆっくりと移動してくる。真ま夜やが現在座っている物程ではないが、これも革張りの豪華な肘掛け付きハイバックチェアだ。

　達たつ也やは真ま夜やに勧められて、停止した椅子に腰を下ろした。

「達たつ也やさん、一昨日のことだけど。藤ふじ林ばやし長なが正まさを新しい魔法で退けたそうですね」

　達たつ也やが腰を落ち着けるや否いなや、真ま夜やは興きよう味み津しん々しんの表情で彼にそう問い掛けた。

「藤ふじ林ばやし長なが正まさの魔法を破る為ために、新魔法を使いました」

「どんな魔法なのかしら？」

　達たつ也やが口にした些さ細さいな修正は、真ま夜やの耳に入っていないようだ。彼女の意識は全て、達たつ也やの新魔法に向いていた。

「霊子プシオン情じよう報ほう体たいがこの世界に存在し、この世界の事象に影響を及ぼす為ためには、アクセス媒体となる想子サイオン情じよう報ほう体たいが必要です。この世に存在する為ための足場、あるいは存在の支持基盤と言い換えても良いでしょう」

　正面からだけでなく、側面からも、背後からも、視線が向けられているのを達たつ也やは感じた。真ま夜やに加えて深み雪ゆきも、リーナも、葉は山やまも兵ひよう庫ごも、達たつ也やの話に耳を傾けているようだ。

「それを達たつ也やさんは確認したの？」

「間接的にではありますが、観測しました。その結果に基づく『アストラル・ディスパージョン』が所期の効果を発揮しましたので、間違いないと断定できるのではないでしょうか」

「新魔法は『アストラル・ディスパージョン』と言うのね……。続けて頂戴」

「事象が変化すれば、その情報が残る。精神もまた、この原則の例外ではありませんでした。精神が引き起こす現象でも、この世界に影響するものであれば情報次元に記録が残ります」

「……純粋な思考や情動はこの世界に直接影響するものではないから情報次元に痕跡を残さないけれど、精神体の投影や他者の精神への干渉は世界に記録される、ということかしら」

「少なくとも系統外魔法として知られる事象、系統外魔法で再現可能な事象は、確実にその履歴を残します」

「……続けて」

「我々魔ま法ほう師しは事象の記録である想子サイオン情じよう報ほう体たい・エイドスを読み取ることで、本体である事象そのものを認識します。これは自分のような『精霊の眼エレメンタル・サイト』を持たなくても、魔法を行使する際は程度の差こそあれ、全ての魔ま法ほう師しが行っていることです」

「そうね……。その『程度の差』が、実務上はとてつもなく大きな差となって結果に反映するのだけれど。でも、エイドスから事象本体を認識できるというのは、達たつ也やさんの言うとおり」

　達たつ也やは軽く一礼して、説明を続ける。

「東とう亜あ大たい陸りく流りゆう古こ式しき魔ま法ほう『蹟せき兵へい八はち陣じん』は、死体を魔法的な容器に加工し、一般的に『亡霊』と呼ばれる霊子プシオン情じよう報ほう体たいをそこに封じ込めて、『亡霊』の持つ事象干渉力を利用することで『鬼き門もん遁とん甲こう』を維持する固定陣地型魔法でした」

「亡霊に事象干渉力が？」

「事象干渉力の正体は霊子プシオン波はです。自分はそれを、高たか尾お山さん上空で敵幽体と交戦中に観測しました。『亡霊』は霊子プシオン情じよう報ほう体たいですから、それ自身を少しずつ削り取って燃料とすることで事象干渉力を生み出せます」

　彼の話はリーナも聞いている。達たつ也やは「敵幽体」と言うだけで、アークトゥルスの名を口にしなかった。

「興味深いわ」

　真ま夜やは達たつ也やの新発見に興味を寄せるだけで、敵の正体には関心を見せなかった。

「達たつ也やさんはこの数日間で、魔法と精神に関する貴重な発見を積み重ねてきたようね」

「恐縮です」

　達たつ也やは先程より少し丁寧な会え釈しやくを真ま夜やに向けた。

「藤ふじ林ばやし長なが正まさはその『亡霊』を器から解放し、自分に対する攻撃手段に用いました。自分はその系統外魔法による事象改変の情報から『亡霊』の支持基盤となっている想子サイオン情じよう報ほう体たいを見つけ出し、その構造を読み取り、分解することで『亡霊』──霊子プシオン情じよう報ほう体たいをこの世界に存在できなくしました。これがアストラル・ディスパージョンです」

「つまり……、精神体をこの世界から切り離す魔法ということかしら？」

「はい」

「精神体そのものを滅ぼすのではなく、精神体がこの世界に干渉し、存在する基盤を破壊する魔法？」

「そうです」

「奥様。この世界に存在できなくなるということは、この世界の側がわから見れば死んでしまったのと同じです」

　ここで葉は山やまが口を挿はさむ。

「この世界から切り離された精神体が自由に戻って来られるのであれば、この世は亡霊であふれているでしょう。達たつ也や様の新魔法は、精神体を殺害する魔法と申しまして、差し支えないと存じます」

「亡霊を殺せる。確かに画期的なことだわ……。達たつ也やさん。急ぎませんので、新魔法を詳細なレポートにして提出してもらえないかしら。貴方あなたの発見と発明は、四よつ葉ば家けの大きな財産になるでしょう」

　四よつ葉ば家けは戦せん闘とう魔ま法ほう師しの一族であると同時に、魔法研究者の一族でもある。魔法の可能性を探究し、追窮すること。その果てに「精神とは何か」を解き明かすこと。それは他の十じゆつ師し族ぞくには知られていない、一族が目指す到達点ゴールだ。

「かしこまりました」

　達たつ也やの目的は別にあるが、彼もまた一人の魔法研究者である。自分の魔法を論文として残すことに、否いなやはなかった。
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　午前十一時。風かざ間まと彼の部下、解放予定のオーストラリア魔ま法ほう師しを乗せた輸送機は、予定の時刻に硫い黄おう島とうへ着陸した。

　虜囚引き渡しの相手は、既に到着していた。

「オーストラリアの艦船ではない？　あれは……ロイヤルネイビーの空母『ジブラルタル』か？」

　訝いぶかしげな風かざ間まの呟つぶやきは、独り言ではない。

「イギリス海軍の『ジブラルタル』で間違いないようです」

　九く島どう烈れつの葬儀に出席する為ため、連れてくることができなかった副官の藤ふじ林ばやし中尉の代わりに従卒として連れてきた楯たて岡おか曹長が風かざ間まの、声量を絞った問いに答える。

　イギリスは現在のところ、日本の友好国だ。ロイヤルネイビーの艦船が日本に寄港していること自体に問題は無い。

「本部に通信。囚人解放の相手はロイヤルネイビーで間違いないか、問い合わせろ」

　しかし、工作員として捕らえた魔ま法ほう師しを引き渡す相手としては、話が別だ。護送してきた工作員の国籍はオーストラリア。イギリスが引き取りに来るとは、少なくとも風かざ間まは聞いていない。

　第一〇一旅団本部からの答えは、すぐに返ってきた。

「旅団本部から回答。問題無く、引き渡すべしとのことです」

「オーストラリアがイギリスに引き取りの代行を依頼したのか……？」

　今度の呟つぶやきは、正真正銘の独り言だ。風かざ間まは心の裡うちを思わず零こぼしてしまう程、激しく戸惑っていた。

　諸国連邦（イギリス連邦）は構成国を大きく減らしてはいるが、形式上存続している。オーストラリアは今でも諸国連邦の一国であり、イギリスとオーストラリアは親密な同盟関係にある。かなり有力な一説によれば、オーストラリア軍の魔ま法ほう師し部隊はイギリスのノウハウによって育成・組織されていると言われている。

　しかしそれが事実だとしても、オーストラリア軍の工作員をイギリス海軍が引き取りに来るのは、普通では考えられない。諸国連邦に所属し同盟国関係にあるといっても、オーストラリアは独立国。それにイギリスよりもオーストラリアの方が、圧倒的に日本に近いのだ。オーストラリアがイギリスに、虜囚となった工作員の受け取りを依頼しなければならない理由は思い当たらない。

（オーストラリアのニーズではないとすれば……イギリス側の事情か）

　薄々感じていたことだが、どうやら本当に受け渡さなければならないのは工作員より預かってきた書状らしい。風かざ間まは内ポケットにしまった封筒を意識しながら、そう考えた。




　囚人解放のイギリス側代表と顔を合わせて、風かざ間まの当惑はますます激しいものになった。佐さ伯えきの命令は、誤解の余地がないものだ。彼女の手紙を、囚人引き渡しの相手側責任者に渡す。それでも本当に、おそらくは軍事上の重要事項が記された書簡をこの相手に渡して良いのかという迷いが脳裏から消えなかった。

　イギリスの代表は彼かの国の国家公認戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師し、ウィリアム・マクロードだった。

（何故なぜ『十三使徒』がここに……？）

　風かざ間までなくても、そう思っただろう。確かに、全くあり得ない展開ではなかった。今日解放する囚人の一人、ジャスミン・ウィリアムズは、戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうと呼べる規模には達していないが『オゾンサークル』の遣い手だ。この魔法を開発したのは他ならぬウィリアム・マクロード。

　またジャスミンは遺伝子設計で作り出された調ちよう整せい体たい魔ま法ほう師しであることが、訊じん問もんと精密検査で分かっている。この調整技術を提供したのは、高い確率でイギリスだ。オーストラリアの科学技術は決して遅れてはいないが、第三次世界大戦当時、防衛政策として事実上の鎖国を選択したことで軍事技術としての魔法関連技術が育たなかった経緯がある。

　だから、ウィリアム・マクロードとジャスミン・ウィリアムズには浅くないつながりがあると、この場に来る前から推測されていた。しかしそれでも『十三使徒』のような大物が、最低限の護衛しか伴わず他国の軍事基地に赴くなど、信じ難がたいことだ。

　確かにマクロードは、空母を連れてきている。正確には、空母に乗ってきた。だが航空母艦はその名のとおり、航空機の移動基地としてこそ意味がある。港に停泊している空母に戦力としての価値は無い。艦自体に攻撃力は無く、搭載機は発艦の瞬間を狙い撃たれてジ・エンドだ。

　またマクロードは自身も戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しとして一大戦力だが、彼の魔法は『オゾンサークル』。一定領域内の酸素をオゾンガスに変換するものだ。この状況でオゾンサークルを使えば、自分も味方も巻き込んでしまう。

　佐さ伯えきの書状には、「万が一の時には戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しを失ってもいい」とイギリスが覚悟を決める程の価値があるのだろうか……？　風かざ間まは封を破って中を盗み読みしたいという衝動を堪こらえながら、囚人引き渡し完了後、マクロードに佐さ伯えきから預かった封筒を渡した。

　マクロードは気負った風も無く、その場で封を切り──破って、ではなく、ペーパーナイフを従卒に使わせて開封した──、立ったまま便箋に目を通す。

　読み終えたマクロードは「承知しました」と告げながら、風かざ間まに封筒と便箋を渡した。

「……小官が読んでもよろしいのですか？」

「どうぞ。その方が、誤解が無いと思います」

　風かざ間まは部下に離れるよう告げた。それに応じて、マクロードは護衛と従卒に退室するよう命じる。風かざ間まはその対応に驚きながら、改めて部下に退室を命令。二人きりになった室内でマクロードにソファを勧め、自分も腰を下ろして便箋を広げた。

　佐さ伯えきの肉筆と分かる英文は、それ程長くはなかった。

　風かざ間まが読み終えるのを見計らって、マクロードが口を開く。

「新ソ連の日本海南下は、私にとっても予想外の軍事行動でした」

　最初のフレーズは、一見、書状の内容と無関係なものだった。

「私がディオーネー計画に協力したのは、戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうマテリアル・バーストが連合王国に向けられるのを防ぐ為ためです。それ以上のことは望んでいません。前途ある若者の自由と将来を奪うのは、私の本意ではありませんでした」

　マクロードの言う「前途ある若者」が達たつ也やを指しているのは、文脈から明らかだ。

「また彼の恒星炉プラントプロジェクトは、極めて有意義なものだと私は評価しています。その邪魔をするのは文明社会にとって小さくない機会損失が予想されますが、それ以上に、私たち魔ま法ほう師しにとって大きなマイナスとなるでしょう」

　マクロードの思い掛けない高評価に、風かざ間まは相あい槌づちさえも、適切な言葉を思い付かない。

「恒星炉プラントに関する評価は、私個人の感想に過ぎません。しかし新ソ連艦隊の南下は、そうではない。ディオーネー計画では共謀関係にあった私とベゾブラゾフ博士ですが、日本への軍事侵攻は、たとえ見せ掛けだけのものだったとしても許容できません」

「……それは、連合王国としてですか？」

「ええ。王国としてであり、連邦としてでもあります」

　風かざ間まの問い掛けにマクロードは、背後に王室の意向があることを暗に認めた。

「先程も申しましたが、マテリアル・バーストが連合王国に向けられることはないという保証さえいただければ、私たちが敵対する理由はありません」

　風かざ間まは、今読んだばかりの書状に書かれていた提案を思い出した。

　佐さ伯えきがマクロードに申し出たのは『戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師し管理条約』の実現に向けて手を結ぶこと。

　彼女が作成した条約案概要は、存在が明らかになっている戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しを国際魔法協会に登録し、所属国家が管理することを義務づけるという内容だ。

　管理を義務付けるとは、その行動に責任を取るということと同義。だがいったん使用された戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう、特にマテリアル・バーストが引き起こす結果に、責任など取りようがない。だとすれば、戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しを自由に魔法を使えない状態で拘束するということになるだろう。

　この条約が佐さ伯えきの意図どおりに締結され発効しても、マクロードやベゾブラゾフ、ＵＳＮＡの国家公認戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しエリオット・ミラー、ローラン・バルトや新ソ連のレオニード・コンドラチェンコのような、現時点でも政権と利害を共にしている、あるいは国家の重鎮、政府の代理人である魔ま法ほう師しにとっては、何の変化もないだろう。だが政権と距離を置いているドイツのカーラ・シュミットのような魔ま法ほう師しにとっては、自由を大幅に制限される結果となるのが避けられない。

（……いや、分かっている。真の標的は達たつ也やだ）

　自分の上官が狙う本丸は、達たつ也やを四よつ葉ば家けから奪い取り己の手駒にすることだと、風かざ間まにはすぐに理解できた。彼でなくてもきっと、この結論に苦労せずたどり着く。

（閣下は達たつ也やを四よつ葉ば家けから引き離しただけでは満足しないだろう。達たつ也やの自由を徹底的に奪うつもりに違いない）

　佐さ伯えきは冷徹な軍人だ。彼女にとっては、国益が何よりも優先される。

（個人としての権利を尊重するには、あの魔法は威力が大きすぎる）

　風かざ間まも軍人としての論理だけに基づけば、そう考えてしまう。心の底から湧き出す苦い嫌けん悪お感かんと共に、彼はそれを認めずにいられなかった。その様な考えを懐いだいてしまう自分に、風かざ間まは深刻な自じ己こ嫌けん悪おを覚えた。

「少々時間をいただくことになると思いますが、条約案協議の為ための国際会議開催については、できる限りのことをさせていただきます」

　手紙の中で佐さ伯えきがマクロードに求めたのは、彼が、そしてイギリスが持つ国際的な影響力の行使だった。

「佐さ伯えき閣下には、そのようにお伝えください」

「承知しました、閣下」

　協力を約束するマクロードに対して、風かざ間まは立場上、感謝の印しるしに頭を下げることしかできなかった。
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　午後一時五十五分。日本魔法界の長老・九く島どう烈れつの葬儀は奈な良ら市しの大型ホールで五分後に開式予定だ。既に準備は調い、喪主、遺族は全員着席済み。会葬者席もほとんど埋まっている。

　会場の入り口がざわめく。予定より早く僧侶が入場したのかと勘違いした人々が振り返り、そのままの姿勢で固まった。

　入ってきたのは三人の男女。ほぼギリギリの駆け込みだが、ざわめきはそれを非難する声ではない。意味をなさない、感嘆のため息ばかりがあちこちから漏れている。

　二人の女性と一人の男性。女性は二人とも、美しかった。年上の婦人は、せいぜい三十歳そこそこに思われた。一目でその素性に気付いた者は彼女の実年齢も知っていたが、それより十五歳以上若く見える。彼女は瑞みず々みずしく、艶なまめかしく、華やかだった。

　若い方の女性は見た目も実年齢も十代後半。まだ少女と呼べる年頃だが、大人の色香も漂い始めている。人々は少女の美しさを形容する言葉を己の内に探した。しかし、どうしてもしっくりこない。優雅、清せい楚そ、華麗、幽艶。どれも彼ら自身を納得させられるものではなかった。少女はただ、美しいとしか表現できなかった。

　二人の背後に付き従う青年、あるいは少年は、婦人と少女に比べれば平凡な外見だった。少なくとも人目を惹ひく華は無い。それなのに、婦人の艶と少女の美に、存在がかき消されていない。そして、それを不自然だと人々に思わせなかった。

　三人が席に着く。そこでようやく、彼らの目を釘くぎ付づけにしていた呪縛が解けた。嘆声が、囁ささやき合う声に変わる。

「……あの美しい少女は一体何者だ？　本当に、生身の人間なのか……？」

「……知らないのか？　彼女は第一高校の司し波ば深み雪ゆき嬢だよ」

「……男の方は司し波ば達たつ也やだな。間違いない」

「……あのトーラス・シルバーか？」

「……おい。あのご婦人は、四よつ葉ば家けの女主人じゃないか……？」

「なにっ？　……確かにそうだ。四よつ葉ば真ま夜や殿ご本人だ」

「こんなに人が大勢集まっている場所に顔を出すなんて……。一体、何年ぶりだ？」

　人々の噂うわさ話ばなしは、司会者が導師の入場を告げるまで続いた。




　葬儀は導師が退場し、司会者が閉会を告げるまで四時間を要した。焼香に来た会葬者がそれだけ多かったのだ。既に死亡日から二週間が経たっているので、葬儀の流れは通常と異なっている。出棺には直系親族のみが同行し、葬儀後の会食は真ま言ことの妻の実家である富ふ士じ林ばやし家けが取り仕切っている。なお響きよう子この実家の藤ふじ林ばやし家けと真ま言ことの妻の実家の富ふ士じ林ばやし家けは家系図上の遠い親戚だが、少なくとも前世紀以降の記録をたどる限り姻戚関係は無い。

　むしろ富ふ士じ林ばやし家けは今日の葬儀を見る限り、藤ふじ林ばやし家けに隔かく心しんがあるようだった。藤ふじ林ばやし家けの者が手伝いを申し出ても、丁重に断りを返す。もしかしたら光み宣のるの誕生に関する明かされてはならない事情──光み宣のるの遺伝子上の母親は藤ふじ林ばやし家けに嫁いだ真ま言ことの妹──が、両家の関係に影響しているのかもしれない。

　それでも、一昨日のことがなければ受付のアシストくらいはさせてもらえたかもしれない。

　藤ふじ林ばやし家けには、この場で何の役目も与えられていなかった。藤ふじ林ばやし家けの当主である藤ふじ林ばやし長なが正まさが九く島どう烈れつを殺した光み宣のるの逃亡を助けたことで、今日、徹底的に疎外されることになった。

　藤ふじ林ばやし響きよう子こ中尉は、葬儀が終わって途方に暮れたように会食会場の隅で立ち尽くしていた。

　何も仕事が無い。

　何もさせてもらえない。

　それが予想以上に、心に痛い。

　この苦しみは、謝罪すらさせてもらえなかった昨日も感じたものだ。

　──響きよう子こはそう思っていた。

「……それにしても、間に合って本当に良かったわ」

「そうですね。わたしも少し不安でした」

「あんなに話し込む予定ではなかったのだけど。達たつ也やさんのお話が面白すぎた所為せいね」

「……申し訳ありません」

　そんな心理状態だったからかもしれない。

　会食会場を後にしようとしている叔母と甥おい、姪めいの会話に、

「あのっ！」

　響きよう子こは思わず割り込んでしまった。

「あら？　藤ふじ林ばやし家けのお嬢さんですよね？」

　響きよう子この不ぶ躾しつけな声に、四よつ葉ば真ま夜やが笑顔で応える。

「はい、藤ふじ林ばやし響きよう子こです。本日は祖父の為ために、遠い所をありがとうございました」

「私は先生の教えを受けた身ですもの。たとえ地球の裏側にいてもお見送りには参りますわ」

「祖父も喜んでいると思います」

　響きよう子こは決まり文句を返した後、

「……少し、お時間をいただけませんか？」

　躊躇ためらいを押し切って、真ま夜やにそう訊たずねた。

「良いいですよ」

　響きよう子こが微かすかな驚きの表情を浮かべたのは、真ま夜やの快諾が予想外だった為ためだろう。

「場所を変えましょう。貴女あなたも、こんなことで注目されるのは嫌でしょう？」

「……はい」

　この場には軍の関係者も、魔法協会の関係者もいる。四よつ葉ば家けだけでなく、一いち条じよう家け、二ふたつ木ぎ家け、七さえ草ぐさ家けの当主も来ている。他の十じゆつ師し族ぞくも当主の名代を派遣してきているし、師し補ほ十じゆう八はつ家けも当主か代理人がこの場に集っている。響きよう子こがしようとしている話も、真夜がしようとしている話も、他人に聞かれるのは好ましくなかった。

「葉は山やまさん」

「はい、奥様」

　何時いつの間まにか真ま夜やの背後に立っていた葉は山やまが恭うやうやしく応える。

　響きよう子この顔に動揺が過よぎる。彼女は葉は山やまが何い時つ何ど処こから近づいてきたのか、認識できていなかった。

「こちらのお嬢さんとゆっくりお話ししたいのだけど、何処どこかに個室を用意できないかしら」

「車を呼んでございますので、まずはそちらへご案内致します」

「そうね。藤ふじ林ばやしさんも、よろしいかしら」

「……はい、構いません」

　響きよう子こは一瞬躊躇ためらいを見せたが、ここに残っていてもどうせすることはない。そう思い直して真ま夜やの誘いに頷うなずいた。

「達たつ也やさんと深み雪ゆきさんは、東とう京きように戻って良いですよ」

「かしこまりました」

　真ま夜やの言葉に、達たつ也やが承諾の返事を返す。

　真ま夜やは「良いいですよ」と許可を与える言い方をしているが、実質は命令だ。真ま夜やには、響きよう子ことの話し合いに達たつ也やと深み雪ゆきを同席させるつもりがないのだ。兄妹きようだいは、それを誤解しなかった。

「達たつ也や様、深み雪ゆき様」

　今度は何時いつの間まにか達たつ也やの斜め後ろに控えていた兵ひよう庫ごが、達たつ也やと深み雪ゆきに話し掛ける。

「離陸準備は整っております」

　巳み焼やき島しまでゆっくりしすぎた達たつ也やたちは、小型ＶＴＯＬ二機に分乗して葬儀会場に駆けつけたのである。その内の一機は兵ひよう庫ごが操縦して調ちよう布ふのマンションから乗ってきた物だ。真ま夜やの帰りの足は別にもう一機あるから、達たつ也やとしても深み雪ゆきとしても遠慮する必要は無い。

「分かりました」

　達たつ也やは兵ひよう庫ごにそう応えた後、

「母上。いったん、ここで失礼します」

　周りの耳を意識した挨あい拶さつを真ま夜やに向ける。

「叔母様、失礼致します」

「ええ、気をつけて」

　真ま夜やはこの言葉で二人を帰らせた。




　車を呼んである、という葉は山やまのセリフは、慣用句的な「ハイヤーを手配した」という意味ではない。言葉のとおり「自走車を持って来させた」という意味だった。真ま夜やが九く島どう烈れつの葬儀に出席することは、以前から予定されていた。当主が移動手段を必要とする事態に備えて十分な性能の自走車を用意しておくのは、四よつ葉ば家けにとっては当たり前のことだった。

　葉は山やまが助手席に乗り、護衛兼運転手が運転レバーを握る。後ろから護衛四人を乗せた車がついてくる徹底ぶりだ。

　個室は葉は山やまが手配するのではなく、響きよう子こが藤ふじ林ばやし家け行き付けの小さなレストランに案内した。真ま夜やは特に警戒している様子を見せずに、テーブル席に腰掛ける。葉は山やまが真ま夜やの背後に立ち、護衛が部屋の四隅を固める。緊張を隠せないのは響きよう子この方だった。

　とはいえ立ったままでは話もできないし、第一、自分から声を掛けたのに警戒して座らないというのは失礼だ。響きよう子こは四よつ葉ば家けの戦闘員に背中を曝さらす態勢に内心でビクビクしながら真ま夜やの向かい側に腰を下ろした。

　そして、息を整え、真ま夜やに深く頭を下げる。

「まずは、謝罪させてください。一いつ昨さく日じつは父が大変申し訳ないことを致しました」

　そのままの姿勢で、響きよう子こは固まった。

「藤ふじ林ばやし長なが正まさ殿が、九く島どう光み宣のるの逃走を支援した件かしら？」

「父が桜さくら井い水み波なみさんの誘拐を手助けした件です」

　顔を伏せたまま、響きよう子こが真ま夜やの質問に答える。

「そのことでしたら、貴女あなたが謝る必要はありませんよ。長なが正まさ殿にはあの方なりの理由があったのでしょうから。その結果、お父様は重い傷を負って入院中です。お父様はご自身で、既に十分な罰を受けられていると思いますよ」

「ですが……」

　それは敗者が甘受すべき痛みであって、罪人が負うべき咎とがではないのではないか。響きよう子こはそう言おうとしたのだが、

「それに家うちの水み波なみが連れ去られてしまったのは、貴女あなたのお父様の所為せいではありませんから」

「えっ？」

　思い掛けない真ま夜やの言葉に、響きよう子こが心の中で組み立てていたセリフは霧散し、彼女は思わず顔を上げた。

　真ま夜やは口惜くやしそうに顔を顰しかめていた。

　四よつ葉ば家けの当主がこんな顔を見せるとはまるで予想していなかった響きよう子こは、謝罪を忘れて思わず「それは、どういう……？」と訊たずねていた。

　完全な質問文にさえならなかった響きよう子この問い掛けに、真ま夜やは答えなかった。

「お父様が達たつ也やの邪魔をしなくても、一昨日おとといの追跡は失敗していました。ですからもう、貴女あなたが気に病む必要はありませんよ」

　真ま夜やは瞬まばたきの間に笑顔を取り戻し、響きよう子こを優しく慰めた。

　八や雲くもの介入は、軍にも警察にも観測されていない。街中に張り巡らされたセンサーにも、偵察衛星にも、成層圏プラットフォームの監視装置にも、八や雲くもと達たつ也やの戦いは記録されなかった。

　自分だけでなく戦っている相手の姿と痕跡まで隠してしまう八や雲くもの技量は、響きよう子この想像を大きく超えている。その為ため、自分の父親以外の邪魔が入ったことすら、響きよう子こは認識も推測もしていなかった。

　故に、響きよう子こには真ま夜やの言っている意味が理解できない。だが被害者の側の真ま夜やが「責任無し」と言っているのに、響きよう子こが「自分の父親の所為せいだ」と主張し続けるのもおかしなことだ。

「……お気遣い、ありがとうございます」

　響きよう子こはそういう言い方で、真ま夜やの言葉を受うけ容いれた。




　謝罪が終われば、響きよう子この方に真ま夜やを引き止めておく理由は無い。彼女はガラスのティーカップに残った冷たい紅茶を一口飲んで、席を立とうとした。無論、会計札も忘れていない。

　だが響きよう子こが「ごゆっくり」と口にする前に、真ま夜やがウェイターを呼んで追加の紅茶と軽いお茶菓子を注文した。

「藤ふじ林ばやし響きよう子こさん」

　改まった口調で名前を呼ばれて、響きよう子こは席を立てなくなる。

「はい」

　彼女は足から力を抜いて、改めて椅子に体重を預けた。

「私は、惜しいと思っています」

　真ま夜やはゆったりとした姿勢から低めの声で響きよう子こにそう告げる。

　惜しいというのは、自分のことだ。真ま夜やの声音から、響きよう子こはそう理解した。

「何がでしょうか」

　しかし口に出した応えは、その意味を問うものだった。

「藤ふじ林ばやしさん。軍を辞めて、うちに来ませんか？」

　真ま夜やは回答ではなく、勧誘を返す。

「……それは、四よつ葉ばの魔ま法ほう師しになれという意味ですか？」

　響きよう子こが硬い口調で、そう問い返した。

「強制するつもりはありませんよ。私たちは、国防軍との敵対を望みませんから」

　真ま夜やが笑みを浮かべる。

　それは響きよう子こが思わず引き込まれそうになる程、蠱こ惑わく的てきなものだった。

「軍を辞めるのも、喧けん嘩か別わかれして欲しいと言っているのではありません。円満に退役して、当家が所有する会社のどれか、例えばＦＬＴに就職していただけないかしらという意味です」

　確かに、真ま夜やの言い分は響きよう子こが最初に思ったよりも穏健なものだった。

　響きよう子この緊張が、少し弛ゆるむ。

　その弛ゆるんだ心の隙間から、真ま夜やの声が忍び込む。

「民間の魔ま法ほう師しに転身することは、国家に対する叛はん逆ぎやくでも政府に対する裏切りでもありませんよ。むしろ立場に拘こだわらず、自分の力を発揮できる環境でその能力をフルに活用する方が、社会に貢献できるのではないでしょうか」

「私は……能力を発揮できていませんか？」

「藤ふじ林ばやしさんの魔法と知性は、もっと広い分野で活いかすべきだと思いますよ。そうね……例えば、貴女あなたは考えたことがある？　何故なぜ、電子情報ネットワークに魔法で干渉できるのか」

「……電気信号も電子の波と流れという物理現象ですから、放出系魔法で干渉できてもおかしくないのではありませんか？」

「それは電流・電圧と電磁波に干渉するということでしょう？　何故なぜ単なる電子の運動を、意味のある情報として魔法で認識できるのかしら？」

「それは……」

「頭の中で、電子の運動を機械言語に、機械言語を人の言語に翻訳しているのかしら？　魔法を使いながら？」

「……それは難しい、と思います」

「でも貴女あなたは、魔法で電子情報ネットワークに干渉できる。あのエシェロンⅢをも凌りよう駕がする速度と正確性で、必要な情報を掘り出すことができる。ハッキング用のスーパーコンピューターを使わずに、家庭用の情報端末と魔法の組み合わせで。何故なぜかしら？」

　真ま夜やの問い掛けに、藤ふじ林ばやしは答えられない。彼女にとって電子情報ネットワークを思いのままに操れるのは当たり前で、何故なぜそんなことができるのかと疑問を覚えたことも無かった。

「惜しい、と思うわ。貴女あなたの能力を軍事情報の収集と操作だけに使うのは。貴女あなたには魔法の世界を、可能性を広げる才能があるのに」

　真ま夜やの言葉は、響きよう子こを激しく揺さぶった。元々彼女は、魔法研究者の道を志していた。響きよう子こが軍人になったのは、婚約者の死が切っ掛けだ。軍人だった響きよう子この婚約者は、最初の配属地である沖おき縄なわで戦死した。彼女が軍人になることを決めたのは、その直後だった。

　そこにどのような心理が働いたのか、今となっては響きよう子こ自身にも分からない。

　真ま夜やの言葉で、響きよう子こは気付いてしまった。

　軍人を続ける動機が、自分には乏しいことに。

「私なら貴女あなたに、自由に魔法を使わせてあげられる」

「…………」

「もちろん、返事は今すぐでなくても構わないのよ」

「……少し、考えさせてください」

「ええ。そうしてくださると嬉うれしいわ。藤ふじ林ばやしさん、お茶のお代わりは？」

「いえ。すみません、今夜はこれで、失礼させてください」

「そう？　では、良いいお返事を期待していますね」

　最後まで、響きよう子この口から真ま夜やの誘いを拒絶する言葉は出てこなかった。
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　響きよう子こが帰ってすぐに、真ま夜やもレストランを後にした。元々響きよう子こと話をする為ためだけに入った店だ。彼女が帰れば、もう用は無い。真ま夜やの一行は二台の自走車に分乗して、ＶＴＯＬを駐めてある飛行場に向かった。

「奥様。藤ふじ林ばやし様をスカウトする予定は無かったかと存じますが」

　動き出した自走車の中で、葉は山やまが真ま夜やに訊たずねる。このセリフは単なる質問ではなく、予定外の言動を諫いさめるものでもあった。

「せっかくの機会でしたから」

　真ま夜やは諫かん言げんであることを理解しながら、悪びれなかった。

「恐れながら、本気で勧誘されたのですか？」

　葉は山やまはやや意外そうに、問いを重ねる。

「もちろん、本気です」

　前を向いている葉は山やまからは見えないが、答える真ま夜やの顔は大真面目だ。ただ彼女の声音から、人の悪い思惑が滲にじみ出でているのを葉は山やまは聞き取った。

「藤ふじ林ばやし中尉の情報収集・操作力は敵に回すと厄介ですからね。特に最近は、佐さ伯えき閣下が色々とお忙しそうにしているから特に」

「先程のお話ですと、あの方には『情報ネットワーク』の研究を期待されていたのではございませんか？」

「ええ、そちらも期待しています。森羅万象の情報である個々のエイドスと、そのプラットフォームであるイデア……。イデアの中でエイドス同士を結び付けている情報ネットワークの解明は、魔法の本質を理解する為ための重要な鍵となるはずですから」

「然さ様ようでございますな」

「難しいテーマですもの。本格的に取り組んでもらえれば、他のことをしている余裕は無くなるでしょう？」

「そちらはあくまでも、副産物であると」

「そうですよ」

　真ま夜やの話で主産物と副産物が入れ替わっているのは、葉は山やまでなくても簡単に分かっただろう。真ま夜や自身も理解しているはずだ。

　だから葉は山やまは、それ以上の追及をしない。主人が意識的に噓うそを吐いているなら、そしてそれが有益な結果をもたらすなら、使用人が口出しすることではなかった。








［３］






　現地時間七月十五日午前六時。

　光み宣のると水み波なみを乗せた輸送艦『コーラル』は、パールアンドハーミーズ環かん礁しようの米軍基地に到着した。




「レイモンド。船を下りられないって、どういうことだい？」

　光み宣のるの口調は、明らかにレイモンドを非難するものだった。

「そう責めないでよ。上陸できないのは僕たちも同じなんだからさ。着いたらいきなり『しばらく船の外に出るな。補給は行う』とか、訳が分からないよ」

　応えるレイモンドの声は、何処どこか弱々しい。彼にとっても予想外の事態であるようだ。

「スピカ中尉は何て言ってるんだ？」

　ゾーイ・スピカ中尉はパラサイトだ。同じパラサイト同士、チャネルを開けば光み宣のるは何時いつでも思念で会話ができる。目の前のレイモンドに、わざわざ訊たずねる必要は無い。

「中尉も分からないってさ。不思議がって、いや、苛いら立だっていたよ」

　そしてレイモンドは、それを指摘しなかった。光み宣のるもレイモンドも、態度や表情から窺うかがい得るより激しく動揺しているようだ。

「中尉がスターズ本部に交渉を依頼している。上手うまく行けば一両日中に、遅くても一週間以内にこの状況は改善されるはずだというのがスピカ中尉の判断だよ」

「一週間？　随分時間が掛かるんだな……。まあ、良いいか。レイモンドはそれを伝えに来てくれたのかい？　僕が暴れ出さないように」

「光み宣のるがそんな馬鹿な真似まねをするとは思っていないよ。僕はね。でも君のことを知らない軍人も大勢いるから……」

「分かっている。誤解されるような真似まねをしないよう、気をつける」

「頼むよ。……不自由させて悪いね」

　レイモンドが廊下からドアを閉める。

　光み宣のるは小さな手振りで閉ざされた扉に鍵を掛けた。ジェスチャー認識ではない。単純な移動魔法で内鍵のレバーを動かしたのだ。

　室内には光み宣のる以外に水み波なみもいた。一言も発言しなかったが、一緒にレイモンドの話を聞いていたのである。

「ゴメン。何だか、変なことになっちゃって」

　不安を隠せない顔をしている水み波なみに、光み宣のるが謝罪を口にしながら頭を下げる。

「いいえ」

　光み宣のるが顔を上げる。水み波なみは小さく、首を左右に振った。

「光み宣のるさまの所為せいではありませんから」

　水み波なみはそう言って、控えめな微笑ほほえみを浮かべる。

　それ以上、何か付け加えれば、光み宣のるを非難する言葉になる。だから水み波なみは、それ以上何も言わなかった。

　光み宣のるは、水み波なみの微笑ほほえみの意味を覚さとって、口惜くやしげに唇を嚙かんだ。
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　七月十六日火曜日、司し波ば家けの朝の食卓。

「水み波なみを乗せた船がパールアンドハーミーズ環かん礁しようの基地に到着した」

　ニュースの音声を背景に、達たつ也やが同席している深み雪ゆきとリーナにそう告げた。

「そうですか……」

　深み雪ゆきは小声でそう応えただけだ。場所も時期も予想されていたとおりだった為ため、驚きが余り無かったのだろう。

「それで、どうするの？」

　だがリーナは心穏やかではいられなかったようだ。やはり、ミッドウェー監獄に囚とらわれているカノープスのことが気になるらしい。

　リーナの口調は達たつ也やに突っ掛かるようなものだった。他の場合であれば、深み雪ゆきが激しくリーナを咎とがめたに違いない。だがリーナが何故なぜそんな心理状態になっているのか、事情を承知している深み雪ゆきは小声で「リーナ」とたしなめるに留とどめた。

　リーナも、自分の態度が八つ当たりに近かったことを自覚していたのだろう。彼女はすぐに「……ごめんなさい」と達たつ也やに謝った。

「気にしていない」

　達たつ也やはリーナの謝罪にこう応えてから、

「北西ハワイ諸島への渡航手段については、叔母上からの連絡待ちだ」

　彼女の問い掛けには、こう答えた。

「それって……」

「助けに行く方針に変更はない。リーナの依頼についても同じだ」

　リーナがフイッと顔を逸そらす。

「……アリガト」

　その一言は、とても小さな声で呟つぶやかれた。
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　翌日、七月十七日の昼休み。

　昼食を終えた食堂で雑談をしていた深み雪ゆきが、「あらっ？」という表情を浮かべて内ポケットから携帯端末を取り出した。

　今世紀前半のメッセージアプリ全盛期のような、一日中時間に関わりなくメッセージが飛び交い中高生がその処理に追い立てられるという景色は、過去のものとなっている。それだけに、意味の無いメッセージが飛び込んでくる可能性は低い。

「深み雪ゆきお姉様？」

　ただ意外感に固まってしまうような報しらせは、やはり少ないだろう。端末の画面を表情の抜け落ちた顔で見詰める深み雪ゆきに、泉いず美みが訝いぶかしげな声を掛けた。

　深み雪ゆきが端末から目を外して泉いず美みを見る。ハッとして、ではなく、シームレスに、深み雪ゆきは自然な表情へと切り替わっていた。

「ごめんなさい。何でもないのよ」

「……ねえ、夏休みの予定は決まった？」

　同席していたエリカが、いきなり話題を変えた。

　彼女の明るい声は、友人、後輩たちに「詮索するな」と命じていた。
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　深み雪ゆきはリーナと一緒に、今日も早めに帰宅した。これは先週の木曜日からずっと変わらない。学校側からも早く下校しろと指示が出ている。ただ今日は「遅くまで残っていてはならない」ではなく、「遅れてはならない」という意識に基づく行動だった。

　昼休みに深み雪ゆきが受け取ったメッセージは「今日は午後六時までに必ず帰宅するように」という、四葉本家からのものだった。そこには今晩、都内のホテルで行われる会食に出席しろという命令と、午後六時半に迎えに行くという予告、リーナも同行させるようにという指示、それに、達たつ也やには連絡済みであるという伝言が含まれていた。

「おかえり」

　マンションで出迎えた達たつ也やは、まだ普段着のままだった。深み雪ゆきはそれを意外には思わなかった。ドレスアップには女性の方が、一般的に時間が掛かるものだ。深雪自分と達也兄もその例外ではない。

　迎えが来る予定時刻まで、もう一時間を切っている。

「すぐに支度して参ります」

　深み雪ゆきは玄関で出迎えた達たつ也やに、そう応えた。

「リーナも急いで」

「チョッと待って！　ワタシ、ドレスなんか用意していないわよ！」

「大丈夫、貸してあげるから。サイズはほとんど変わらないでしょう」

　厳密にはリーナの方が一センチ背が高く、深み雪ゆきの方がほんの少しバストのサイズが大きい。だがそれは、ヒールとパッドでどうにでもなるレベルだ。

「あーっ、もう！　分かったわよ」

　リーナとしては、サイズよりもデザインの方向性が心配だったのだが、そんなことで抵抗しても無駄だということは試してみるまでもない。

　リーナは大人しく、手を引かれるまま深み雪ゆきについて行った。




　深み雪ゆきとリーナがお互いに助け合ってドレスアップを済ませ、深み雪ゆきの部屋から出てきたのは午後六時二十五分のことだった。

「二人とも、良く似合っているな」

　堅苦しくなりすぎないブラックスーツに着替えた達たつ也やが二人を褒める。

「ありがとうございます。わたしのドレスでリーナの『色』に合う物が中々無くて……。少し無難すぎましたでしょうか？」

　深み雪ゆきがはにかみながら、その場で静かにターンする。

「いや、そんなことはない。深み雪ゆきの黒髪にもリーナのブロンドにもマッチする、良いいチョイスだと思う」

　深み雪ゆきとリーナは、リトル・ブラック・ドレスのお揃そろいで決めていた。

　ただ、微妙にデザインが異なる。リーナのスカートの方が少しだけ丈が短く、深み雪ゆきのワンピースの方が少しだけ襟ぐりが広い。

　しかし二人の美貌の前には、この程度の差異など無いも同然だろう。控えめに言っても、絶世の美少女同士だった。

　深み雪ゆきが満面の笑みを浮かべ、リーナが少し赤くなりながら達たつ也やから目を逸そらす。

　玄関の呼び鈴が鳴ったのは、その時だった。

　アナログ式の掛け時計の針は、六時二十九分を指していた。




　達たつ也やたち三人を乗せた兵ひよう庫ごが運転する大型セダンは、都心の中層ビルの地下駐車場に駐まった。達たつ也やも深み雪ゆきもリーナも素顔のままだ。これは「変装の必要無し」という真ま夜やの指示によるものだった。

　確かに、車を降りてもマスコミの気配は一切無い。兵ひよう庫ごの説明によれば、通信機能内蔵の招待状無しでは駐車場のゲートも上がらない仕組みになっているそうだ。部外者の侵入を厳しく制限している会員制クラブが、今晩の会食の舞台だった。

　クロークで兵ひよう庫ごが招待状を渡すと、三みつ揃ぞろいを着た初老の係員が出てきて達たつ也やたちは個室に案内された。一見、外に面した窓があるように錯覚する部屋だが、都心の景色を映しているのは高精細ディスプレイだ。空調も現在動いている物は内部循環式。冷房は天井を外側から冷やす徹底ぶりである。この個室は、建物の外から完全に遮断されていた。

　待つこと五分弱。係員が葉は山やまと、老齢の白人男性、パンツスーツ姿の白人女性を連れてきた。女性は日本人的な特徴も備えていたから、日系白人かもしれない。

　葉は山やまが老人を紹介する前に、リーナが「アッ」と声を上げ掛けた。彼女の表情から推察するに、どうやらＵＳＮＡの有名人らしい。

「達たつ也や様、深み雪ゆき様」

　葉は山やまがいつもとは逆の順序で達たつ也やと深み雪ゆきに呼び掛けた。

「こちらの方は、ＵＳＮＡバージニア州上院議員、ワイアット・カーティス閣下です」

「ワイアット・カーティスです」

　カーティス老人は葉は山やまが達たつ也やと深み雪ゆきを紹介するのを待たず、一歩進み出て達たつ也やに握手を求めた。

「司し波ば達たつ也やです。初めまして」

　達たつ也やは葉は山やまや深み雪ゆきに遠慮せずに、その手を握り返す。

「こちらは私の婚約者の司し波ば深み雪ゆき」

「司し波ば深み雪ゆきです。お目に掛かれて光栄に存じます」

　お辞儀する深み雪ゆきに、カーティス老人も「こちらこそ」と会え釈しやくを返す。挨あい拶さつに流りゆう暢ちような日本語を使っていることといい、どうやら彼はある程度日本の流儀を尊重してくれるつもりのようだ。

「上院議員閣下、アンジェリーナ・クドウ・シールズです。お目に掛かれて光栄です」

「スターズのアンジー・シリウス少佐か。ワイアット・カーティスだ。よろしく頼む」

　ただリーナに対しては、受け答えも英語なら、態度も自然な感じに尊大なものだった。

　自分の正体を言い当てられたことに、リーナは驚いていない。そのタネ明かしはカーティス、達たつ也や、深み雪ゆき、リーナが着席してから、カーティス自身の口から明かされた。

「私はスターズのベンジャミン・カノープス少佐、本名ベンジャミン・ロウズの祖母の弟です。日本語では……何と言ったかな」

　最後のセリフは小声で、背後に控える日系白人女性に向けられたものだ。

　女性がカーティスの耳元で囁ささやく。

　カーティスは頷うなずいて、「そう、大叔父に当たります」と言葉を続けた。

「失礼ながら、閣下」

　リーナがカーティスに、日本語で話し掛ける。

「何かね」

　今度はカーティスも、日本語で応じた。

「ベン……カノープス少佐のお身内というだけでは、ワタシが『シリウス』であることは知り得ないはずです。閣下がラングレーと親密な関係にあるという噂うわさは、事実だったのですか？」

　リーナが口にした「ラングレー」とは、中央情報局ＣＩＡの通称だ。一時期地盤沈下が見られたＣＩＡは、第三次世界大戦中に再びアメリカ最強の情報機関へと登り詰めていた。

「フム……。率直だね、少佐。それは普通ならば美点だが、場合によっては自らに大きな不利益をもたらすものともなる」

　リーナが座ったままビクリと身体からだを震わせた。

「お気に障さわったのであれば謝罪します、閣下」

「いや、構わない」

　そう言ってカーティスは、視線をリーナから達たつ也やに移した。

「少佐が言うように、私はＣＩＡに対しても、いささかの影響力を持っています」

「閣下が議員の地位以上の力をお持ちであることは理解しました」

　達たつ也やの応えに、カーティスが満足げな笑みを浮かべる。

「では、これから私が申し上げることも信じていただけそうですな」

　彼はそう前置きして、

「司し波ば殿。私は貴方あなたに北西ハワイ諸しよ島とうへ渡る為ための、艦船を含めた便宜を提供できます」

　深み雪ゆきとリーナが揃そろって、目を見開き片手で口を覆った。

「ありがたいお申し出だと思います」

　対照的に、達たつ也やは淡々とした口調と表情で答えを返す。まるで「予想どおりだ」と言わんばかりの態度だ。

「閣下。よろしければ、その目的と理由をお聞かせ願えますか」

「私の依頼はミッドウェー監獄に囚とらわれているベンジャミン・ロウズの救出。いや、脱獄と言うべきでしょうか。それさえ成し遂げていただければ、北西ハワイ諸しよ島とうで司し波ば殿が何をしても後始末は私が引き受けます」

「随分と、私にとって都合が良すぎるように思われますが……」

　達たつ也やは戸惑いを声に出して見せながら、カーティスに説明を求める。なお彼が「自分」ではなく「私」という一人称を使っているのは日本語に不慣れであろうカーティスに対する配慮であるのと同時に、国防軍との心理的距離が遠ざかりつつあることの反映でもあった。

「そうでしょうか」

　達たつ也やの感想は彼の紛れもない本心だったが、カーティス上院議員は違う考えのようだ。

「現地までの船を用意すると言っても、我が国の軍事施設に対する攻撃に我が国の艦船が加わることはできません」

「それは、確かに」

「無論、補給の面では万全の支援をお約束しますが……。ミッドウェー監獄とパールアンドハーミーズ基地の攻略は司し波ば殿と四よつ葉ば家けの方々に、全面的にお任せすることになります」

　カーティスの発言に、達たつ也やは引っ掛かりを覚えた。彼は四よつ葉ば家けが達たつ也やを支援するのが当然であるかのように語っている。確かに達たつ也やは表向き、四よつ葉ば家け当主の息子ということになっている。表面的な事情しか知らなければ、四よつ葉ば家けが援軍を出すのは当然と考えるだろう。

　しかしワイアット・カーティスは、本人とリーナの言によれば、ＵＳＮＡの対外諜ちよう報ほう機関に対して強い影響力を持つ政治家だ。達たつ也やがつい最近まで四よつ葉ば家けの中で疎外されていた事実を知らないなどということがあるだろうか？

「ある意味でステイツと戦争をするリスクを、全て負っていただくのです」

　だが今は目の前の会話に意識を集中しなければならない。続くカーティスのセリフを聞いて、達たつ也やは脳裏を過よぎった不審の念を一旦棚上げにした。

「一番負担が重い部分をお願いするのですから、段取りと後始末を引き受けるくらいは当然でしょう」

「閣下のお考えは分かりました。ですが何故なぜそこまでして、カノープス少佐を脱獄させる必要があるのですか？　ミッドウェー監獄は収監者の身体からだに危害をもたらすような場所ではないと、ミス・シールズからは聞いています。もしそれが事実なら、脱獄などという後々の汚点につながるリスクを負わなくても、政治的な手段で釈放を目指す方が、多少時間は掛かっても良い結果につながるのではないでしょうか」

「確かにミッドウェー監獄は収監者の身体からだを損なうような場所ではありません。むしろ囚人の健康には、通常の刑務所など比べものにならないくらい配慮されていると言って良い。司し波ば殿の仰おつしやることの方が、論理的に正しく賢い選択でありましょうな」

「ことは論理ではない、と？」

　達たつ也やのコメントに、カーティスが破顔する。

「然さ様よう。若いのによくお分かりだ。ことは論理ではない。面めん子つの問題です。馬鹿馬鹿しいとお思いかもしれないが、面めん子つを傷つけられたまま黙っているのは政治的な敗北なのです。身内が監獄に送り込まれるのは、ただでさえ屈辱だ。ましてやそれが無実の罪によるものならば、侮辱であり『お前のことなど恐れてはいない』という挑発です。政治家は、侮辱を放置してはならない。侮あなどられたままであってはならないのです」

「閣下の政治生命に懸けて、カノープス少佐を一刻も早く、収監した側の都合による釈放以外の手段で解放しなければならないということですか」

　達たつ也やの正せい鵠こくを射いた指摘に、カーティスが「エクセレント」と呟つぶやく。

「正しくそのとおりです。釈放されるのを待っているのは、政治家として許されないのですよ。ただ、理由はそれだけではありません」

　カーティスがテーブルのグラスに手を伸ばしたのは続きが言い難にくかったのではなく、単に喉が渇いたからだった。

「現在、我が国の軍部はパラサイトに汚染されています」

　心なしか、カーティスの声音がより深刻な色を帯びた。

「スターズから始まったパラサイトの侵食は、パラサイトの増殖はいったん止まっていますが、影響力は日に日に拡大しています」

　この話は達たつ也やにとって、驚くべきことではなかった。パラサイトのプレゼンスが大きなものとなっていなければ、巳み焼やき島しまの襲撃や光み宣のるの国外逃亡を助けたりはできなかっただろう。

「ステイツは民主主義国家です。軍も政府も国民の為ためのものだ。魔物に壟ろう断だんされるようなことがあってはならないのです。パラサイトの跳ちよう梁りようは、除かなければならない」

「分かりました」

　老齢に似合わず熱く語るカーティスに、達たつ也やは落ち着いた声で頷うなずきを返した。

「閣下はカノープス少佐の救出に加えて、九く島どう光み宣のるの逃亡を助けたパラサイトの駆逐もお望みなのですね」

「お願いできますか？」

　期待を込めたカーティスの問い掛けに、

「私の目的を果たす過程で、必然的にその様な展開になると思います」

　達たつ也やは、特に力むこともなく間接的な応諾の答えを返した。

「お互いにとって望ましい結果が得られれば、今後も良いいお付き合いをお願いしたいと考えております」

　カーティスはいったん、抽象的な言い方をして、

「……この件がお互いの望む形で解決すれば、将来にわたり私の派閥が四よつ葉ば家け当主となった司し波ば殿のご婚約者の力になるとお約束します」

　すぐに具体的な条件提示に切り替えた。

　この申し出には、達たつ也やも驚かずにいられない。ＵＳＮＡの上院議員、それもＣＩＡに対して強い影響力を持つ程の有力政治家が深雪の後ろ盾になるというのだ。

「──葉は山やまさん」

　達たつ也やは想おもわず葉は山やまに「真ま夜やはこのことを承知しているのか」と訊たずねようとした。

「奥様もご存じでございます」

　葉は山やまはその問い掛けがなされる前に、先回りしてそう答えた。

「──閣下。カノープス少佐救出の件、お引き受けしたいと存じます」

　もはや達たつ也やも、言葉を濁さなかった。

　それは「カノープスを助けない」という選択肢を放棄するものでもあったが、深み雪ゆきの立場を盤石なものとする為ためならば達たつ也やに否いなやはなかった。

「ありがとうございます」

　カーティスが立ち上がり、右手を差し出す。

　達たつ也やも立ち上がり、カーティスの手を握り返した。

「既に船は手配しております。三日後に駆逐艦を巳み焼やき島しまへ向かわせましょう。詳しい予定は後程お届けします」

　握手をしながら、カーティスは達たつ也やにそう約束した。





◇　◇　◇






　七月十八日、木曜日。

　風かざ間まは朝一番で、旅団司令室に呼び出されていた。

「中佐、ＵＳＮＡのワイアット・カーティス上院議員を知っていますか」

　挨あい拶さつもそこそこに佐さ伯えきから質問を受け、風かざ間まは数秒、考え込んだ。

「確か『影の中央情報局ＣＩＡ長官』と噂うわさされている保守タカ派の大物政治家でしたか。そのカーティス議員が何か？」

「議員は昨日、非公式に訪日しています」

「非公式に、ですか。新ソ連への対応を話し合いにでも来たんですかね」

　風かざ間まの推測はあり得ないものではなかったが、佐さ伯えきは軽口と取ったようだ。彼女は風かざ間まのセリフを無視して言葉を続けた。

「カーティス議員の行動は情報部もフォローし切れていないようですが、どうやら昨晩、四よつ葉ば家けと接触したようです」

「四よつ葉ば家けと？」

「四よつ葉ば家け当主の側近らしき人物が、カーティス議員の秘書兼通訳と話をしている姿が目撃されています」

「側近らしき？　確認は取れていないのですか？」

「違法なジャミング装置を使っていたようで、撮影はできなかったそうです」

　違法な装置と言っても、盗撮自体が法に反している。使ったのが外国の政治家関係者では、現行犯で取り調べもできない。

「ですが目撃した情報部員の報告からして、四よつ葉ば真ま夜やの側近、葉は山やま忠ただ教のりであることは、ほぼ確実でしょう」

「四よつ葉ば本ほん家けの使用人を束ねる、あの葉は山やまですか……。大物ですね」

「たかが十じゆつ師し族ぞくの使用人です。過度に警戒する必要はありません」

　佐さ伯えきが冷たく切り捨てる。ただその口調には、微量の虚勢が混じっていた。

　葉は山やまは大だい漢かんを崩壊に導き四よつ葉ばが『アンタッチャブル』と呼ばれるようになったあの戦いを陰で支えた人物だ。当時の当主・四よつ葉ば玄げん造ぞうをサポートし、潜入手段の手配や効果的な攻撃目標の選定を行った後方参謀。『銀ぎん狐ぎつね』の異名を取る謀将・佐さ伯えきにとっても、軽視できる相手ではないはずだ。

　だが風かざ間まはそれを、口に出したりはしなかった。彼も一応、上官に対する遠慮は知っている。

「このタイミングでカーティス上院議員が四よつ葉ば家けと接触したとすれば」

　代わりに風かざ間まは、たった今得られた情報から考え付いた推理を述べた。

「議員は米軍内を侵食するパラサイトの駆逐を四よつ葉ば家けに依頼したのではありませんか？　ミッドウェー監獄襲撃を黙認し、九く島どう光み宣のる追跡の手段を提供するのと引き換えに」

「……何故なぜワイアット・カーティスがその様な取引を？」

「上院議員は政治的に保守派であるだけでなく、宗教的にも保守の傾向が強い政治家だと言われています。その様な思想信条を持つ人間にとって、パラサイトの存在は許せないものでしょうから」

　風かざ間まの推理は動機において半分だけしか的中していなかったが、取引内容をほぼ言い当てていた。

「国内の兵力を使ってパラサイトを粛清すると、内紛を唆そそのかしたという汚名を避けられない。だから四よつ葉ば家けに掃除させようということですか？」

「それもあるでしょうが、単純に戦力を計算した結果だと思います。閣下が仰おつしやったように、自分たちだけでパラサイトを排除しようとすれば、どうしても同士討ちになってしまう。外聞が悪くて大規模に部隊を動かすことはできないと思われます。その点、達たつ也やは一人で一軍に匹敵する戦力です。巻き沿いを恐れなくても良い状況であれば、彼だけで基地の一つや二つは簡単に潰せるでしょう」

「北西ハワイ諸しよ島とうの基地にパラサイトを集めて、司し波ば達たつ也やの手で殲せん滅めつさせるのがワイアット・カーティスの狙いだと？」

「その程度のことは考えていると思いますが」

「司し波ば達たつ也やにそんな真似まねはさせられません」

　そう言う佐さ伯えきの口調は、苛いら立だたしげで少々力が入りすぎている印象があった。

「……アメリカ国内の勢力争いに日本の魔ま法ほう師しが介入するのは、ＵＳＮＡ政府に対して誤ったメッセージを与える恐れがあります。好ましいことではありません」

　佐さ伯えき自身もややヒステリックだったと感じたのか、取り繕うようにそう付け加える。

　だが彼女の本音は、民間人である四よつ葉ば家けにアメリカ政界との強力なコネを作らせたくないのだろう。

　少なくとも風かざ間まは、佐さ伯えきの発言を聞いてそう感じた。

　風かざ間まが自分の言葉をどう捉えたか、佐さ伯えきは気付いていない。この時、彼女の意識は自分の思考に沈んでいた。

「……司し波ば達たつ也やを」

　佐さ伯えきが目を上げず、まるで独り言のような口調で達たつ也やの名を口にする。

　風かざ間まが訝いぶかしげに目を向けた先で、

「彼を、大おお黒ぐろ特とく尉いとして召喚しましょう」

　佐さ伯えきはこう続けた。

　平時、非戦地において、軍に民間人を呼び出す権限は無い。だが達たつ也やには、交戦者資格を付与する為ために特別法で軍人としての地位が与えられている。これを逆手に取れば、達たつ也やを軍事法廷に召喚することは可能だ。上官として呼び出すことも。

「しかし現状は、特務規則に定められた条件に合致しません。呼び出すには名目が必要ですよ。どうされるのです？」

　ただ、既に新ソ連の具体的な脅威が遠ざかった現況で、「特とく尉い」の地位を逆用できるかどうか、風かざ間まは懐疑的だった。

「外国勢力に内通した嫌疑を晴らす為ための訊じん問もんです」

「……そうですか」

　無理がある、と風かざ間まは思った。だが、反対はしなかった。








［４］






　日本時間十八日午後三時、現地時間十七日午後七時。北西ハワイ諸しよ島とうパールアンドハーミーズ米軍基地にアメリカ海軍の輸送艦が入港した。

　これ自体は別段、特筆すべきことではない。そこから武装した大勢の兵士が下りてきても、おかしくはないだろう。この基地は米海軍の補給拠点だ。上陸戦闘要員が自分の武器を抱えたまま休養を取りにきたりもするに違いない。

　異常な点は、彼らの顔がまるで敵地に乗り込もうとしているかの如ごとく、緊張に強こわ張ばっていたこと。彼らが足音を殺し、息を潜め、基地の建物ではなく別の輸送艦へ向かっていることだった。

　彼らが進む先にあるのは、係留中の全水没型輸送艦『コーラル』。光み宣のると水み波なみが横よこ須す賀か沖おきから乗ってきて、未いまだ中に留まっている船だ。




　輸送艦『コーラル』のキャビンには窓が無い。元々民間の客船とは違って軍の艦艇に構造上の弱点になる窓は少ないが、『コーラル』は実質潜水艦ということもあって艦内と艦外が徹底的に遮断されている。割り当てられたキャビンに閉じこもっている水み波なみには、外がもうすぐ日没を迎えるということも分かっていない。

　ただ、光と音が遮断されていても、伝わってくるものもある。水み波なみは、きな臭い雰囲気が自分に迫ってきているのを第六感で感じ取っていた。

　軍事基地だから「硝煙の匂い」が漂っているのは当たり前。彼女は自分にそう言い聞かせたが、悪い予感は膨れ上がる一方だった。

　呼び鈴が室内に小さく響く。水み波なみは気密扉に小走りで近付いてロックを解除した。

　外開きの扉が、廊下から引かれる。

「入っても良い？」

　訪れた客は、気配で読み取ったとおり光み宣のるだった。

「はい、どうぞ」

　水み波なみは一歩下がって、光み宣のるを室内に招き入れる。

　光み宣のるは小さく開けたドアの隙間から水み波なみの部屋に滑り込んで、扉を閉め、鍵を掛けた。

「外の様子がおかしい。数十人単位の兵士が、この船に押し寄せている」

　水み波なみがコクンと頷うなずく。光み宣のるのセリフは彼女にとって、「まさか」ではなく「やっぱり」という思いを呼び起こすものだった。

「レイモンドやスピカ中尉にも、状況が理解できていない。まさか米軍同士で銃口を向け合うなんてことにはならないと思うけど、一緒にいた方が良いいと思って」

　水み波なみがもう一度、直前よりも少し緊張した顔付きで頷うなずく。

　彼女は、「まさか」とは思っていない。だが、「一緒にいた方が良いい」という考えには賛成だった。




　巳み焼やき島しまを襲撃した輸送艦『ミッドウェイ』には二十人以上のパラサイトが乗り込み攻撃部隊を構成していたが、『コーラル』の乗員乗客でパラサイトは、光み宣のる、レイモンド、スピカの三人だけだ。クルーはペンタゴン内の対日強硬派に命じられて、日本に対決姿勢を取っているパラサイト一味の支援をするよう命じられているに過ぎない。

　だがパラサイトに生理的な──宗教的な嫌けん悪お感かんを懐いだく軍人・軍官僚にとっては「パラサイトに協力している」と「パラサイトに従っている」の間に違いはない。パラサイトと行動を共にしているコーラルのクルーは「同じアメリカ軍人」ではなく「祖国を蝕むしばむ悪魔の手先」だ。

　同胞に銃口を向けることはできなくても、「悪魔の手先」に弾を撃ち込むことなら躊躇ためらわずに済む。ましてやそれが指揮官の命令ならば尚なお更さらだ。コーラル襲撃を命じられた兵士は、きっとその様な心理状態だったに違いない。

　コーラルは潜水航行する艦体の構造上、港に係留されている際も水面の上に出ているのは全体の四分の一程度だ。それでも一般的な潜水艦とは違い貨物の搬入出用大型ハッチがあるので、一度に一人ずつしか出入りできないという不便さはない。

　そのカーゴハッチに六十名以上の兵士が殺到し、問答無用で穴を空ける。

　この狼ろう藉ぜきに、コーラルのクルーは激しいショックを受けていた。

　クルーの数は約百二十名。艦内に乗り込んできた兵士の二倍弱だ。数の上では勝っているが、奇襲を掛けた側と掛けられた側では心構えが違う。コーラルのクルーはほとんど抵抗らしい抵抗もできず、次々に撃ち殺されていく。

　パラサイト増殖の原理は分かっていない。去年の冬は、アメリカにおいても日本においてもパラサイトは仲間を増やせなかった。だが今年のケースでは、現在までに分かっている範囲で五十人以上がマイクロブラックホール実験の結果ではなくパラサイトとの接触によって、謂いわば二次感染でパラサイトに変化した。

　コーラルのクルーは約三日間、閉鎖された環境でパラサイトと過ごしている。彼らが射殺されているのは、「感染」を疑われてのことだ。「感染」の原理が分からない以上、クルーは全員がパラサイト化している可能性がある。パラサイトが「治療」できない以上、「感染」の拡大を阻止する為ためには「患者」を「処分」しなければならない。──これが国防総省内保守派の中でも過激な一派の言い分だった。

　クルー全員を「処分」するならコーラルごと爆破撃沈する方が、リスクは小さいように思われる。クルーも丸腰ではない。反撃を受けて攻撃部隊に死傷者が出る可能性は無視し得ない。

　奇襲作戦実行の直前にも、そのような意見が出た。たとえ「神の正義」を実行する為ためであっても犠牲を避けられるならばそれに越したことはないし、「神の正義」の為ためならば手段を選ぶ必要も無い。

　爆破撃沈の選択肢が却下されたのは、それでパラサイトを滅ぼせるという確信が持てないからだった。ただの魔法師でも、乗っている船を沈めただけで殺せるかどうかは分からない。パラサイト──妖魔の場合は、死んでも滅びないかもしれないのだ。

　その為ため、攻撃部隊には「銀・水晶シルバー・クリスタルの弾丸」で射殺しろという命令が下されている。「銀・水晶シルバー・クリスタルの弾丸」というのは「銀水晶シルバークリスタル」という物質があるわけではなく、鋭く研いだ水晶の芯を微量のニッケルを加えた純度九九九の銀で包んだ弾丸のことだ。主に旧ＵＳＡで活動していたプロテスタントの退魔師エクソシストが使用する対妖魔武器である。

　カトリックに比べてプロテスタントは魔法的な戦闘組織の伝統が乏しい。しかし魔法の存在が明らかになる前の時代でも、退魔師エクソシストのニーズは世界中に存在した。旧ＵＳＡのプロテスタント組織は退魔師エクソシストの伝統が乏しいことを逆手に取って、銃の文化に最適化した対妖魔武器を作り上げたのだった。

　あいにくスターズは退魔師エクソシストと親しくない為ため──退魔師エクソシスト組織が目を付けていた若い魔ま法ほう師しを、スターズが横から攫さらっていくからである──、リーナは第一次パラサイト事件の際にこの弾丸を供給してもらえなかった。だが今回は、スターズを浸食しているパラサイトを退治するという名目で、保守派に退魔師エクソシスト組織が協力しているのだ。

　もっとも、銀・水晶シルバー・クリスタルの弾丸がパラサイトに対して本当に効果があるのかどうかは、まだ分からないのだが。

　兵士たちの最後尾では、黒いガウンを着た三人の男性が一分隊に守られていた。一人は初老、二人はまだ若い。彼らは十字架が刺し繡しゆうされたストールを首に掛け、左手に縦六十センチ前後の大きな十字架を持っている。従軍牧師の古こ式しき魔ま法ほう師し、退魔師エクソシストだ。

　彼らは位の高い退魔師エクソシストではなく魔法的な攻撃力もそれ程強いものではなかったが、期待されている役割はパラサイトを魔法で斃たおすことではない。三人の退魔師エクソシストはその役目を果たすべく、十字架を目の前に掲げて祈り始めた。




　カーゴハッチを破った衝撃は、震動という形で水み波なみのキャビンまで伝わってきた。

　ハッと目を見開いた光み宣のるが、すぐに瞼まぶたを半分閉じる。そのまま彼は、眉を顰ひそめた。

「妨害されている……？」

　瞼まぶたを上げた光み宣のるは、水み波なみが自分を不安げに見詰めているのに気付いた。

　光み宣のるは一瞬、自分たちにとっての異常事態を水み波なみに説明すべきかどうか迷ったが、何も言わないのはかえって不安を煽あおるだろうと思い直す。

「……レイモンドとスピカ中尉への念話が通じない」

「妨害されているのですか？」

　光み宣のるは水み波なみに、パラサイトの能力について、まだ詳しく説明していない。彼女はパラサイト同士の念話とテレパシーの違いを知らないから、意思の疎通を妨害されているということにそれ程大きな驚きを覚えない。キャスト・ジャミングで魔法の発動を阻害するように、念話も妨害できるのだろう、程度の認識だ。

　だがパラサイトの意思疎通とテレパシーは、根本的に異なっている。パラサイトは個々の意識を持ちながら、同時に意識を共有している。パラサイトの念話は、一つの意識の中で行われるという点において自分との対話と同質だ。意識と意識の間に妨害の思念波を放っても、パラサイト同士の交信を邪魔できない。全てのパラサイトが共有する意識、全てのパラサイトを包含する種族的意識に干渉できなければ不可能だ。

　それができるということは、パラサイトの魔法的能力そのものを阻害し弱体化するのも不可能ではないということを意味する。

「水み波なみさん、僕から離れないで」

　光み宣のるは水み波なみを背中にかばう形で扉に身体からだを向けた。

　ただならぬ緊張を見せる光み宣のるに、水み波なみも顔を強こわ張ばらせて一言「はい」とだけ答える。

　完全防音の壁の向こうから聞こえてくる音は無い。ただきな臭い空気だけが伝わってきて、ジリジリと肌を炙あぶる。

　光み宣のるは扉を警戒していただけではない。レイモンド、スピカとの交信を試みながら、同時に何が起こっているのか「眼め」で確かめようとしていた。だが『精霊の眼エレメンタル・サイト』を使おうとしても、ぼんやりとしか情報が読み取れない。

（パラサイトの──人外の魔物の精神機能を阻害する術式が働いている？）

　恐らく人に仇あだ為なす人間以外の存在、悪あく霊りようや妖魔の打倒を専門にする魔法体系を身に着けた古こ式しき魔ま法ほう師しの仕業だろう。念話が通じないことといい、この状況はそうとしか思えなかった。

　完全に魔法を、「眼め」を封じられているわけではない。外で殺し合いが行われているのは分かるし、自分の魔法を妨害しているのが三人の魔ま法ほう師しであることも読み取れている。

（……こいつらを先に始末するか？）

　光み宣のるは自分にそう問い掛けた。魔法を妨害しているだけといえども意識に、つまりは光み宣のる自身に干渉してきているのだ。これは明らかな敵対行為。

（命までは取らない。それでお互い様だ）

　光み宣のるは自分にそう言い聞かせて、反撃を決意した。

　霞かすみの掛かった視界の中で、自分の魔法を邪魔している古こ式しき魔ま法ほう師しに照準を合わせる。

　思ったよりスムーズに行かない。対妖魔術式の妨害を乗り越える為ため、意識を予想外に集中しなければならず周りへの注意が疎おろそかになっていたが、反撃に気を取られている光み宣のるはそれに気付かなかった。

　光み宣のるが選択した魔法は『スパーク』。彼が得意とする放出系魔法の中で最も単純な術式だ。通常は少量の空気を電離する魔法だが、光み宣のるは敵魔ま法ほう師しが身に着けている衣服から強制的に電子を抜き出した。

　至近距離で生じた電撃が敵魔ま法ほう師しの肌を這はう。

　電撃で無力化に成功したことは、自分の精神に対する干渉の消滅で確認できた。

　光み宣のるは意識を引き戻し、『精霊の眼エレメンタル・サイト』で現在何が起こっているのか見極める。

（──っ！）

「光み宣のるさま！」

　彼が自分でそれを認識したのと、水み波なみの警告が光み宣のるの耳に届いたのは、ほとんど同時だった。

　鍵を掛けていたはずのキャビンの扉が、勢い良く開く。非磁性金属製の単純な内うち閂かんぬきの鍵。だからこそ気密扉の外側から開けることは不可能に近い。サイコキネシスによって閂かんぬきを動かしたのだという推理は、事態が終息した後で思い付いたものだった。

　六本の銃身が光み宣のると水み波なみに向いている。光み宣のるは思念だけで『スパーク』を発動した。だがそれは、光み宣のるが兵士を認識したのと同時ではない。パラサイトといえど魔法というシステムに従う以上、無意識では使えない。魔法式の構築自体は無意識領域で行われるプロセスだが、使用する魔法を意識する必要がある。ＣＡＤどころか起動式すらパラサイトは必要としないが、敵を認識してから魔法を発動するまでの時間はゼロにならない。

　光み宣のるが兵士と銃口を認識して、『スパーク』を発動しようと決定するまでに〇・五秒。

　その時には既に、兵士たちの指が引き金を引き絞っていた。

　電離した空気を銃弾が突き抜ける。

　感電して床に崩れ落ちる六人の兵士。

　六つの銃口から放たれた弾丸は、

　水み波なみが展開した対物シールドに受け止められていた。

　考えただけで、というのは何よりも手軽で手早いと思われがちだが、人間の反応は思考よりも動作の方が速いこともある。戦せん闘とう魔ま法ほう師しとして鍛え抜かれている水み波なみは、敵が侵入しようとしている光景が目に入った瞬間、反射的にＣＡＤを操作し障壁魔法を発動していたのだ。

　運動エネルギーを失った銃弾が床に落ちる。

　水み波なみがガックリと両膝を突いた。

「水み波なみさん！　大丈夫!?」

　効果を失った水み波なみの障壁の代わりに、光み宣のるが強固な対物、耐熱、対電磁波シールドを構築する。光すらも侵入できなくなったシールド内に、弱いプラズマで熱の無い光を作り出した光み宣のるが、水み波なみの傍かたわらに片膝を突いて彼女の肩を手で摑つかむ。

　肩を揺さぶろうとして、寸前で思おもい止とどまる。

　水み波なみが苦しげに伏せていた顔の中に微笑ほほえみを浮かべて、光み宣のるを見上げた。

「大、丈夫、です」

　途切れ途切れに、その口調だけで大丈夫ではないと分かる答えを水み波なみが返す。

「咄とつ嗟さのこと、だったので、力加減を、失敗してしまった、だけ、です」

「もう良いい！　喋しやべらないで！」

　光み宣のるは思わず、水み波なみを両腕で抱き締めた。

　彼の顔は水み波なみに負けないくらい、蒼そう白はくになっている。

　魔法の行使が水み波なみの寿命を縮めるということを、光み宣のるは改めて思い出していた。

　彼が水み波なみを攫さらったのは、まさにその所為せいだった。

　彼女を死なせたくないから、自分は人間であることを辞め、水み波なみにもそれを勧めていた。

　それなのに、

　自分の不注意で、

　水み波なみに魔法を、使わせてしまった。

　彼は新たにやって来た敵の攻撃も、レイモンドの念話も、全てを拒絶して水み波なみを強く抱き締めていた。




　戦闘が終結したのは、それから二十分後のことだった。

　光み宣のるが退魔師エクソシストを無力化したことにより、ゾーイ・スピカが本来の戦闘力を発揮できるようになった。そうなればスピカ中尉はＵＳＮＡ最強の魔ま法ほう師し部隊『スターズ』の中でも最精鋭の一等星級隊員。襲撃部隊の約半数を一人で無力化した。

　残る半数も狂信的な指揮官が射殺されたことで戦闘継続の意欲を喪失。コーラルのクルーも仲間の復ふつ仇きゆうに拘こだわらず投降を受うけ容いれた為ため、どちらか一方が全滅という悲惨な結末にはならなかった。

　しかし。

　光み宣のると水み波なみが助け出されたのは、戦闘終結からさらに一時間近くが経過した後のことだった。




「……光み宣のる。彼女の具合はどう？」

「苦しそうな様子も無く眠ってくれたよ。処方してもらった薬が効いているみたいだ」

　戦闘が終わった直後に、コーラルクルーの上陸が解禁された。光み宣のるも下船を許可され、水み波なみは基地の医務室に運び込まれた。光み宣のるはしばらく水み波なみの側に付き添っていたが、今は夜の海と向き合って埠ふ頭とうに座り込んでいる。

「そう……」

　レイモンドは頷うなずいたきり、次の言葉を見付けられずにいる。

「……僕の所為せいだ」

　光み宣のるが膝を抱えて俯うつむいた。

「彼女に魔法を使わせちゃいけなかったのに……」

「いや……、君の所為せいじゃないよ。まさかステイツの基地内でステイツの兵士に襲われるなんて、予測できるはずないじゃないか」

「スピカ中尉にも、そう言って謝罪されたよ。今回のことは自分たちの内うち輪わ揉もめだから、巻き添えになった水み波なみさんを治療する為ためには、どんなことでもするって」

　光み宣のるが微かすかに、自嘲的な笑みを零こぼす。

「彼女を治す方法なんて、一つしかないのは分かっているんだけどね……」

「だったら！」

　レイモンドが声を張り上げる。

「もう躊躇ためらっている場合じゃないだろ！　光み宣のる、君にはできるんだから！」

　光み宣のるが顔を上げて、立っているレイモンドと目を合わせる。

　レイモンドは思わず気け圧おされ、息を吞のんだ。

　光み宣のるの瞳の中には、何故なぜか絶望的なまでの無力感があった。

「強制はしない。彼女が望まない限り、彼女を僕たちと同じにはしない」

「でも、それしか……！」

「約束したんだ。強制はしないって」

　まるで、生きる希望を無くしてしまった老人のような声で光み宣のるが呟つぶやく。

　レイモンドは、黙って立ち尽くすことしかできなかった。
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　七月十八日、午後八時五十五分。

　自宅の深み雪ゆきにはリーナを護衛に付けて、達たつ也やは一人で九きゆう重ちよう寺じを訪れた。

　いきなり押し掛けたのではない。一度、今朝十時にも達たつ也やはこの寺を訪問して、東とう道どう青あお波ばとの面会を仲介して欲しいと八や雲くもに頼んであったのだ。約一週間前に本気で戦った二人だが、達たつ也やも八や雲くももまるでそんなことなど無かったかのような態度でその場は別れ、昼過ぎに今日の夜九時を指定する電話が八や雲くもから達たつ也やの自宅へ掛かってきたのだった。

　弟子に案内された脇わき間まで待つこと五分。九時ちょうどに、八や雲くもを連れた東とう道どう青あお波ばが上座に腰を下ろした。

「本日はお呼び立てして、誠に申し訳ございません」

「挨あい拶さつは良いい。四葉達たつ也や、面おもてを上げよ」

　達たつ也やは素直に顔を上げた。真夏にも拘かかわらず、東とう道どうは以前会った時と同じような高級スーツ姿だ。

「本日は私に頼みたいことがあるとか。遠慮は要らぬ、申してみよ」

「お言葉に甘えまして、申し上げます。閣下に賜った抑止力としての務めにも関係してくることでございますが、第一〇一旅団を離れ特務士官の地位を返上しても軍事力を合法的に行使できるように御手配願えませんでしょうか」

　達たつ也やは本当に遠慮無く、東とう道どうにいきなり要求をぶつけた。

　東とう道どうは怒るのではなく、面白そうに唇を歪ゆがめた。

「ワイアット・カーティスから受けた依頼の件かと思ったのだがな」

「その件は当主より御相談申し上げていると考えておりました」

「フム……」

　東とう道どうはなおも愉快げに達たつ也やを見詰める。

「確かに相談を受けておる。アーシャ・チャンドラセカールから協力要請があった件についてもな」

「既にご存じでしたか」

　東とう道どうの挑発を、達たつ也やは涼しい顔で受け流す。

「良かろう」

　東とう道どうも、達たつ也やの態度をまるで問題にしなかった。

「其方そなたの力が自由に使えぬとあれば、国防上の損失だ」

　東とう道どうが頷うなずき、腕を組む。

「私の権限は、今の世で表に出せるものではない。其方そなた一人に限定して、公的な特権を与えることは難しい。だが……」

　東とう道どうが組んでいた腕を解く。

「事後的にであれば、罪に問われないよう手配することはできよう」

「お願いできますでしょうか」

「承知した」

　達たつ也やが畳の上で平伏する。

「しかし其方そなた、佐さ伯えきと仲なか違たがいでも致したか」

　その背中を見下ろしながら、東とう道どうが揶や揄ゆするような口調で問い掛けた。

「佐さ伯えき閣下は当家がアンジェリーナ・クドウ・シールズを匿かくまっているのが、気に入らないご様子です」

　顔を上げて達たつ也やが答える。

「アンジー・シリウスを匿かくまっているのは四よつ葉ば家けではなく其方そなたであろう」

「私は」

　達たつ也やはここでも「自分」ではなく「私」という一人称を使った。

「彼女はもう、アンジー・シリウスにはならないだろうと考えています」

「ほぅ」

「へぇ」

　東とう道どうだけでなく、それまで黙っていた八や雲くもまでが声を漏らす。

「願っている、ではなく、考えている、なのかい……？」

　八や雲くもがニヤニヤと笑いながら達たつ也やに訊たずねる。

「はい。私の意思とは関係無く、そうなるでしょう」

「ハハッ。そうなると良いいねぇ」

　八や雲くもはなおも笑っているが、東とう道どうは既に真顔を取り戻していた。

「佐さ伯えきは死んだ九く島どうに対して感情的なしこりを残しているからな。その影響もあるのだろう」

　達たつ也やの顔を、意外感が掠かすめる。彼は佐さ伯えきが外交上の損得を計算しているだけだと推測していたのだが、そんなに根の浅い話ではなかったようだ。

「だが其方そなたと佐さ伯えきの縁が切れるのは、この国にとって好都合だ。其方そなたの力は、一武官の影響下に置かれるべきものではない」

　達たつ也やはこの時、何と応えて良いのか分からず、ただ軽く、ただし丁寧に頭を下げた。

「事情は分かった」

　東とう道どうにとっては、その反応で問題無かったようだ。

「先程も申したとおり、交戦者資格の件は私に任せておくが良いい。其方そなたは自分が必要だと判断した時に、必要なやり方でこの国を守護せよ」

「改めて、承りました」

　達たつ也やが再度、平伏した。

　その頭上に、東とう道どうの言葉が続けて浴びせられる。

「ワイアット・カーティスの申し出も受けて良い。政治家や官僚どもはいい顔をせぬであろうが、ベンジャミン・ロウズを脱獄させるというのは、其方そなたの力を見せつける為ためにはちょうど良かろう。ただし、ミッドウェー監獄を全壊させるのは無しだ。過ぎた薬は毒になる故な」

「分かりました」

　どうやら東とう道どうは、ＵＳＮＡを軍事的に牽けん制せいする必要を覚えているようだ。巳み焼やき島しまが襲撃された件で不快感を懐いだいているのだろう。そう思いながら、達たつ也やは平伏したまま応えを返した。

「桜さくら井い水み波なみの救出に当たっても、米軍の損害は余程大きなものでない限り考慮せずとも良いい。パールアンドハーミーズ基地を消し去るのはやり過ぎだが、空母の一隻くらいであれば吹き飛ばしても構わぬ」

「なるべく穏便に済ませたいと存じます」

「それも良かろう。ただし一つ、条件がある。……面おもてを上げて良いぞ」

「何でございましょうか」

　達たつ也やはそう言いながら、ゆっくりと身体からだを起こした。

　東とう道どうはもったいぶることもなく、条件を告げた。

「九く島どう光み宣のるを連れ帰ってはならない」

「滅ぼさなくてもよろしいのですか？」

　東とう道どうと彼の同僚たちには、人外の魔性に対するアレルギー的な忌避傾向があるとあの夜、達たつ也やは八や雲くもから聞いていた。彼は「条件」と聞いて、パラサイトの殲せん滅めつを要求されると予想していたのだった。

「不要。アメリカで起こることは、アメリカ人が対処すべきだ」

「承りました」

　──つまり東とう道どうにとっては、日本から魔性妖物がいなくなれば良いということか。

　改めて達たつ也やはそう理解した。

　光み宣のるの能力は惜しい気もするが、達たつ也やにとっては水み波なみを取り返すことの方が優先される。東とう道どうが付けた条件は、彼にとって抗あらがうべきものではなかった。

「出国についても、手を打っておこう。密出国などというつまらぬ容疑で煩わされたくないであろう？」

「……ありがとうございます」

　東とう道どうがここまで協力的な姿勢を見せるとは、達たつ也やも予想していなかった。

　確かに国防軍と決別すれば、これまで見逃されていた違法行為を逆に厳しく咎とがめられる可能性がある。今回の件に関していえば、まず密出国だ。だがそれは避けられないリスクだと達たつ也やは覚悟していた。

「八や雲くも」

　東とう道どうが振り返り、八や雲くもに声を掛ける。

「達たつ也やくん、これを」

　八や雲くもが達たつ也やの斜め前に移動し、懐ふところから藍色の袱ふく紗さを取り出した。

　差し出された袱ふく紗さを手に取り、達たつ也やは「開けても？」と八や雲くもに目で訊たずねる。

「開けてみるが良いい」

　応えたのは東とう道どうだった。

「はい」

　袱ふく紗さに包まれていたのは、出国確認証印済みの公用旅券だった。

　名目はＵＳＮＡに対する技術協力。魔法工学技術者として、達たつ也やを一時的にＵＳＮＡへ派遣するという趣旨のものだ。

　驚きを隠せない達たつ也やの顔に、東とう道どうと八や雲くもが満足げな笑みを浮かべる。

「八や雲くもの発案である。先日、其方そなたの邪魔をした詫わびの印として受け取っておくが良いい」

「邪魔をしたのは僕の意思じゃないんだけど、まあ、そういうことだよ」

　邪魔とか詫わびとか経緯と理由はともかく、達たつ也やにとって有用なアイテムであることは間違いない。

　達たつ也やは丁寧に頭を下げて、二人の好意を受け取った。
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　日本時間七月十九日正午、現地時間十八日午後四時。

　パールアンドハーミーズ基地に小型輸送機が到着した。この基地は環かん礁しようの外側に人工地盤とメガフロートを建設し、その上に造られた物で、基地自体に滑走路は無い。基地所属の空母が滑走路の代わりを務めている。その為ため、空母が出撃している間は飛行艇を除いて航空機で訪れられない。この輸送機も本来ならば昨日の内に到着すべきところを、空母が不在だった為ためスケジュールが一日繰り延べになったのである。

　輸送機は、ニューメキシコのスターズ本部基地から派遣された物だった。スターズ本部は三日前から、輸送艦『コーラル』入港直後にクルーの下船を拒否されるという異常な事態の解決を、スピカ中尉から求められていた。その対応を検討していたところに、昨日の、同じアメリカ軍による奇襲攻撃だ。スピカから救援を求められたウォーカー基地司令は直ちにスターズ第十一隊のケヴィン・アンタレス少佐とエリヤ・サルガス中尉──二人ともパラサイト化している──の派遣を決定した。だが前記の、「滑走路」が基地を離れているという理由で二人を乗せた輸送機が飛び立てなかったのである。

「スピカ中尉。済まない、遅くなった」

　基地の軍人が遠巻きにする中で、空母の甲板まで出迎えに来たスピカにアンタレスがまず謝罪する。

「いえ。来ていただいて嬉うれしく思います、サー」

　アンタレスもまた妨害に遭っていたことを理解しているスピカは、彼を責めなかった。

　スピカ自身は、何の被害も受けていないという事情もある。

「ところで、ベガ隊長とデネブ少尉は……」

「隊長と少尉は戦死しました」

「……そうか。残念だ」

　アンタレスは二人と特別親しかったわけではないが、やはり、同僚の死はショックなのだろう。たとえ、パラサイトであっても。

　彼が再び口を開いたのは、五秒前後が経過した後だった。

「それで、状況は？」

「コーラル乗組員の半数が犠牲になりましたが、残ったクルーの待遇は改善されております。負傷者の看護も十分なものです」

　スピカは約六十人に及ぶ犠牲者が出たことを口にする時も、ほとんど表情を変えなかった。元からそういう性格だったのか、それともパラサイト化したことで人間性が失われたのか。

「了解した」

　アンタレスもコーラル乗組員の犠牲には、表面上感情を動かさなかった。

「スピカ中尉。当基地における問題は解決済みだと理解しても良いのか？」

　ここでサルガス中尉が会話に加わる。

「いえ、未解決の問題が残っています」

「投降した奇襲部隊の処罰か？」

「そちらは軍法に則のつとって決めれば良いことです」

「では、何だ」

　アンタレスが会話に割り込んでスピカに答えを促す。

「我々のネットワークに加わろうとしない同族の存在です」

「同族が意識の共有を拒んでいるということか？」

　サルガスが驚きを露あらわにする。──なお、彼とスピカが「同族」と表現しているのはパラサイトのこと。そこに両者の間で認識の齟そ齬ごは生まれていない。

「そんなことが可能なのか？」

　サルガスもまたパラサイトであるが故に、「同族」が意識共有のネットワークから意図的に外れ得るなど、すぐには信じられなかった。

　しかしそれは、

「──事実です。何故なぜその様な真似まねが可能なのかは、分かりませんが」

　どんなに信じ難がたくても事実だ。

「何者だ」

　アンタレスが厳しい表情でスピカに問う。

「九く島どう光み宣のるという名の、日本人出身の同族です。レイモンド・クラークがコーラルに連れてきて、現在はこの基地に滞在しています」

　スピカの声からも、わずかに緊張が窺うかがわれた。

　パラサイトは個にして全。個としての意識を持ちながら意識の深層でつながり合い、全体で一つの意識を共有しているのは、パラサイトの持つ種族としての特性だ。

　そのつながりから外れた個体の存在が、どんな危害をもたらすのかは分からない。パラサイトは、少なくとも彼ら自身が認識している限り種としての歴史が浅い、否、「無い」と言っても良い。「ネットワーク」を遮断できるパラサイトがこれまでに見付かっていなかったのだから、その危険性も探りようがない。

　だが、スピカは直感していた。アンタレスとサルガスも、今、話を聞いただけで直感した。意識ネットワークへの帰属を拒否する個体は、自分たちの存在を脅おびやかすだろうと。

「……その者はどこにいる？」

「同行者が体調を崩しており、病室に付き添っています」

　アンタレスの質問に、スピカはすぐに答えた。彼女は昨日から光み宣のると接触を持っていなかったが、彼の動向から目を離していなかった。

「その同行者も同族か？」

「いえ。その少女は人間です」

「同族が人間の少女と逃げてきたのか……。何やら事情がありそうだが」

「九く島どう光み宣のるの事情については、レイモンド・クラークが知っているはずです」

「そうだな……、いや、それは後回しだ。その九く島どう光み宣のるとコンタクトしてみよう」

　アンタレスのセリフに、スピカが顔を曇らせる。

「九く島どう光み宣のるは敢あえてネットワークを遮断している節があります。説得は、簡単ではないと思われますが」

「分かっている。多少、手荒な対応になるのも仕方が無い。それが分かっているから、貴官は我々が到着するまで静観していたのだろう」

「はい、少佐」

　アンタレスとサルガスは人間だった時分、精神干渉系魔法を得意としていた。その技能はパラサイトになっても損なわれていない。威力はむしろ、上がっている。

　スピカは二人の精神干渉系魔法で光み宣のるの精神防壁を崩せるのではないかと考えていたのだ。

　そしてアンタレスも、無言で頷うなずいたサルガスも、そのつもりになっていた。
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　七月十九日午後一時、達たつ也やは霞かすみヶが浦うら基き地ちの第一〇一旅団司令部を訪れていた。電話による呼び出しに応じたものだ。

　今朝、九時に電話を掛けてきたのは藤ふじ林ばやし響きよう子こ。彼女も達たつ也やも事務的な口調で言葉を交わしただけだが、達たつ也やの態度は必要以上に冷淡なものではなかった。彼はまだ、真ま夜やが響きよう子こを勧誘した件については聞いていないが、彼女たちが九く島どう烈れつの葬儀の後に場所を変えて話をしたことは知っている。藤ふじ林ばやし長なが正まさが自分を妨害した一件については何らかの手打ちが行われたのだろうと達たつ也やは推測していた。

　もっとも、それ自体は達たつ也やが佐さ伯えきの召喚に応じた理由ではない。彼は、自分の立場をはっきりさせるちょうど良いい機会だと考えて旅団司令部に乗り込んだのだった。

「特とく尉い、良く来てくれました」

　形ばかりの笑みを浮かべて達たつ也やを迎えた佐さ伯えき少将に、達たつ也やは敬礼ではなく会え釈しやくで挨あい拶さつした。彼は平服で無帽だから、作法としては間違っていない。だがこれまで（誤った）慣例で挙手の敬礼をしていた達たつ也やが見せた会え釈しやくに、佐さ伯えきの隣に控えていた風かざ間まは違和感を覚えた。

　もしかしたら佐さ伯えきも、達たつ也やの態度が今までとは違うことに気付いていたかもしれない。だが彼女は予定どおりに訊問を進めようとした。

「佐さ伯えき閣下。その地位は、ただ今を以もつて返上致します」

　しかし、達たつ也やが口火を切る方が早かった。

「──どういう意味です？」

　佐さ伯えきの問い掛けに、達たつ也やはサマージャケットの内ポケットから縦長の封筒を取り出す。

　デスクに置かれた封筒には「退役届」と書かれていた。

「私は」

　達たつ也やが使った一人称に、風かざ間まは先程よりも強い違和感を覚える。しかしそんなことを気にしている場合ではないということも、彼には分かっていた。

「正規の軍人ではないので届け出は必要無いかもしれませんが、これが私の意思です」

　佐さ伯えきは表情を消して退役届の封筒に目を向け、そのまま「受け取れません」と応えた。

「閣下。それは『退役願』ではなく『退役届』なのですが。そもそも私が特とく尉いの階級を拝命した際に、軍役年数の定めは存在していません。何時いつ辞めても自由なはずです」

「だからといって、『この仕事が嫌になったので今すぐ辞めます』なんて言い草が社会で通用すると思っているのですか！」

「社会的通念を問題にするならば」

　苛いら立だちを隠さない佐さ伯えきに向かって、達たつ也やは真面目くさった顔で反論する。

「未成年に軍役を強制することの方が、社会的通念に反していると思いますが？」

「──っ」

　達たつ也やの小こ賢ざかしい論法は、佐さ伯えきに対して一定の効果があった。

「……自分が何者なのか、忘れたのですか？　貴方あなたは戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しです。勝手に軍を離れることなど許されません」

「何故なぜです？」

「何故なぜって……戦略兵器に匹敵する破壊能力を国家が野放しにするはずないでしょう。こんなことも改めて言われなければ分からない程、貴方あなたは頭が悪くなかったはずですが」

　佐さ伯えきは苛いら立だちを隠せなくなってきている。

　一方、達たつ也やは冷ややかな表情を隠さなくなってきていた。

「戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうを野放しにしないのは国家ではありません。政府です」

「……何が違うというのですか」

「政府は、兵器を自分の手で所有することに拘こだわります。国家は、兵器が自分の為ために使われることを重視します」

「どのように使うのが国家の為ためであるのかは、政府が決めます」

「普通はそうですね」

　達たつ也やはあっさり、佐さ伯えきの言葉を認めた。──留保付きで。

「少なくとも、戦略兵器の使い方を決めるのは政治家であって軍人ではありません」

　佐さ伯えきの顔が、微かすかに赤らむ。羞恥故ではなく、怒りを反映して。

「私のことを、文民統制を無視する軍事独裁者だとでも言いたいのですか？」

「一般論です。そして一般論で言えば、軍事力は個人に属するものではありません。個人で戦略兵器相当の軍事力を有する戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しは、一般論の枠内に収まらない特殊な存在なのですよ」

「──自分が特別扱いされるべき存在であると？」

　佐さ伯えきが嘲る口調で訊たずねる。

「特別なのではありません。特殊なのです」

　達たつ也やはその挑発に乗らなかった。元々彼の感情には、上限が設けられている。それは達たつ也やに掛けられた呪いのようなものだが、こういう場合は彼の武器として機能する。

「良いい方向にも悪い方向にも一般的な基準が当てはまらない。戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しという特殊な存在に、一般論は適用できません。私の身柄を所有しなくても、私の魔法を国防に役立てることはできます。逆に私の身柄を拘束していても、私が国家の為ために魔法を使うとは限りません。──洗脳は魔法技能を損なうという事実をお忘れ無く」

　達たつ也やは最後の一言だけ、皮肉な口調で付け加えた。

「……戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しがその力を振るったとして、政府以外の何者が結果に責任を負えるというのです。司し波ば達たつ也や、貴方あなたは既に戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうを他国の領土に向けています。国防軍との縁を切って、あの大破壊の責任を個人で背負えるというのですか」

「西暦二〇九五年十月三十一日の段階では、私は特務士官であり、あの時は国防軍の命令で大だい亜あ連れん合ごう艦隊を攻撃しました。時系列を無視するのは詭き弁べんであるということくらい、賢明な佐さ伯えき少将閣下には申し上げるまでも無いと思います」

　達たつ也やに指摘されるまでもなく、苦しい言い分だと佐さ伯えき自身分かっていたのだろう。

「過去ではなく、これからのことです！」

　彼女のセリフは、少々意味不明なものだった。

　佐さ伯えきはすぐに言葉が足りなかったことに気付いて、達たつ也やから指摘を受ける前に、早口気味に反論を続けた。

「貴方あなたは先程、政府に所属しなくても国家の為ために戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうを使うと言いましたね？　その結果に対する責任を、個人で負うのかと言っているのです」

「閣下、それは順番が逆です。国家の為ために戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう、マテリアル・バーストを使う際には、国家が──政府がその責任を負うという確約を得てから使います。私は国家の代わりに個人で責任を負う程、お人ひと好よしではありません」

　佐さ伯えきが達たつ也やを睨にらみ付つける。

　睨にらむだけで、彼女の口から達たつ也やを論ろん駁ばくする言葉は出てこない。

　ここに弁論の審判がいたなら、達たつ也やの勝利を宣言したに違いなかった。

「これまで、およそ五年間。お世話になりました」

　達たつ也やは佐さ伯えきを論破する為ためにここへ来たのではない。今の論戦は正直なところ、彼にとって余計な手間でしかなかった。佐さ伯えきが退役届を素直に受け取っておけば、必要の無いものだったのだ。

　無論達たつ也やは、自分が軍から離れるのを佐さ伯えきが笑顔で認めるとも考えていなかったが。

「──風かざ間ま中佐、大黒特尉を拘束しなさい」

　佐さ伯えきが、達たつ也やの予測したとおりの命令を風かざ間まに下す。

　達たつ也やは佐さ伯えきが、最初からこう出るだろうと考えていたのだった。

「隊長」

　佐さ伯えきの命令に、真っ先に反応したのは風かざ間まではなかった。

　柳やなぎ少佐が、動こうとしない直属の上官に命令を求める。

「──柳やなぎ、やれ」

　風かざ間まの命令で、柳やなぎ少佐とその配下の兵士──兵士と下士官──が動いた。

　狭い室内だ。派手な魔法は使えない。

　いや、達たつ也やの方にはこの部屋を破壊して脱出するという選択肢もあった。だが柳やなぎたち独立魔法大隊の隊員は所属する旅団の、最高司令官の執務室に損害を与え、その主である佐さ伯えき少将を巻き添えにする可能性を恐れないわけにはいかない。彼らは自分の肉体を制御する魔法と、接触により攻撃を叩たたき込こむ魔法のみで、達たつ也やに襲い掛かった。

　兵数は、柳やなぎを含めて四。風かざ間まはまだ、動いていない。

　最初の一撃を放ったのは、柳やなぎだった。

　右足で踏み込み、右手を突き出す。

　鳩尾みぞおちに向かって通常の打法より拳一つ分以上伸びてくる柳やなぎの順突きを、達たつ也やは躱かわし切れず左手の掌てのひらで受け止めた。

　柳やなぎの右拳が達たつ也やの左手を押し込む。

　その力は正確に達たつ也やの重心軸へ向けられており、右にも左にも逸そらせない。

　腹まで完全に押し込まれてしまわないよう、達たつ也やが左手に力を入れる。

　右拳と左手で圧おし合ったまま、達たつ也やと柳やなぎの動きが止まった。

　そこへ柳やなぎの部下が左右から襲い掛かる。

　達たつ也やは移動魔法で、体勢を維持したまま後退した。

　柳やなぎは右足をそのままに今度は左足で踏み込み、左手を突き出す。

　達たつ也やはその掌底突きを、躱かわさなかった。

　ブロックすることもなく、身体からだで受けた。

　柳やなぎの左掌底が、達たつ也やの右脇腹に食い込む。掌てのひらから伝わる感触に、柳やなぎは眉を顰ひそめた。

　肋ろつ骨こつを、折った感触。

　柳やなぎの掌底突きは、達たつ也やの骨折を招いた。

　こんなに簡単に攻撃が決まるとは、柳やなぎは予想していなかった。

　その所為せいで、柳やなぎの反応が遅れる。

　停滞は、一瞬にも等しいわずかな時間。だがその半秒にも満たない時間の内に、達たつ也やの右手が柳やなぎの顔面を捉える。

　腰の入らない、手だけで繰り出された掌底打ち。

　牽けん制せいにしかならないはずのその一打が、柳やなぎをよろめかせ、片膝を突かせる。

　タネはフラッシュ・キャストによる移動魔法。

　達たつ也やは自分の右手を魔法で動かして、柳やなぎに一撃を食らわせたのだ。

　これは十と三み束つか鋼はがねが得意とする魔法『セルフ・マリオネット』の部分模倣。『セルフ・マリオネット』を完全に真似まねできない達たつ也やが、右腕だけに限定して再現したものだ。

　柳やなぎの右手が離れると同時に、達たつ也やの骨折は無かったことになった。『再成』による自己修復だ。

　ダメージを消した達たつ也やが、柳やなぎを追い打ちを掛けるべく足を踏み出す。

　しかし彼は、追撃を中断しなければならなかった。

　柳やなぎの部下、三人の兵士が三方向から一斉に、達たつ也やに襲い掛かった。

　独立魔装大隊でも格闘戦能力を柳やなぎ少佐が特に鍛えた小隊の隊員だ。三対一では、達たつ也やも分が悪い。完全に囲まれる前に、達たつ也やは大きく跳んで扉の前に着地した。

　達たつ也やが、司令官室出入り口の扉を背にして立つ。

「逃がすな！」

　ダメージから回復した柳やなぎが部下に叫び、自らも立ち上がって床を蹴る。

　佐さ伯えきがデスクのコンソールを操作した。おそらく、扉を遠隔ロックしたのだ。

　扉は外開きの、見掛けは木製、実は木製パネルで表面を飾った特殊鋼板製。

　達たつ也やはドアのノブに、手を掛けなかった。

　迫る柳やなぎに、自ら突っ込む。

　柳やなぎの右手が、達たつ也やの胸にあてがわれる。

　達たつ也やの右手が、柳やなぎの胸にあてがわれる。

　鏡に映したように、ではなく、撮影と同時に投影した立体映像のように、二人は全く同じ構えから同じ攻撃を繰り出した。

　掌てのひらから、相手の心臓に振動波を送り込む。振動系魔法を使った格闘戦技だ。

　威力は、柳やなぎが勝った。

　だが、効果に大差は無い。

　二人ががくりと膝を折る。

　柳やなぎはそのまま床に両膝を突き、

　達たつ也やは崩れ落ちること無く体勢を立て直した。『再成』によって、ダメージを無かったことにしたのだ。

　両膝に加えて左手を床に突き、右手で胸を押さえて額に脂汗を滲にじませる柳やなぎと、目を見張って立たち竦すくむ彼の部下の横をすり抜けて、達たつ也やは部屋の奥に進む。

　佐さ伯えきのデスクへ。

　達たつ也やの視界が塞がれる。

　風かざ間まが彼の前に立っていた。

　風かざ間まが何時いつ動いたのか、達たつ也やには分からなかった。

　達たつ也やは停止ではなく、前進を選択した。

　達たつ也やと風かざ間まが交差する。

　達たつ也やの身体からだが、宙を舞った。

　達たつ也やが佐さ伯えきのデスクに叩たたき付つけられる。デスクの天板ではなく前面に衝突して達たつ也やの身体からだが床に転がる。

　風かざ間まは、振り返らない。

　達たつ也やは風かざ間まの方を向いて、何事も無かったように立ち上がった。

「……肉を切らせて骨を断つ、か」
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　風かざ間まの言葉に、

「いえ、相討ちでした。ただ、俺にはダメージを消す手段がある。その違いです」

　達たつ也やが事実だけを伝える口調で応える。

　良く見れば、風かざ間まの両足は細かく震えている。彼は倒れそうになる身体からだを懸命に支えていた。

　達たつ也やは投げられた瞬間に、摑つかまれた腕を作用点にして振動波を送り込んでいたのだ。

　柳やなぎに浴びせたものより、ずっと強力な振動魔法だ。いくらフラッシュ・キャストでも、一瞬で発動を終えるというわけにはいかない。そんなことをしていれば、受け身を取る時間的な余裕が無くなる。自動的に作動する自己修復能力があるからこそ可能な真似まねだった。

　達たつ也やが振り返り、佐さ伯えきへ手を伸ばす。

　佐さ伯えきは咄とつ嗟さに、拳銃を隠した引き出しに手を掛けた。

　達たつ也やの手が、デスクのコンソールに到達した。

　予想を外されて、佐さ伯えきが硬直する。

　扉のロックを解除し、達たつ也やが身を翻ひるがえす。

「師匠に勝ったのは、まぐれではなかったか」

　扉に向かう達たつ也やの背中に、風かざ間まが話し掛けた。

「あれは俺の負けです。まだまだ、師匠には勝てません」

　達たつ也やはそう応えながら、柳やなぎの横を通り過ぎる。

　柳やなぎは、動けなかった。いや、動かなかった。

　達たつ也やが司令官室を後にする。

　扉が閉まると同時に風かざ間まが片膝を突き、彼の許もとに二人、柳やなぎの許もとに一人、部下が駆け寄った。




　達たつ也やが去って、およそ二分。

　呼吸を整え、風かざ間まが立ち上がった。

「柳やなぎ少佐を医務室に連れて行け」

「ハッ」

　柳やなぎは素直に部下の肩を借りて、司令官室を出て行く。

「お前も下がれ」

「分かりました」

　一人残った下士官も、風かざ間まが下がらせる。司令官室は、佐さ伯えきと風かざ間まの二人きりになった。

「……中佐、本気を出しませんでしたね？」

　質問の形で、佐さ伯えきが風かざ間まを非難する。

「手は抜きませんでした」

　風かざ間まは、本気を出さなかったという指摘については、否定しなかった。相手を殺さず、建物も調度品も壊さず。こんな条件の下で「本気」は出せない。それは柳やなぎも、達たつ也やも同じだ。

　相手と同じ条件で、風かざ間まは許される範囲内の全力で達たつ也やを取り押さえようとした。その結果の敗北だ。「本気を出せなかった」などという負け惜しみを口にするのは、風かざ間まにとって恥ずべき醜態。同時に命令を果たせなかったのも事実だ。上官の非難に、それ以上反論するつもりは無かった。

「……逃げられてしまったものは仕方がありません。逮捕令状を取るのは無理ですから、密出国だけは阻止するように、今後は監視を強化します」

　風かざ間まを責めても愚痴にしかならないと佐さ伯えきも分かっているのだろう。彼女は自分に言い聞かせるようにそう言って、今の一件を不問とした。

「ありがとうございます。ところで閣下、これはどうするのですか？」

　風かざ間まがデスクに置いたのは、達たつ也やがぶつかった衝撃で床に落ちていた「退役届」だ。

　佐さ伯えきはその封筒を手に取ると、無言でデスク横のシュレッダーに放り込んだ。

「よろしいので？」

「本人も言っていたように、彼は正規の士官ではありません。元々国防軍に正式な籍は無いのですから、退役届自体が無意味な物です」

「では、達たつ也やの階級返上については、黙殺すると？」

「いいえ。本日付で特務規則に基づく『大おお黒ぐろ竜りゆう也や特とく尉い』の登録を抹消させます」

　佐さ伯えきの決定は、風かざ間まにとって意外なものだった。彼は「よろしいので？」と同じフレーズをもう一度使って、上官の真意を確かめた。

「忠誠心の無い兵士は、いても有害なだけです。軍の後ろ盾が必要無いと言うなら、思いどおりにさせてあげましょう」

　佐さ伯えきのセリフは、達たつ也やに対する思おもい遣やりから出たものではない。彼女の声は、今にも怒りで震え出しそうだった。





◇　◇　◇






　北西ハワイ諸しよ島とうパールアンドハーミーズ環かん礁しよう米軍基地、現地時間十八日午後八時。

　光み宣のるは水み波なみの病室にいた。日はすっかり落ちているが、部屋の灯あかりは点つけていない。眠っている水み波なみの邪魔をしない為ためだ。

　彼女は昨日からずっと眠り続けているわけではないが、目を覚ましている時間の方が随分と短い。魔法演算領域のオーバーヒートが、肉体よりも精神の力を消耗させているのだ。意識の活力が失われている所為せいで、覚醒状態を維持できないのである。

　この基地にも軍医はいる。だが光み宣のるは、医者の治療に期待していなかった。医療技術の問題ではない。水み波なみの疾患は、現代医学では治療できないと分かっているからだ。

　無意識領域に存在する魔法を構築する為ための精神機能、魔法演算領域には、人間に備わった他の能力と同様、処理可能な限界が存在する。この限界を超えた要求を処理し続けると、魔法演算領域という精神の一機能が損なわれるだけでなく、障しよう碍がいは精神全体から肉体にまで波及し、やがては死につながる。それを防ぐ為ために、魔法演算領域には能力限界を超えた処理を停止させる安全弁が存在する。

　しかし肉体が時に、耐久力の限界を超えたパワーを発揮するように、魔法演算領域も瞬間的に限界を超えた処理を行ってしまうことがある。この時、安全弁が回復不能なまでに破損してしまうと、魔法演算領域の過負荷処理、オーバーヒートが起こりやすくなる。水み波なみを蝕むしばむ病の正体がこれだ。

　精神の無意識領域にある魔法演算領域は、魔ま法ほう師しにとってもパラサイトにとっても、今はまだブラックボックス。その機構を修復することは現段階で不可能だ。魔法演算領域の安全弁が破損してしまった魔ま法ほう師しがオーバーヒートで命を縮めないようにする為ためには、魔法を使わない以外にない。

　だが水み波なみは、魔法を使ってしまった。それも強力な、言い換えれば自身への負担が大きな魔法を。光み宣のるの、目の前で。

（人間の心と身体からだが魔法の行使に耐えられないなら、もっと魔法に適した、人間以外の存在に変わるしかない……）

　これが唯一の正解だと光み宣のるは考えている。どんなに知恵を絞っても、それ以外の解決策を彼は考え出せなかった。

（このままでは、水み波なみさんは……）

　もう、水み波なみをパラサイトに変えてしまうしかないと、光み宣のるの心の中で囁ささやく声がする。それは意識を共有しているパラサイトの声では、断じてなかった。水み波なみを死なせたくないと願う光み宣のる自身の声だ。

　しかしその一方で、水み波なみとの約束を破るのかと自身を詰なじる自分がいる。本当に、他に手立ては無いのかと足あ搔がく光み宣のるも、彼の中に存在する。

　答えは既に出ている。どんな治療も、応急処置にしかならない。今から魔法を封じたところで、現在の症状を改善させることにはつながらない。

　パラサイトになる以外に、最終的な解決策は無い。

（彼女が魔法を使ったのは、僕の所為せいだ）

（僕がもっとしっかり周りを見ていれば、水み波なみさんに魔法を使わせることはなかった）

　水み波なみが眠っているベッドの脇で、光み宣のるは項うな垂だれ、自分を責めていた。

（僕は、どうすれば良いんだ……）

　夜がもたらした闇の中で、光み宣のるは苦悩に頭を抱えた。

　不意に光み宣のるが、顔を上げる。

　自分の中で答えが出たのではない。

　魔ま法ほう師しとしての感覚が、彼に異常を告げた。

（暗い……。ただの闇じゃない）

　闇の性質が変わっている。

　ただ光が無いだけではない。

　少なくとも一秒前までは、部屋の照明は消えていても完全な暗闇ではなかった。

　ドアの隙間から漏れる廊下の明かりで、ベッドも、そこに横たわる水み波なみも、ぼんやりと見えていた。

　だが今は、何も見えない。

　光み宣のるを取り巻く全てが、闇の中に沈んでいる。

　否。彼が、闇に吞のみ込こまれている。

（──認識阻害魔法か!?）

　この闇は自分に向けられた魔法的な攻撃だ。光み宣のるはそう直感した。

　光み宣のるは『精霊の眼エレメンタル・サイト』で敵の正体を見極めようとした。

　だが、「視み」えない。敵の正体が分からないだけでなく、魔法的な視力までが闇に遮られている。

（精神にまで及ぶ……いや、違うな。精神サイドから敵の感覚を遮断する魔法か）

　光み宣のるは狼ろう狽ばいしなかった。彼には知識がある。九く島どう家けの知識と、周しゆう公こう瑾きんの知識が。五感を遮る魔法も、五感外知覚を阻害する魔法も、光み宣のるは知っている。彼が使う『仮装行列パレード』は、その両方を欺く魔法だ。

（「眼め」を塞がれただけだ。それ以外に害はない）

　相手の索敵能力を潰して、それで終わりということはないだろう。光み宣のるは精神干渉魔法に対する防壁を張って、敵の出方を窺うかがうことにした。

　長く待つ必要はなかった。

　闇の中に、声が響く。鼓膜を破るような大音声ではなかったが、意識の中に無理矢理浸透してくるような、暴力的な声だ。

　その声は、明確な言葉ではなかった。日本語でも英語でも他のどの国の言語でもなかった。

　それは、意味を直接伝えてくる「響き」だった。

『聞け……！』

　その声は、そう訴えているように聞こえた。

『拒むな……！』

　その声は、そう訴えているようにも聞こえた。

　だが一体何を聞けというのか。何を拒むなと言っているのか。

　光み宣のるは魔法の強制力ではなく、かき立てられた好奇心で、その声に耳を傾けた。

　自発的に意識を向けることで、伝わってくる意味──意思が、具体性を増す。

『我が声を聞け！』『我らが声を聞け！』

　我、であり、我ら。その声は一人のものであり、複数のものでもあった。

　それだけで光み宣のるには、この声の主がパラサイトだと分かった。

『我が意識を拒むな！』『我らが意識を拒むな！』

　光み宣のるはパラサイトの集合的な意識との同化を、魔法の防壁で拒んでいる。九く島どう家けがパラサイドールを従える為ために開発した魔法の応用で、光み宣のるの中にもあるパラサイトの集合的な意識に「入ってくるな」と命じてあるのだ。

　その魔法を解けと、この声は光み宣のるに強制しようとしている。

（術者は二人）

　パラサイトの意識が集合的なものであるという事実とは別に、光み宣のるに対して精神干渉魔法攻撃を行っている魔ま法ほう師しが単独行動ではなく二人で連携しているということも、魔法の波動から分かった。「眼め」は使えなくなっているが「手触り」で、彼は使われている魔法の性質を読み取った。

（精神操作……強力な催眠術のような魔法だな、これは）

　自分の意識を操ろうとしている魔法を、光み宣のるはそう分析した。

（一人が「眼め」を塞ぎ、もう一人が暗示を掛ける）

　このまま手探りで反撃することもできる。

（まずはこの「闇」を無力化する！）

　だが彼は今後の為ために、敵の魔法を完全に破って力の差を見せつけることにした。

　光み宣のるが選択した魔法は『仮装行列パレード』。この魔法は本来、敵に捕捉されない為ためのものだが、既に相手が作り出した「闇」の中に囚とらわれていても、『仮装行列パレード』を使うことに躊躇ためらいは無かった。

（相手が達たつ也やさんでなければ！）

　光み宣のるには、たとえ敵の手中にあろうとも、相手が達たつ也やでなければ自分の『仮装行列パレード』で行方をくらます自信があったのだ。

　それは、思い上がりではなかった。
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「むっ？」

「動いた？」

　パールアンドハーミーズ基地の一室で、同時に男性二人の声が上がった。

　前者はケヴィン・アンタレス少佐、後者はエリヤ・サルガス中尉の声だ。

　アンタレス少佐はスターズ第十一隊の隊長、サルガス中尉は同隊の一等星級隊員。二人とも精神干渉系魔法を得意とする魔ま法ほう師しであり、二次感染で人間から変化したパラサイトだ。

　パラサイトになっても、得意とする魔法は変わっていない。むしろ、得意魔法に特化傾向が見られる。

　アンタレスは多人数の精神に同一の作用を及ぼす魔法を得意としており、サルガスは標的を一人に絞って精神に強力な攻撃を加える魔法を得意としている。

　光み宣のるの精神を「闇」に閉じ込めたのはアンタレスの魔法『ニュクス』。精神の知覚機能に干渉し、視覚情報と聴覚情報を遮断する幻覚フィールドを創り出す、アンタレスの切り札とも言える魔法だ。

　このフィールドに捉えられた相手は、見ても見えず、聞いても聞こえない状態に落とされる。その効果は肉体が取得する視覚と聴覚に限定されない。精神が視覚と認識する情報、聴覚と認識する情報の全てに及ぶ。その結果として、魔ま法ほう師しが視覚的に捉えているエイドスの情報も聴覚的に捉えている想子サイオン波は動どうの情報も認識できなくなる。五感だけでなく、第六感以上の感覚も「闇に包まれる」のである。

　アンタレスがこの魔法で光み宣のるの遠隔照準を封じて反撃の魔法を撃たせないようにして、安全が確保された状態でサルガスが光み宣のるの精神の防壁を崩すのが二人の作戦だった。

　彼らの計画どおり、光み宣のるからの反撃は無かった。

　ところが、ここまで連れてきた少女の側を離れないはずの光み宣のるが、病室から廊下に出て高速で移動し始めた。少なくとも、アンタレスとサルガスの魔法的知覚にはそう映った。

　光み宣のるが連れの少女を見捨てたとは考え難にくい。

　アンタレスの『ニュクス』は個人を標的とするものではなく、物理的なエリアを対象に設定することで、そこに含まれる複数の人間を吞のみ込こむ性質の魔法だ。光み宣のるはそれを覚さとって、いったんエリア外に出ることで魔法の遠隔照準能力を回復し、自分に精神攻撃を加えている魔ま法ほう師しに反撃するつもりだろう。──アンタレスは、光み宣のるの行動をそう解釈した。

「対象に追随する」

　アンタレスは部下を危険に曝さらさないように、光み宣のるの移動に合わせて『ニュクス』の幻覚領域を移動させた。

「了解です、隊長」

　サルガスもまた、移動する光み宣のるを魔法の標的として追い掛けた。
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　光み宣のるが『仮装行列パレード』を発動した直後。魔法の闇が消えて、夜の闇が戻ってきた。

　闇を作り出す魔法が途切れたのではない。精神サイドから知覚を奪う魔法の作用エリアが光み宣のるから外れたのだ。光み宣のるはこの場を動かぬまま、自分の位置情報を動かした。敵もまた情報上の光み宣のるを追い掛けて、魔法の照準座標を動かしたのだった。

　この反応の早さは敵の、魔ま法ほう師しとしての技量の高さを示している。

　技量が高いからこそすぐに、光み宣のるの術中に落ちた。彼の計算どおりに。

　続けて光み宣のるは、空間を超えて、想子サイオン光こうを媒体とする精神干渉系魔法を放った。

　魔法の名称は『フォボス』。恐怖そのもののイメージを喚起する色彩を持つ想子サイオン光こうを、相手の魔法的な視覚に直接浴びせる魔法だ。媒体を必要とせず直接恐怖を叩たたき込こむ『デイモス』という魔法もあるのだが、こちらは今のところ光み宣のるのレパートリーに無い。

『フォボス』に、致死的な効果は無い。だがこの魔法を浴びた者は心理的耐久性に関係なく激しい恐怖に捕らわれ、精神が著しく衰弱する。恐怖に対する耐久訓練を受けた者も『フォボス』がもたらす恐怖から逃れることはできない。幾ら恐怖を抑えようとしても、恐怖そのものが自分の心の奥底から湧き上がってくるのだから。

『フォボス』発動後、まず『仮装行列パレード』を発動するまで光み宣のるの精神防壁を攻撃していた「声」の魔法が、途切れたのが分かった。続けて、自分を閉じ込めていた「闇」の消滅を光み宣のるは観測した。どちらの魔法も既に、光み宣のるには何の影響も与えていなかった。彼にとっては『仮装行列パレード』が創り出したダミーに作用していた魔法を、術者が維持できなくなったというだけだった。
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「アンタレス少佐!?　どうされました!?　サルガス中尉も、一体何があったのですか!?」

　背もたれを倒した椅子の上で激しく身をよじり、座っていた椅子ごと床に倒れた二人にスピカ中尉が狼ろう狽ばいした声を掛ける。彼女には、二人がいきなり痙けい攣れんの発作に襲われたようにしか見えなかった。

「今のは……『フォボス』か」

　先に身体からだを起こしたアンタレスが、呻うめきながら呟つぶやく。

「……同感です、隊長」

　サルガスが片手で押さえた頭を苦しげに振りながら、アンタレスの言葉に同意する。

「九く島どう光み宣のるの精神干渉攻撃ですか!?」

　スピカの叫びには「一体どうやって!?」という疑問も含まれていた。肉眼で見えない相手に魔法を掛ける為ためには、情報次元で標的の「姿」を捉えなければならない。特に『フォボス』は想子サイオン光こうを相手に直接浴びせることで成立する魔法だ。イメージを直接叩たたき込こむ『デイモス』ならともかく『フォボス』による遠隔攻撃の為ためには、情報次元経由で標的の座標を正確に把握する必要がある。『ニュクス』により視覚を阻害された状態で、可能な芸当ではなかった。

『アンタレス少佐、サルガス中尉、それとスピカ中尉』

　そこへ、頭が割れそうになる程に強い──「音量が大きい」ではなく──念話が三人の意識に届いた。

『ミスター九く島どう。何か用ですか』

　スピカが顔を顰しかめながら返答する。つい先程まで光み宣のるを攻撃していたアンタレスやサルガスが応えるより、自分が返事をした方が良いいと彼女は判断したのだった。

『レイモンドも聞いていると思うから、一度しか言わない。僕には、君たちを支配下に置く意思は無い』

　スピカの心臓が跳ね上がる。彼女が恐れ、アンタレスが同じ懸け念ねんを懐いだいたのは、まさにその可能性だった。彼女たちは、光み宣のるの意識にアクセスできない。アクセスできないということは、干渉できないということだ。しかし光み宣のるは、彼女たちの意識にアクセスできる。光み宣のるがその気になれば、スピカが自分では気付かない内に、彼女の意識に手を加えることができる。

　それはあくまで「理屈の上ではできる」というだけであり、実際に一人のパラサイトが他のパラサイト全てを支配することが可能かどうかは分からない。だが日本人の光み宣のるに支配されるかもしれないという可能性は、ＵＳＮＡの軍人であるスピカたちにとって、決して無視できないものだった。

『だから二度と、僕の心に干渉しようとするな。僕は誰も支配しない。僕は、誰にも支配されない』

『……分かった』

　光み宣のるに答えを返したのは、アンタレスだった。

『二度とこのような真似まねはしない。非礼を謝罪する』

『謝罪を受け取ります。僕の方も、手荒な真似まねをしてすみませんでした』

　光み宣のるの念話は、それで切れた。

「手荒な真似まねか……」

　アンタレスが苦々しく呟つぶやく。

　彼の声には、そしてそれを聞いていたサルガスの表情には、敗北感が滲にじんでいた。








［６］






　七月二十日、土曜日。今日は一学期最後の日だが、達たつ也やは今日も登校しないつもりだった。だからといって彼は、朝遅くまで惰眠を貪ったりはしない。午前六時半。達たつ也やはいつもどおり深み雪ゆきと、それに最近始まった日常だがリーナとの三人で、朝の食卓を囲んでいた。

「お兄様、どうぞ」

　登校前だというのに、深み雪ゆきが朝食を終えた達たつ也やに自分の手で淹いれたコーヒーを差し出す。

　達たつ也やは「ありがとう」と応えてカップを受け取り、すぐに自分の唇へと運ぶ。

「美味うまい。深み雪ゆきが淹いれてくれるコーヒーをしばらく飲めなくなるのは辛つらいな」

　達たつ也やの言葉を聞いて、席に戻った深み雪ゆきが寂しげに俯うつむく。

　リーナは次のセリフを予想して思わず姿勢を正していた。

「今日、予定どおり、巳み焼やき島しまから北西ハワイ諸しよ島とうに向かう」

　ワイアット・カーティス上院議員が巳み焼やき島しまに駆逐艦を向かわせると約束したのは、今日の午後だ。あれからカーティスとは連絡を取っていないが、彼が寄越したスケジュールに狂いがなければ、今日の夜にはミッドウェー島へ、そしてパールアンドハーミーズ環かん礁しようへ向けて出航することになる。

「……はい」

　深み雪ゆきの声は少し辛つらそうだ。単に寂しさを堪こらえてるのではなく、達たつ也やのことが心配なのだろう。

「リーナ。俺が留守の間、深み雪ゆきを頼む」

　心配しているのは、達たつ也やも同じだった。

「ええ、任せて。その代わりタツヤ、ベンのことをお願い」

　達たつ也やがリーナに深み雪ゆきの護衛を依頼し、リーナが達たつ也やにカノープスの救出を頼む。既に何度も交わされた約束をこの場でもう一度確かめ合うのは、達たつ也やが午前中に──二人が学校から帰ってくる前に巳み焼やき島しまへ出発するからだ。

「任せろ。カノープス少佐のことも、水み波なみのことも」

「はい……。お願いします、お兄様」
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　巳み焼やき島しま、午後二時。

　達たつ也やは島の北東岸に新しく建設したばかりの港、その埠ふ頭とうに立って海を見ていた。水平線に隠れて見えないが、彼が目を向けている先、接続水域にＵＳＮＡのヘリコプター駆逐艦『マシュー・Ｃ・ペリー』が停泊しているはずだ。達たつ也やはそれを警備隊から聞いて──警備隊は駆逐艦の艦長から通信を受けて知った──、埠ふ頭とうに出てきたのだった。

『マシュー・Ｃ・ペリー』は三日前、ワイアット・カーティスが達たつ也やに約束した駆逐艦だ。十九世紀半ば、日本に開国を迫った「黒船」を率いた提督の名を戴いただく艦を寄越したことに他意は無い、と思われる。

　達たつ也やは見えないはずの軍艦を見物する目的で埠ふ頭とうに立っているのではない。彼の右隣では、小型艇が出港準備を進めている。彼はこの船で駆逐艦へ向かう予定だった。

「司し波ばさん、準備が完了しました」

　真夏の日差しの下で待つこと五分強、船長が達たつ也やを呼びにくる。小型艇といっても全長十～二十メートルのプレジャーボートではなく、全長五十メートル、定員二十名の、元々警備艇として建造された船だ。二十人もクルーがいてわざわざ船長が呼びに来たのは、この島における達たつ也やの立場を反映している。

　単に、四よつ葉ば家け直系、次期当主の婚約者という理由だけではない。彼はこの島に建設されている恒星炉プラントの中心人物だ。それに加えて、今月上旬に攻めてきたパラサイト部隊の主戦力を一蹴した実力を、あの時島に滞在していた人間は知っている。全員が達たつ也やに敬意を持っているとは限らないが、彼を軽視できる者は最も早はやいなかった。

「危険な航海ですが、よろしくお願いします」

　達たつ也やが船長に向かって頭を下げる。

「承知しております。距離は短くとも決して油断しないよう、クルー全員に言い聞かせてあります」

　船長が達たつ也やに敬礼で応える。ただ彼は、達たつ也やが「危険な航海」と表現した意味を、多分正確には理解していない。武装していない船で他国の軍艦のすぐ側まで接近する、一般的な危険だと考えていたに違いない。

　達たつ也やはここでも詳しく説明せず、もう一度頭を下げて小型艇『落らく陽よう丸まる』に乗り込んだ。




　達たつ也やは東とう道どうが用意し八や雲くもから受け取った公用旅券で出国手続きを済ませている。正確に言えば、旅券を受け取った時点で法的な手続きは完了していた。名目は「トーラス・シルバーこと司し波ば達たつ也やが技術協力でＵＳＮＡに赴く」こと。達たつ也やがディオーネー計画に参加していたら、多分この形式になっただろう。無論今回は、ディオーネー計画とは関係無い。核融合炉に関する技術を同盟国・ＵＳＮＡに提供するということになっている。

　駆逐艦『マシュー・Ｃ・ペリー』は、重要な技術協力者の護衛で派遣されている建前だ。達たつ也やが乗っている小型船とＵＳＮＡの駆逐艦は東へ併走し、日本海溝に差し掛かった辺りで達たつ也やが『マシュー・Ｃ・ペリー』に移乗する渡航計画になっている。

　東とう道どう青あお波ばの協力が得られたことで、達たつ也やの出航は書類上、何の問題も無いものになっている。書類に記載されている内容は目的も目的地も噓うそなので法的には大問題だが、それが発覚するのは事が終わった後だ。今の時点では、未遂罪に問う証拠が無い。

　とはいえ沿岸警備隊が領海内で臨検を行うのは、警備艦の権限内だ。警備艦『粟あ国ぐに』が『落らく陽よう丸まる』に臨検目的で停船を命じるのは、表面的におかしくはない。

　駆逐艦『マシュー・Ｃ・ペリー』は巳み焼やき島しまの海岸線を基準とする領海のすぐ外に停泊している。『落らく陽よう丸まる』が沿岸警備隊に停船を命じられた位置は、領海と接続水域の境界線のわずかに手前だ。そして警備艦『粟あ国ぐに』は『マシュー・Ｃ・ペリー』と『落らく陽よう丸まる』の間に西から割り込むような航路で接近している。

　達たつ也やは『落らく陽よう丸まる』の甲板上で『粟あ国ぐに』の接近を見詰めていた。

「司し波ばさん、甲板は危険です。キャビンに戻られた方が……」

　後方から達たつ也やに話し掛けたのは、近付いてきた船長だ。そのセリフは言葉だけでなく、声も心配そうなものだった。

　確かに少々波が高い。台風が小お笠がさ原わら諸しよ島とうの西を北上しているので、その影響だと思われる。体勢を崩すほど大きく揺れているわけではないが、船長から見れば達たつ也やは海の素人だ。万が一のことを懸け念ねんしても無理はなかった。

「分かりました」

　ここで船長に余計な精神的負担を掛けても仕方がない。達たつ也やは大人しく、彼のアドバイスに従った。




　達たつ也やに与えられたキャビンは左舷にある。警備艦は北上する『落らく陽よう丸まる』の西から、つまり左舷側から近付いているので、窓からその様子が見えている。

　もっとも、たとえキャビンが右舷にあっても達たつ也やは観察に不自由しなかっただろう。彼は『粟あ国ぐに』の情報を、甲板上で視認していた時から継続的に「眼め」で追跡している。

　達たつ也やは肉眼と『精霊の眼エレメンタル・サイト』で、警備艦が止まらずに突っ込んでくるのを認めた。

（……偶然にしてはできすぎだ。本家からこの部屋の位置がリークされていたのか？）

　達たつ也やは特に慌てることなく、そう考えた。

　警備艦『粟あ国ぐに』は、舳へ先さきを達たつ也やのキャビンに向けながら真まっ直すぐ突っ込んでくる。

　彼は何もせずに、それを見ていた。




　警備艦の舳へ先さきが『落らく陽よう丸まる』の左舷、ちょうど達たつ也やのキャビンがある辺りに突き刺さった。




　対艦ミサイルと高速大型魚雷の発達で戦闘艦の重装甲は意味を失った。今世紀の軍事艦艇は必要最低限の装甲を纏まとうだけで、防御面を対空砲撃と魚雷迎撃、ステルス性と機動力に頼っている。

　だが沿岸警備隊の艦艇が相手にするのは対艦攻撃機や潜水艦、無人魚雷艇ではなく小火器で武装した不法入国船団や工作船、海賊である。高威力の攻撃を受ける危険性が低い代わりに、先制攻撃で撃沈すると人権団体による国際的な非難を被こうむるリスクがある。

　相手が難民を装よそおった軍事組織の工作船だった場合、そうした非難は風評被害そのものだが、往々にして外交的に無視し得ないダメージをもたらす。相手が難民ではないという証拠を得てからでなければ、中々攻撃には踏み切れない。

　その為ため、警備艦艇はある時点から、機関砲や歩兵用ロケット砲の先制攻撃を受け止め、自棄やけを起こした不審船の体当たりに耐えられる装甲を備えるという、純軍事艦艇とは逆方向の道を進んできた。これは逆に言えば、体当たりで他の船を沈める船体を持つということだ。さすがに衝角ラムなどという時代錯誤な代物は備えていないが、不審船の逃走路を塞いでわざとぶつけさせ航行不能に追いやるのは、現代の国境警備隊艦艇が良く使う手口だ。

　だが『落らく陽よう丸まる』は既に停船していた。逃げ道を塞ぐのではなく、停とまっている船に自分から体当たりを仕掛けるのは警備艦のすることではない。

『落らく陽よう丸まる』も元は警備艇として建造が始まった船だが、途中、民間船への転用が決まった段階で装甲は省略されている。強固な装甲を持つ警備艦に激突されて、船体が耐えられるはずはなかった。

『粟あ国ぐに』の舳へ先さきがめり込んだ左舷から亀裂が広がる。最初に穴が開いた場所は喫水線の上だったが、亀裂は既に喫水線の下まで広がっている。『落らく陽よう丸まる』の沈没は、誰の目にも、最も早はや避けられない。ただ沈むだけでなく、船体が真っ二つに折れるのも時間の問題に思われた。




　五、六百メートル先では、ＵＳＮＡの駆逐艦が錨いかりを巻き上げている。『落らく陽よう丸まる』乗組員の救助に向かう為ためだろう。巳み焼やき島しまでは水上警察の艦艇が次々と出港している。

　一方『落らく陽よう丸まる』に致命傷を与えた『粟あ国ぐに』は、逆進を掛けて『落らく陽よう丸まる』から離れようとしていた。体当たりを前提とした装甲艦で、サイズも『落らく陽よう丸まる』が全長五十メートルに対して『粟あ国ぐに』が全長八十メートル。内部を支える構造材もそれに応じて太く、厚く、頑丈だ。外側から見る限り『粟あ国ぐに』に目立った損傷は無い。

　常識的には、いったん距離を取った後、『粟あ国ぐに』も救助に参加するはずだ。

　衝突が、事故ならば。

　だが警備船『粟あ国ぐに』はライフジャケットで海に漂う人々の最も近くにいながら、彼らを救おうとはしなかった。『落らく陽よう丸まる』との間に五十メートル程の距離ができても後退を止めようとはしない。それどころか、『粟あ国ぐに』の小型機関砲が『落らく陽よう丸まる』に向けられた。

　小型といっても戦闘機用より大きな口径を持つ機関砲は、『落らく陽よう丸まる』程度の小型民間船に対しては十分どころか過剰とも言える破壊力を持つ。逃げ遅れた者が船内に残っていれば、止めを刺す行為だ。

　炎が上がった。──砲口からではなく、機関砲の根元から。

　装塡されていた弾薬が一斉に爆発したのだ。

　接近するヘリから、青年が身を乗り出している。

　ラフな服装にラフな髪型をしたその青年は、左手でドア枠の上を摑つかんで身体からだを支え、右手で拳銃のような物を突き出していた。

　その青年の名は堤つつみ奏かな太た。四よつ葉ば分ぶん家け・新し発ば田た家け次期当主、新し発ば田た勝かつ成しげのガーディアンで調ちよう整せい体たい『楽師シリーズ』の第二世代だ。

　奏かな太たが右手に握る拳銃形態ＣＡＤの引き金を引く。拳銃であれば銃口に当たるＣＡＤの先端、その先三十センチの空間から警備船に向かって量子化された超音波のビームが伸びた。
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　振動系魔法『フォノンメーザー』。機関砲の弾薬を引火・爆発させたのは熱線化された超音波を撃ち出すこの魔法だった。

　警備船の前を横切ったヘリから放たれる『フォノンメーザー』が、残されたもう一門の機関砲を爆破する。

　警備船が回頭を始めた。『落らく陽よう丸まる』に止めを刺すのを諦めて、逃走に掛かったのだ。

　無論、巳み焼やき島しまに配備された四よつ葉ば家けの魔ま法ほう師しが『粟あ国ぐに』を見逃すはずはない。

　タンデムローターの輸送ヘリが西から『粟あ国ぐに』に接近し、兵員を降下させた。警備船の甲板に降り立った四よつ葉ば分ぶん家け・新し発ば田た家けの魔ま法ほう師したちは、船内の征圧を始める。

　しかしそれで、『落らく陽よう丸まる』の沈没が阻止されたわけではなかった。

　沈み行く小型艇の周りで水上警察艦艇による、そして駆逐艦『マシュー・Ｃ・ペリー』から下ろされたボートによる、懸命の救助活動が繰り広げられていた。
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　達たつ也やは今や、魔法工学技術者として高い知名度を得ている。その彼が海上テロの犠牲になったというニュースは、多くのマスメディアで採り上げられた。

　小型艇『落らく陽よう丸まる』を襲った警備船『粟あ国ぐに』は、国防海軍内の過激な反魔法主義者によって乗っ取られた状態にあったのが、巳み焼やき島しま警備隊の協力を得た水上警察の捜査により明らかになった。警備船『粟あ国ぐに』の反魔法主義者は、『落らく陽よう丸まる』の乗組員諸もろ共とも達たつ也やを暗殺しようと企てたと自供した、と報じられている。

　また達たつ也やは『落らく陽よう丸まる』沈没の五分後、着ている服を血ち塗まみれにした状態で海中から引き上げられた。彼はすぐに巳み焼やき島しまの病院に搬送され、集中治療室ＩＣＵに運び込まれた。

　達たつ也やの怪我けがを知った深み雪ゆきが病院に到着したのは、事件発生から一時間後。ＩＣＵの窓越しに、治療カプセルの中で横たわる達たつ也やの姿を目にした深み雪ゆきが泣きながら床に崩れ落ちた姿は、その映像を見た人々の涙を誘った。

　同時に、彼女の痛ましい姿を隠し撮りしたばかりか、それを放映したマスコミに対して「無神経だ！」という激しい非難の声が上がった。
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　七月二十日、午後九時。

　巳み焼やき島しまの地下には、偵察衛星や成層圏プラットフォームの監視をかい潜くぐって海中に出ることができる、地底港とでも呼ぶべき秘密施設がある。

　今、その水みず際ぎわに、無傷の達たつ也やが飛行装甲服『フリードスーツ』を着て立っていた。

　達たつ也やの真の力を知る者にとっては、意外でも何でもないはずだ。彼が先天的に使える二つの魔法の内の一つ『再成』は、自他問わず、生物・無生物を問わず、あらゆる損傷を無かったことにする。怪我けがを治すのではない。怪我けがを負う前の状態を復元し、そこから怪我けがを負わずに時間が経過した状態を実現する、事実上の時間遡そ行こうだ。

　この魔法は「怪我けがをしなかった状態」を創り出すだけではない。二十四時間以内であれば任意の時点からスタートした「現在の姿」を実現する。例えば、怪我けがをしている途中の状態を取り出して、本来負っていたはずの怪我けがより軽傷の状態を創り出すといった芸当も可能だ。

　警備艦の衝突により達たつ也やが重傷を負ったのは、噓うそではなかった。彼はいったん、致命傷にならない範囲に怪我けがの状態を書き換えて船と共に沈み、病院で処置を受けてから改めて怪我けがを無かったことにしたのである。

「お兄様」「タツヤ」

　二人の少女が彼に声を掛けながら、達たつ也やに歩み寄る。深み雪ゆきとリーナだ。リーナは正体がばれないよう、日中は髪と瞳を黒く、肌を小麦色に変えていたが、今は素顔に戻っている。

「深み雪ゆき、名演技だったな。御お蔭かげで怪しまれずに……は無理だが、邪魔されずに済みそうだ」

　病院には、達たつ也やの精巧なコピー人形を置いている。ＩＣＵの外側から見る限り、決して見分けは付かないだろう。達たつ也やの『再成』を知る者は彼が入院したままという「事実」に不審を覚えるだろうが、泣き崩れる深み雪ゆきの姿を見せられてＩＣＵに侵入しようとする猛も者さは、そうそういないはずだ。

「演技などではありません」

　達たつ也やの称賛に、深み雪ゆきが拗すねた表情でそっぽを向く。彼女にしては珍しい態度に、達たつ也やよりむしろリーナが驚いている。

「わたしは本当にショックだったのですよ。幾ら計画されていたこととはいえ、血ち塗まみれになったお姿を見せられて、わたしが平気でいられるとお考えでしたら大きな誤解です」

　深み雪ゆきが病院に来た時には、血だらけの服は脱がされて代わりに入院着と包帯で達たつ也やの身体からだは覆われていた。「血ち塗まみれになった姿」を深み雪ゆきは見ていないはずだ。

　しかし、それをこの場で指摘する程、達たつ也やは愚かではなかった。

「……すまない」

「怪我けがをしてみせることが効果的だったのは分かっています。入院しているということにしておけば、色々と都合が良いいというのも理解しております。ですが、もう……」

「分かった。二度とこんな策は使わない」

　深み雪ゆきの目に滲にじむ涙を見て、達たつ也やは慌てて約束した。

　深み雪ゆきがもたれ掛かるように、弱々しい勢いで達たつ也やの胸に顔を埋める。達たつ也やは抗あらがわず、深み雪ゆきを抱き止めた。

「……ねぇ。もう、良いい？」

　そっぽを向いていたリーナが、しびれを切らしたように顔を逸そらしたまま訊たずねる。

「気を遣わせたな」

　達たつ也やがそう答えると同時に、深み雪ゆきが彼の胸から離れた。

　深み雪ゆきの表情は、心なしかすっきりしていた。

　対照的に、リーナはやりきれないという顔だ。達たつ也やも深み雪ゆきも大真面目なのは分かっているのだが、それでもリーナは、予定調和の茶番を見せられているような虚むなしさを感じずにいられなかった。

「……で、行くのね？」

　ついつい愛あい想その無い言い方になったのはその為ためだ。だが彼女がこうして見送りに来たのは、深み雪ゆきのお付き合いではない。

「ああ、予定どおりだ」

「そう……。タツヤなら心配要らないと思うけど、気をつけて」

　そのセリフとは裏腹に、リーナの声音は不安を隠せていない。

「お兄様。無事のお戻りを、お待ちしております」

　続いて深み雪ゆきが、達たつ也やを一心に見詰めながらひたむきに言葉を紡つむぐ。

「約束しよう。お前に笑顔で迎えてもらえるよう、無傷で戻ってくる」

　深み雪ゆきの祈りに、達たつ也やは誓いで応えた。

「……ワタシは？」

　無視された格好のリーナが不平を鳴らす。

「俺のことは心配要らない。そうだろう？」

「し、心配なんかしてないわよ！」

　ニヤリと笑う達たつ也やに、リーナは顔を赤くして言い返した。

　達たつ也やと深み雪ゆきが、同時にクスリと笑う。

　リーナとしては不本意だろうが、一時の別れが湿っぽいものにならなかったのは彼女の御お蔭かげだろう。

「では、行ってくる」

　達たつ也やは完成したばかりの大型エアカーに乗り込んだ。定員が四人に増えただけでなく多くの戦闘用装備を搭載したＳＵＶタイプの車しや輌りようだ。

　運転席に座った達たつ也やが、背が低いＳＵＶの外見を持つ大型乗用車を発進させる。エアカーは十メートルほど水上を走った後、深み雪ゆきとリーナに見守られながらゆっくりと水中に沈んだ。
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　達たつ也やが操縦するエアカーは水中を東へ約五十キロ進み、海上に出た。そこから低空飛行に移行する。

　この新型エアカーの特徴は定員、可搬重量が増えたことよりも、ステルス性能の向上にある。恒星炉にも組み込まれている人造レリックの魔法式保存機能により、低出力でありながら高性能の音波遮断・電磁波迷彩魔法が、搭乗している魔ま法ほう師しの技量に依存せず、最大十二時間連続で発動される。

　低出力とは、低い事象干渉力でも所定の効果を発揮するという意味だ。それは魔法を探知されにくいということにもつながる。新型エアカーは音、光、熱、電波、磁気による探知のみならず、想子サイオンセンサーにも捉えられにくい性能を有している。

　ただこの車も、万能の乗り物ではない。宇宙飛行と水中航行の能力が付録的な機能である点は、第一世代の二人乗りと変わらない。幾らステルス性が高いといっても、空中よりは水中の方が発見されるリスクは低い。にも拘かかわらず達たつ也やが低空飛行に切り替えたのは、長時間の潜航が車しや輌りようにどんな悪影響を及ぼすか、はっきり分かっていないからだった。

　空を行くこと約五分、予定されたランデブーポイントに、その巨体は浮かんでいた。ＵＳＮＡ海軍が密ひそかに誇る原子力潜水空母『バージニア』。何故なぜ「密ひそかに」なのかと言えば、この潜水艦が国際条約で禁止された原子炉搭載戦闘艦だからだ。

『バージニア』の外殻上部が左右にスライドして開き、フライトデッキが現れる。達たつ也やはエアカーをそこに降ろした。

　駆逐艦『マシュー・Ｃ・ペリー』は囮おとりだ。

　ワイアット・カーティスが約束した北西ハワイ諸しよ島とうへの渡航手段は、この原潜空母だった。

　艦外殻のスライドハッチが閉まっていく。デッキクルーの指示に従って、達たつ也やはエアカーを格納庫に進ませた。クルーからＯＫサインが出て、達たつ也やはエアカーを降りる。そこへ歩み寄る、二つの人影。

「達たつ也や君、上手うまく抜け出せたようだね」

　達たつ也やに話し掛けたのは、堤つつみ奏かな太たを従えた新し発ば田た勝かつ成しげだった。彼らは警備艦『粟あ国ぐに』を乗っ取ったテロリストを制圧した後、救助活動を行っていたＵＳＮＡ駆逐艦のクルーに紛れて『マシュー・Ｃ・ペリー』に乗艦。そこから駆逐艦搭載ヘリで『バージニア』に連れてきてもらったのである。

「勝かつ成しげさん。来てくださって心強く思います」

「君を一人で外国の艦船に乗せられないよ。相手を信頼しているとか信頼していないとかではなく、君は四葉家にとってそれだけ重要な戦力だということだ」

「分かっています」

　勝かつ成しげが新し発ば田た家けの戦せん闘とう魔ま法ほう師しを引き連れて達たつ也やを北西ハワイ諸しよ島とうへ運ぶＵＳＮＡの艦船に乗り込むのは、あらかじめ計画されたことだった。理由は勝かつ成しげが言うとおり、万が一にも達たつ也やを四よつ葉ば家け以外の手に渡さない為ためだ。阻止対象には本人の意思による亡命も含まれる。

　深み雪ゆきが日本に残っている限り達たつ也やが亡命などするはずはないのだが、それが分かっていない者も一族の中にはいる。勝かつ成しげの派遣は達たつ也やの身を守る為ためというより、この作戦に反対する声を黙らせる為ためのものだった。

　とはいえ、援軍としての性格が皆無ではない。勝かつ成しげたちの任務は「達たつ也やを四よつ葉ば家け以外の勢力に渡さない」ことだ。ミッドウェーやパールアンドハーミーズで達たつ也やが米軍の手に落ちるような事態が起これば、勝かつ成しげが率いる新し発ば田た家けの魔ま法ほう師し部隊は達たつ也やの救出に向かう。

　何より「孤立していない」ということには大きな意味がある。

「作戦終了まで、よろしくお願いします」

「こちらこそ」

　達たつ也やが頭を下げ、勝かつ成しげも会え釈しやくでそれに応じた。
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　午後十時過ぎ、四よつ葉ば本ほん家け。

　薄手のナイトウェアにガウンを羽織った真ま夜やは、私室で葉は山やまから報告を受けていた。

「達たつ也や様は無事、勝かつ成しげ様と合流されました」

　真夏にも拘かかわらず三みつ揃ぞろえをきっちりと着込んだ葉は山やまが、精神感応者テレパス同士の通信により受け取ったばかりの情報を真ま夜やに伝える。

「そう。国防軍の目を上手うまく誤魔化せたかしら」

「少なくとも、表立った介入は防げるのではないかと存じます」

「だったら、小細工した甲か斐いもあるのだけど」

　今日起こった事件の演出家である真ま夜やが、ブランデーで香りを付けた紅茶を一口飲んで呟つぶやく。

　警備艦『粟あ国ぐに』に反魔法主義者を乗り込ませたのも、『落らく陽よう丸まる』に体当たりさせたのも、真ま夜やが意識操作を得意とする配下の魔ま法ほう師しに指示してやらせたことだ。達たつ也やの入院も泣き崩れる深み雪ゆきの盗撮報道も、筋書きを書いたのは真ま夜やだった。

「ところで、『粟あ国ぐに』に乗ってもらった反魔法主義の軍人さんたちはどうなりました？」

「国防軍が引き渡しを要求しております。警察は抵抗しておりますが、数日中に身柄が移されることになるでしょう」

「そしてテロを起こした軍人さんたちは軍の取り調べを受ける前に、覚悟を示す為ための自決をするのね」

「その予定でございます」

「佐さ伯えき閣下が介入してこないかしら？」

「海軍の不祥事ですので。陸軍の閣下が手を出そうとされても、手続きに時間が掛かるかと存じます」

「では、スケジュールを早めましょうか。そうねぇ……。まず警察には、さっさと犯人を手放してもらいましょう」

「かしこまりました。そのように取り計らいます」

「ええ、お願い」

　恭うやうやしく一礼する葉は山やまに、真ま夜やは艶えん然ぜんと微笑ほほえみ頷うなずいた。








［７］






　七月二十一日、日曜日。今日から魔法大学付属第一高校は、他の付属高校同様夏休みだ。

　例年であれば生徒会長は九校戦対策に大忙しの時期だが、今年は九校戦が中止になった為ため、深み雪ゆきのスケジュールは空白になっている。

　だから、というわけではないが、深み雪ゆきは達たつ也やを看病するという名目で昨日から巳み焼やき島しまに滞在していた。──もっとも、九校戦が例年どおり開催されることになっていても、深み雪ゆきは同じ行動を取ったに違いない。

　たとえ、入院しているはずの達たつ也やが病院にいなくても。
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　午前八時。朝食を終えてすぐ達たつ也やが入院していることになっている病院を訪れた深み雪ゆきの携帯端末に、電話が掛かってきた。

　深み雪ゆきが今いる部屋はＩＣＵのモニター室だ。ＩＣＵは医者と看護師以外立ち入り禁止なので、見舞客は廊下の窓から中の様子を窺うかがうか、モニター室からカメラ越しに患者を見守ることになる。深み雪ゆきの携帯端末に電話が通じたのはモニター室に無線中継器があるからだ。病院の壁が電磁波を遮断する素材で造られているので、ＩＣＵが面している廊下に深み雪ゆきがいたなら電話はつながらなかっただろう。電波遮断以前に、端末の電波送受信をカットしていたはずだ。

「司し波ばです」

『深み雪ゆき……』

　スピーカーから聞こえてきたのは、少し聞き取りにくい沈痛な声だった。

「ほのかね？　達たつ也や様のことで掛けてきてくれたの？」

　ほのかを、友人たちを騙だましていることに胸を痛めながら、深み雪ゆきは落ち着いた声音を意識して応える。

『本当は昨日、電話しようと思ったんだけど……。深み雪ゆき、それどころじゃないだろうからって』

「雫しずくがそう言ったの？」

『ウン……』

　深み雪ゆきが涙ぐみそうになったのは、演技ではなかった。

「……ありがとう。気を遣ってくれて」

『ううん。……それで、達たつ也やさんの容態は……？』

「幸いと言っては変だけど、命に別状はないわ。今はまだＩＣＵから出られないけど、順調にいけば一週間くらいで退院できるそうよ」

　ほのかの問い掛けに、深み雪ゆきは建前を返す。

『そう。良かった……』

　言葉とは裏腹に、ほのかの口調や声音は拭いきれない不安をのぞかせている。

「気になるなら、来る？」

　深み雪ゆきのセリフは、深く考えた末のものではなかった。

『良いいの？』

「ええ」

　だがほのかから問い返されて頷うなずいた時には、深み雪ゆきの中で考えが纏まとまっていた。

　病院に人を近づけるのは、本来であれば好ましくない。達たつ也やの入院は偽装であり、本人は既に、国内にいない。病院にいるのは精巧に作った人形、ダミーだ。お見舞いを許容しても、ダミーが寝ているベッドのすぐ側まで近づけるわけではない。だからこそのＩＣＵだが、それでも訪れる人間が増えれば、それだけ秘密が暴露されるリスクが高まる。

　しかし、親しい学校の友人が一人も見舞わないというのも不自然だ。それにほのかや雫しずく、エリカたちが達たつ也やに不利な真似まねをするはずはない。その点、深み雪ゆきは彼女たちを信頼していた。

「達たつ也や様のことを心配してくれるのは、わたしも嬉うれしいから。来るのは、ほのかだけ？　この島に普通の意味のホテルは無いから、泊まるならわたしが手配しておくけど」

『えっと、また後で電話して良い？』

「構わないわよ」

『じゃあ、お昼過ぎにでも』

「ええ、待っているわ」

　ほのかとの電話が切れる。

　深み雪ゆきは携帯端末ではなく暗号装置一体型の固定電話機で四よつ葉ば本ほん家けに電話を掛けた。

　幸いすぐに、真ま夜やにつながる。

　真ま夜やはほのかたちの受うけ容いれに、二つ返事で許可を与えた。
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　達たつ也やが海上テロに遭遇して入院したというニュースは、十じゆつ師し族ぞくの間でも大きな話題になっていた。臨時師族会議が開催されるという事態には至っていないが、電話で話し合いを持った当主は二人や三人ではない。

　だが中には、それどころではない家もあった。

　例えば、一いち条じよう家け。

「レイちゃん、朝ご飯だよ」

「ありがとう、茜あかね。今行きます」

　クローゼットを整理する手を止めて一いち条じよう家け長女、一いち条じよう茜あかねに応えたのは大だい亜あ連れん合ごうから亡命してきた戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師し・劉リウ麗リー蕾レイだ。彼女は昨日、小こ松まつ基き地ちから一いち条じよう邸ていに移ってきたのだった。

　これは前さきの日曜日、故・九く島どう烈れつの葬儀の後の会食の際に一いち条じよう家け当主・一いち条じよう剛ごう毅きと国防軍の幹部が、二ふたつ木ぎ家け当主・二ふたつ木ぎ舞ま衣いの立ち会いの下に話し合って決めたことだ。

　この措置は主に、一いち条じよう茜あかねの負担を考慮したものだった。茜あかねは兄の将まさ輝きと共に、劉リウ麗リー蕾レイの監視役として小こ松まつ基き地ちに泊まり込んでいた。基地の環境は決して劣悪なものではないが、中学生の少女をずっと基地内に閉じ込めておくのは好ましくないと判断されたのである。

　移動を昨日の午後としたのは、昨日が将まさ輝きの通う高校の終業式だったからだ。茜あかねが通う私立中学は軍事情勢が不安定という理由で十日間早く夏休みに入ったが、魔法大学付属高校は三高も含めて今日から夏休み。将まさ輝きは先々週からずっと学校を休んでいるので夏休みに入ったから何かが変わるというものでもなかったのだが、形式に囚とらわれている大人は「ちょうど良いい節目だ」と考えたのだった。

　一いち条じよう家けの屋や敷しきは家族用の区画が洋風、客を迎える為ための区画が武家屋や敷しき風の和風建築になっている。劉リウ麗リー蕾レイに与えられた部屋は和風建築部分の一室をフローリングに改造した物だ。彼女は茜あかねと一緒に長い回り廊下を伝って家族用のダイニングに足を踏み入れた。

「皆さん、おはようございます」

「レイラちゃん、おはよう」

　礼儀正しく挨あい拶さつをした劉リウ麗リー蕾レイに、当主夫人の一いち条じよう美み登ど里りが応えを返す。

「おはよう、レイラさん」

　それに続いたのは将まさ輝きだ。今朝、剛ごう毅きは不在だった。

　なお『レイラ』というのは劉リウ麗リー蕾レイの名前『麗蕾』を日本語読みした『れいらい』を一文字縮めたニックネームだ。慣習的な人名読みでは『麗蕾』をそのまま『れいら』と読むこともある。茜あかねの「レイちゃん」は本名『リーレイ』の省略形だが、『レイラ』は劉リウ麗リー蕾レイ本人から「本名では呼びにくいでしょうから」と提案されたものだった。

　本人の「潜入工作用の偽名の一つです」という説明は笑えなかったが、将まさ輝きたちがどう呼んで良いのか迷っていたのも事実。結局美み登ど里りと将まさ輝きは『レイラ』を使うことにしたのである。なお剛ごう毅きは「劉リウ殿」、次女の瑠る璃りは『レイラ』を縮めて姉と同じ「レイちゃん」に落ち着いた。

　劉リウ麗リー蕾レイは、一いち条じよう家けでの生活を無難にスタートさせていた。




　だが、平穏な暮らしが長続きする程、世界は魔ま法ほう師しに優しくない。それが戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師し程の強い力を持つ存在ならば特に。

　一いち条じよう家けで遅めの朝食が始まったのは午前八時半のこと。その時、当主の剛ごう毅きは国防陸軍金かな沢ざわ基き地ちに呼び出されていた。

　基地司令・浅あさ野の大佐が自ら、恐縮した態度で剛ごう毅きを出迎える。金かな沢ざわ基き地ちにとって一いち条じよう家けとの協力関係は重要なもので、頭ごなしに呼びつけるような真似まねは基地を預かる司令官の望むところではなかった。

「こんな朝早くから、お出いでいただき恐縮です」

「いえ、予定より早く参上したのは私の方です。こちらこそ申し訳ない」

　浅あさ野のの言葉に、剛ごう毅きも腰を低くして応える。彼は強面こわもてだが、粗野な人間ではない。また協力関係を重視しているのは、浅あさ野の大佐の側だけではなかった。

　剛ごう毅きは浅あさ野のに案内されて、基地で最もグレードが高い応接室に入った。彼は腰を下ろすや否いなや「早速ですが」と切り出した。

「陸軍参謀部は劉リウ麗リー蕾レイの身柄を我が家に移したことに対して、不満を覚えているのですか？」

　昨日の午前中まで劉リウ麗リー蕾レイを保護していた小こ松まつは空軍の基地。一週間前に剛ごう毅きが打ち合わせをした相手は陸海空の横断的な組織である統合軍令部の高官だ。そして今日、剛ごう毅きをここに呼び出したのは陸軍参謀部だった。

　劉リウ麗リー蕾レイは亡命を申請中の外国軍人であり、法務省や外務省が横よこ槍やりを入れてくるならまだ理解できる。だが陸軍が口出しすべき問題でも口出しできる立場でもないはずだ。

「申し訳ございません。我々も戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しの取り扱いに関する相談としか聞いていないのです」

「まさか、国防軍は愚息の身柄を引き渡せと仰おつしやるのではないでしょうな」

「本官には何とも申し上げられません。本音を申せば、御子息には国防軍の士官になっていただきたい。そう考えているのは、本官だけではないでしょう。しかしそれは、強制できることではありません。それも本官に限らず、理解しているはずです」

「そうですか……」

　剛ごう毅きは落胆を隠せない様子だったが、余り深刻なものでもない。彼が指定された時間より一時間も早く金かな沢ざわ基き地ちを訪れたのは、今日の呼び出しがどういう意図によるものなのか事前に知っておきたかったからだ。だが、それが直前に分かったところでせいぜい心構えを作る程度のことしかできない。実効性のある対策を立てられるとは思っていなかったので、失望も限定的だった。

　剛ごう毅きと浅あさ野の基地司令の話は、浅あさ野のの趣味である釣りの話題に移った。




　午前九時三十分。金かな沢ざわ基き地ちにやって来たのは陸軍参謀部の士官ではなく第一〇一旅団・旅団長の佐さ伯えき少将だった。

　そのことを訝いぶかしく感じたのは剛ごう毅きだけではなかった。金かな沢ざわ基き地ちは第十師団に所属している。浅あさ野の司令官以下基地の将兵は「何故なぜ第一〇一旅団の司令官が？」と首を捻ひねったが、司令官の階級は大佐、佐さ伯えきの階級は少将。「参謀部の代理として来ました」と佐さ伯えきに言われれば、誰も文句は付けられない。浅あさ野の大佐は自分の部屋に戻り、佐さ伯えきが剛ごう毅きの対面に座った。

　佐さ伯えきの後ろには三十歳前後の女性士官が立つ。霞かすみヶが浦うら基き地ちから同行してきた佐さ伯えきの護衛で、名は木き戸ど乙おと葉は大尉。佐さ伯えきは今日、風かざ間まを連れていなかった。

「本日はご足労いただき、ありがとうございます」

　佐さ伯えきが頭を下げる。剛ごう毅きは会え釈しやくを返さなかった。

「自宅にいきなり押し掛けられるよりはマシですからな。それで、この急な呼び出しは一体どのようなご用件で？」

「こちらの都合なので、本官の方から足を運ぶべきだと思ったのですが」

　二人が言うとおり佐さ伯えきは最初、一いち条じよう邸ていを訪問したいと申し出た。それを剛ごう毅きが断った結果、金かな沢ざわ基き地ちでの面談となったのだ。

　剛ごう毅きの不機嫌を隠そうとしない態度にも、佐さ伯えきは気分を害さなかった。相手が本気で感情的になっているのではなく、無理を強いられていると訴えることでこちらに借りを意識させようとしているのが、佐さ伯えきには手に取るように分かっていた。

「それで、どのようなご用件ですか」

　剛ごう毅きとしても、上手うまく行けば儲もうけものくらいにしか思っていなかったのだろう。彼はそれ以上不平じみたことは口にせず、重ねて佐さ伯えきに用件を訊たずねた。

「何でも、戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しの取り扱いに関してお話があるそうですが」

「はい。まずはこちらを御覧ください」

　佐さ伯えきがそう言うのと同時に、木き戸ど大尉が剛ごう毅きに紙の書類を綴とじたバインダーを差し出す。

「……戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師し管理条約？　ご説明願えますか」

「無論です」

　不審感を湛たたえた目で問い掛ける剛ごう毅きに、佐さ伯えきはすぐさま応えた。

「今年に入ってから箍たがが外れたように、戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうやそれに準ずる大規模魔法が立て続けに使用されました」

　佐さ伯えきはこう切り出して、『シンクロライナー・フュージョン』『霹へき靂れき塔とう』『アクティブ・エアー・マイン』『トゥマーン・ボンバ』の名を、使用された場所と共に列挙した。

「大規模魔法に対する人々の不安は世界的に高まっており、このままではマスヒステリーが暴動につながりかねません」

「その不安を抑える為ために、戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しを国際魔法協会の管理下に置くと？」

「いえ、管理するのはあくまで所属国家です。魔法協会には戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しの管理体制に関する査察権を認めます」

「……それは、今までと実質的に同じではありませんか？」

「国家に戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しを手放すよう求めても応諾は得られません。だからといってこのままの状態を放置もできません。国家だけが管理している今の状態よりも、国家の管理状況に国際機関の保証が与えられる体制の方が、民衆の不安は軽減されると考えます」

「なる程……。しかし、何故なぜそれを我が国が率先して提案するのですか？」

　剛ごう毅きが、一言一句聞き逃さないとばかりの真剣な目付きで、佐さ伯えきに訊たずねる。

「日本に疑惑の目が向けられるのを避ける為ためです」

「何を疑われると？」

「領土的野心を」

　佐さ伯えきの答えがピンと来なかったのだろう。剛ごう毅きは要領を得ない顔で佐さ伯えきを見返している。

「我が国には現在アンジー・シリウス及び劉リウ麗リー蕾レイという、外国の戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しが二人も滞在しています」

「アンジー・シリウスが？」

　剛ごう毅きが示した意外感は、佐さ伯えきの目にも演技には見えなかった。どうやらアンジー・シリウスの逃亡は十じゆつ師し族ぞくの間で情報共有されていないようだ、と佐さ伯えきは考えた。

「アンジー・シリウスは、四よつ葉ば家けに匿かくまわれています」

「ううむ……」

　剛ごう毅きの眉間に深い皺しわが刻まれる。四よつ葉ば家けの勝手な振る舞いに、剛ごう毅きは不快感と危機感を覚えているようだ。好ましい反応だ、と佐さ伯えきは感じた。

「この二人に加えて先日、御子息が新たな戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しに認定されました。また二年前の十月末、世界に先駆けて戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうを戦争に投入したのも我が国です」

「……『灼しやく熱ねつのハロウィン』ですか」

「あの時は自衛の為ために必要な措置だったとはいえ、結果的に戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうの封印を世界に先駆けて解いてしまったのは否いなめません。だからこそ我が国が率先して、戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうの管理に取り組むべきなのです」

「なる程」

　剛ごう毅きは一度、深く頷うなずき、

「それで閣下は、当家にどうしろと仰おつしやるのです？」

　佐さ伯えきの目を正面から見据えて、そう訊たずねた。

「御子息、一いち条じよう将まさ輝き殿と、一いち条じよう家けが保護している劉リウ麗リー蕾レイが、戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうの行使に関して政府の決定に従うことにご同意いただきたいのです」

「戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうの行使に関してのみでよろしいのですか？　国防軍に仕官しなくても？」

「軍人になるかどうかは、ご本人が決めることですので」

「そうですな」

　剛ごう毅きはもう一度、大きく頷うなずいた。

「では今のお話も、将まさ輝きと劉リウ殿の意思次第ということで」

「あっ、いえ、しかし」

　剛ごう毅きが素っ気なく話を終わらせようとしていると、佐さ伯えきは思ったのだろう。

　だがそれは、彼女の勘違いだった。

「二人をここに呼んで決めさせましょう」

「今、ですか？」

「そうです。少々待っていただくことになりますが、よろしいか？」

「……分かりました。結構です」

　剛ごう毅きの強引な提案に、佐さ伯えきは頷うなずく以外になかった。




　話が再開されたのは、三十分前後が経過した後だった。

　佐さ伯えきの前には制服姿の将まさ輝きと、サマードレス姿の劉リウ麗リー蕾レイが座っている。劉リウ麗リー蕾レイが大だい亜あ連れん合ごうの軍服姿でないのは、本人が遠慮した結果だ。サマードレスは、茜あかねから借りてきた物である。

　茜あかねはついて来ていない。劉リウ麗リー蕾レイが金かな沢ざわ基き地ちに対して破壊工作を行う可能性に備えるなら、『神しん経けい攪こう乱らん』の遣い手である茜あかねを同行させただろう。少なくとも一いち条じよう家けの面々は、剛ごう毅きも将まさ輝きも母親の美み登ど里りもその懸け念ねんは無いと考えているようだ。

　もっとも、劉リウ麗リー蕾レイが少しでも怪しまれるような真似まねをしたなら、佐さ伯えきの護衛である木き戸ど大尉が躊ちゆう躇ちよなく銃を抜くに違いない。

　佐さ伯えきにとっては二度手間だが、彼女は剛ごう毅きに行ったものとほぼ同じ説明を、将まさ輝きと劉リウ麗リー蕾レイに対して繰り返した。

「……閣下の仰おつしやることは理解できます」

　佐さ伯えきの話を聞き終えた将まさ輝きは、意見を促されてこう答えた。

「魔ま法ほう師しに対する人々の不安を軽減する為ための手を打たなければならないという佐さ伯えき閣下のご意見には同意します。それに元々『海爆オーシヤン・ブラスト』を自分の独断で使うつもりはありませんので、あの魔法の使用に政府の許可が必要ということになっても、自由を制限されるとは思いません」

「では、将まさ輝きさんは戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうの管理に同意していただけるということですね？」

「はい。ただ私の進路については当面、魔法大学に進学するつもりですので、国防軍に仕官するかどうかは保留にさせてください」

「それで十分です」

　将まさ輝きの答えを聞いて、佐さ伯えきは満足げに頷うなずいた。

「劉リウ少尉は如何いかがですか？」

　将まさ輝きの同意が得られたことで、今日の佐さ伯えきの目的は達成されていた。佐さ伯えきは劉リウ麗リー蕾レイがいずれ大だい亜あ連れん合ごうに帰国すると考えていたので、ここで彼女の意思を問うことに意義を覚えていない。佐さ伯えきの劉リウ麗リー蕾レイに対する問い掛けに、「ついで」以上の意味は無かった。

「私は将まさ輝きさんの言うとおりで結構です」

「……それは、戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうの管理に賛同していただけるということですか？」

　しかし劉リウ麗リー蕾レイの回答は予想だにしなかったもので、佐さ伯えきは訊きき返さずにいられなかった。

「将まさ輝きさんがそうするべきだと言うのであれば、私はそのとおりにします」

　劉リウ麗リー蕾レイの答えは、またしても佐さ伯えきの意表を突いた。

　佐さ伯えきは思わず視線を動かして、将まさ輝きを凝視した。

　将まさ輝きは、無言で狼ろう狽ばいしていた。頰が引ひき攣つり、瞳が忙せわしなく左右に動いている。

「……念の為ためにうかがいますが、将まさ輝きさんから日本に帰化して国防軍に仕官すべきだと勧められたら、劉リウ少尉はどうされます？」

「将まさ輝きさんの言うとおりにします」

　笑い声が上がった。

　それまで笑い出すのを堪こらえていた剛ごう毅きが、遂ついに抑えきれなくなったのだ。

「いやはや、愚息には意外と甲か斐い性しようがあったようだ」

「親父おやじ！」

　将まさ輝きが慌てて剛ごう毅きを黙らせようとする。

　その御お蔭かげなのかどうか、剛ごう毅きの発言はすぐに真面目な方向へ転換した。

「国防軍のお世話になるかどうかは、本人たちも言っているように魔法大学を卒業するまで保留にしましょう。一いち条じよう家けの家督は、いざとなれば娘に継がせます」

　剛ごう毅きが腰を浮かせる。

「さて、お答えすべきことは全てご回答申し上げたと思いますが」

「はい。満足のいくお答えに感謝します」

　佐さ伯えきもそう言いながら腰を上げる。

　将まさ輝きと劉リウ麗リー蕾レイが、二人に遅れないよう急いで立ち上がった。
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　──これは劉リウ麗リー蕾レイが一いち条じよう家けに移動する前日、七月十九日の夜の会話。

　場所は小こ松まつ基き地ち内、劉リウ麗リー蕾レイに与えられた個室。

　シチュエーションは劉リウ麗リー蕾レイと一いち条じよう茜あかねの、二人きりの他愛もないお喋しやべり。

『レイちゃんって、もしかして兄さんのことが好きなの？』

『……いきなりですね。何故なぜそんなことを？』

『うん、やっぱり妹としては気になるって言うか』

『茜あかね、ブラコンだったんですか？』

『やっ、それは無い。あたしは真しん紅く郎ろう君一筋だから』

『真しん紅く郎ろう君というと、あの有名な「カーディナル・ジョージ」こと吉きち祥じよう寺じ真しん紅く郎ろうさんですか？　もっと学者然とした冷たい感じの人だと想像していたのですが、優しそうな方ですね』

『うん！　……いやいや、あたしのことじゃなくて。レイちゃん、兄さんのこと好きでしょ？』

『……答えなければダメですか？』

『聞きたい！』

『……好き、なのだと思います。将まさ輝きさんは、優しい人だから』

『優しい、かぁ。レイちゃん、目の付け所が違うね。兄さんを好きになる女の人って、大抵「格好良いから」とか「強いから」とか言うんだけど』

『強い人は、大勢見てきました。でも本気で優しくしてくれた男の人は、将まさ輝きさんが初めてです。他の男の人は皆、笑顔の裏で私を利用しようとしていたから』

『あーっ……。兄さんって良くも悪くも噓うそをつけない性格だからなぁ』

『祖国が粛清部隊を送ってきたあの日、林リン姐ジエのことを──林リン少尉のことを否定しないでくれた将まさ輝きさんの思おもい遣やりが、私はとても嬉うれしかった』

『なる程、それが切っ掛けだったか。でもね、レイちゃん。兄さんは鈍いから本気でゲットしたいのなら、自分から攻めていかなきゃダメだよ』

『ゲット……ああ、恋人同士になるという意味ですね。でも女の子からなんて……はしたなくないですか？』

『違う！　違うよレイちゃん！　それは二十世紀のノリだよ！　もうすぐ二十一世紀も終わりだよ！』

『はぁ……』

『でも、あんまりガツガツするのもＮＧだからね。男の人って、「羞じらい」とか「お淑しとやか」とか好きだから。ドリーマーだよねぇ』

『ええと……「夢見がち」という意味ですか？』

『そう、それ。特に兄さんは、従順な感じの大和やまと撫なでし子こがタイプみたいだから。「貴方あなたに付いて行きます」的なアプローチが効果的じゃないかな』

『……分かりました。試してみます。でも茜あかね、良いいのですか？』

『良いいって、何が？』

『日本の女の子は、兄に恋人ができるのを嫌がり邪魔するものだと聞いていたのですが』

『何処どこ情報!?　さっきも言ったよ！　あたしはブラコンじゃなーい！』

『す、すみません』

『まあ、そういう子もいるけど。あたしはレイちゃんを応援してるよ。……兄さんが馬に蹴られる姿も見たくないし』

『馬？　蹴られる？』

『まったく、高たか嶺ねの花過ぎなんだよね。あんなの、無理に決まってるじゃん』

『？』

『だからレイちゃん、頑張って！』

『はぁ……。いえ、ありがとう、茜あかね。頑張ってみます』




　今日、将まさ輝きが受けた突然の奇襲。その裏には二日前の夜に交わされた、二人の少女の他愛もないお喋しやべりがあった──。
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　一いち条じよう剛ごう毅き、将まさ輝き、劉リウ麗リー蕾レイを送り出してすぐに、佐さ伯えき少将も木き戸ど大尉と共に金かな沢ざわ基き地ちを後にした。金かな沢ざわ基き地ちのヘリポートに待たせたままにしてあったヘリに乗り込み、霞かすみヶが浦うら基き地ちに向けて飛び立つ。

　飛び立った基地が見えなくなった頃、佐さ伯えきは身体からだをシートに預けて大きなため息を吐いた。

「……閣下、一いち条じよう家けの回答に、何かご不満な点でも？」

　木き戸ど大尉が佐さ伯えきに、遠慮がちな口調で声を掛ける。

「いえ、期待以上でした」

　その答えとは裏腹に、佐さ伯えきは浮かない顔だ。

　木き戸ど大尉の訝いぶかしげな表情を見て、佐さ伯えきは再度、ため息を吐く。

「……同じ十じゆつ師し族ぞく、同じ年齢で、ああも違うものかと思ったのですよ」

「一いち条じよう将まさ輝き君と司し波ば達たつ也や君の違いですか？　確かに、司し波ば君に比べれば一いち条じよう君は、少年らしいと言いますか、少々青臭いところが感じられました」

「大尉、それは違います」

　木き戸どが述べた感想を、佐さ伯えきは鋭い口調で否定した。

「……いえ、表面的にはそう見えますが」

　その口調は佐さ伯えきが意図したもの以上だったようで、彼女は取り繕うように声のトーンを落とした。

「国家にとって何が優先されるべきかについては、一いち条じよう君の方がずっと深く理解しています。自分の義務を理解しているという点で、一いち条じよう君の方が大人です」

「一いち条じよう家けと四よつ葉ば家けのスタンスの違いも反映されているのではないでしょうか」

「それはあるでしょうね。十じゆつ師し族ぞくを一つの集団として見るのではなく、個別に評価……いえ、各個撃破すべきですか」

「戦術の基本ですね」

　生真面目な印象を与える顔立ちに似合わない木き戸どの軽口に、佐さ伯えきの口元が緩む。

　だが彼女の両目は、全く笑っていなかった。
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　達たつ也やに敗れ黒くろ羽ば貢みつぐの配下に拘束された藤ふじ林ばやし長なが正まさは、甲こう府ふの病院に入院している。四よつ葉ば家けの影響下にある病院だ。怪我けがの治療は行っているが、実質的には監禁と言っても良いだろう。

　その病室を娘の藤ふじ林ばやし響きよう子こが訪れたのは、七月二十一日、午前十一時のことだった。

「いらっしゃい、藤ふじ林ばやし中尉」

「……津つ久く葉ば夕ゆう歌かさん、でしたか？」

　長なが正まさが入院しているのは個室だが、病室にいたのは彼だけではなかった。響きよう子こがお見舞いに来ることを知っていた夕ゆう歌かが、病室で彼女を出迎えた。

「ご存じいただいているとは光栄です。お父上も交えて、中尉にご相談したいことがあるのですが……。よろしいでしょうか？」

　形式は許可を求めるセリフだが、状況が拒否を許さない。

「ええ、結構ですよ」

　事実上の強制に、響きよう子こは形式的な同意を示す。

　この個室はかなり広々としており、ベッドの横に二人が対面で座れる簡易応接セットが置かれている。その奥の席に響きよう子こが座り、手前の椅子に夕ゆう歌かが腰を下ろした。

「さて、父と娘の語らいに部外者が何時いつまでもお邪魔するのは野や暮ぼですので、手早く四よつ葉ば家けの要求をお伝えします」

　響きよう子こが身を固くする。対照的に、長なが正まさは背もたれを起こしたベッドにゆったりと身体からだを預けたままだった。

「四よつ葉ば家けは九く島どう真ま言こととその共犯者の罪を暴かないことに決めました」

　緊張に強こわ張ばった響きよう子この身体からだがビクッと震えた。夕ゆう歌かが言った「共犯者」に、藤ふじ林ばやし長なが正まさが含まれているのは明らかだ。

「その代わり」

　夕ゆう歌かは響きよう子この反応に構わず、要求の言葉を続けた。

「藤ふじ林ばやし中尉に、佐さ伯えき少将の利敵行為について証言していただきたい」

「利敵行為とは……何でしょうか」

　血の気が引いた顔で、響きよう子こが夕ゆう歌かに訊たずねる。

　彼女のその表情は「心当たりがある」と自白しているとも解釈できるものだった。

「そうですね。例えば、呂剛虎ルウガンフウの密入国を知りながら、これを放置していた件」

　響きよう子こが息を吞のむ。

「他にも心当たりがお有りなのでは？」

　夕ゆう歌かのセリフは、ハッタリかもしれない。「他の件」など四よつ葉ば家けは摑つかんでいなくて、呂剛虎ルウガンフウの件も証拠は手にしていないのかもしれない。

　だが初手から夕ゆう歌かにペースを握られて、響きよう子こは強気を貫ける精神状態ではなかった。

「……家の者と相談したいのですが」

　響きよう子こは態勢を立て直す為ための時間稼ぎを図った。

「御当主・長なが正まさ様と御総領の長ちよう太た郎ろう様には、ご承諾をいただいておりますが」

　だがそれすらも、夕ゆう歌かに先回りされてしまっていた。

「……せめて、少し父と二人で話させてください」

「分かりました。廊下で待っていますので、お話が纏まとまりましたら呼んでください」

　余り時間は与えられない、と言外にプレッシャーを掛けて、夕ゆう歌かは病室を出て行く。

　扉が閉まる音と共に、響きよう子こは静かに、深く、息を吐き出した。

「お父様」

　響きよう子こが立ち上がりながら、長なが正まさに話し掛ける。

「四よつ葉ば家けとの取引に応じたというのは、事実ですか？」

　彼女は立ったまま、父の答えを待った。

「──事実だ」

　長なが正まさが頷うなずくまでに要した時間は三秒。その声から、躊躇ためらいや後ろめたさは感じられない。

「……っ」

　響きよう子こが吞のみ込こんだのは、愚痴か、非難か。

「こうして囚とらわれている身では、お父様に選択の余地は無いと理解できます。しかし……」

　四よつ葉ば家けが響きよう子こに求めているのは、裏切りだ。大きな意味では、上官の不正を暴あばくのは国家に対する背信ではないかもしれない。しかし正義が常に正しく用いられるとは限らない。自分の「証言」を四よつ葉ば家けが公正な目的に利用するとは、響きよう子こには思えなかった。

「自分が虜囚になっていなくても、私は四よつ葉ば家けの要求を受うけ容いれた。敗者は勝者に従う。それが我々の定めだ」

「ですが、裏切るのは私ですよ！」

　父親の言葉は響きよう子この耳に、随分と薄情なものに聞こえた。まるで自分の立場などどうなっても良いと言われているように響きよう子こは感じた。

「お前は軍人である以前に、藤ふじ林ばやし家けの人間だ」

「私に軍を辞めろと仰おつしやるのですか！」

「逆に訊きくが、不正に荷担してまで忠義を尽くす価値が佐さ伯えき閣下にはあるのか？」

「それは……っ」

　この時、響きよう子この脳裏を過よぎったのは、上官や同僚の顔ではなかった。四よつ葉ば真ま夜やに掛けられた、「惜しい」という勧誘の言葉だった。

　軍人である自分に疑問を懐いだいたのは──疑問を自覚したのは、今年の二月、友人として交流があった千ち葉ば寿とし和かずの訃報を聞いた時だ。連鎖的に死に別れた婚約者のことを思い出して、自分が国防軍に仕官した理由が分からなくなった。

　しかし自分の仕事に疑問を懐いだいたのは、もっと前だったような気がする。

（おかしくなり始めたのは……去年の八月）

　九校戦を舞台にしたパラサイドール実験の陰謀を暴き、九く島どう烈れつを真の引退に追い込んでからだ。

　佐さ伯えきと祖父・九く島どう烈れつは、以前からライバルの関係にあった。

（お祖父様の陰謀を暴いた後、佐さ伯えき閣下は何かの箍たがが外れてしまったように見える……）

　積年のライバルを下して自制が弛ゆるんだのだろうか。響きよう子この実感としては、自分の所に下りてくる命令の内、一旅団の司令官としての職分を超えるものが増えていた。元々響きよう子こに与えられる任務は超法規的な性格のものが多かったが、それにしても違法性の限度を超えていると感じることが、この一年で、一度や二度ではなかった。

「響きよう子こ。佐さ伯えき閣下は、お前の忠誠に値する上官か？　第一〇一旅団は、藤ふじ林ばやし家けよりも優先すべき組織なのか？」

「……不正は、正されるべきです」

　響きよう子こは自分の気持ちに、こう折り合いを付けた。




「私が証言できる事案は二つだけです。その内一方は、利敵行為ではありません」

　これが夕ゆう歌かに対する響きよう子この回答だった。

　最初と同じ位置関係で簡易応接セットの椅子に座った夕ゆう歌かは、表面上満足そうな笑顔で頷うなずいた。

「一つは、呂剛虎ルウガンフウの密入国黙認の件ですね」

　夕ゆう歌かの念押しに、響きよう子こは「はい」と頷うなずく。

「もう一つは、どの件でしょうか」

　夕ゆう歌かが本当に他の案件を摑つかんでいるのかどうか、響きよう子こは気にならなくなっていた。

「九く島どう家け──真ま言こと伯父様にパラサイドールの開発資金と資材を提供していたのは、佐さ伯えき閣下です」

「それは、旧第九研に凍結状態で保管されていた物以外のパラサイドールのことですね」

　夕ゆう歌かは響きよう子この告白を聞いても、驚いた素振りを見せなかった。

　響きよう子こには、夕ゆう歌かがこのことを前まえ以もつて知っていたかどうか、見分けが付かない。──最も早はや、どちらでも良かった。

「昨年の九月以降に製造されたパラサイドールの素体のことです。閣下は魔ま法ほう師しの歩兵部隊をパラサイドールの部隊で代替するお考えでした」

「その開発費用は、防衛省の認可を得ていない？」

「軍令部の認可も得ていません」

「つまり、裏金ですか」

「そうです。資金ルートを知ろうとは思いませんでしたが、調べれば閣下が懇意にされている軍需企業の名前が出てくるでしょう」

「そこまでしていただくわけには。裏金の出所はこちらで調べます」

　夕ゆう歌かの言葉に、響きよう子こは無言・無表情で頷うなずいた。





◇　◇　◇






「……雫しずくとエリカ、それに西さい城じよう君も来るのね？」

『うん。……ダメかな？』

「大丈夫よ。合計四人、明日の午前中から一泊、で良いいのかしら？」

『うん、それでお願い』

「了解よ。手配しておくわね」

『ありがとう。じゃあ、明日』

「ええ、待っているわ」

　時刻は午後一時過ぎ。ほのかから掛かってきた電話が切れてすぐ、深み雪ゆきは四人が泊まる所の手配をする為ために、アドレス帳を開いて管理事務所の音声受付に指を伸ばした。

　しかし彼女がタッチパネルに触れる寸前、音声通話の着信音が鳴る。

　画面には「七さえ草ぐさ真ま由ゆ美み様からの着信」と表示されていた。

「はい、司し波ばです」

『深み雪ゆきさん？　七さえ草ぐさ真ま由ゆ美みです』

「お久し振りです、先輩」

『ええ、お久し振り。……この度は、その、大変なことになっているわね。深み雪ゆきさん、大丈夫？』

「お気遣いありがとうございます。不幸中の幸いで、達たつ也や様のお命に別状はなく、回復後は後遺症も残らないそうですので」

　言葉を選びながら問い掛ける真ま由ゆ美みに、深み雪ゆきは気丈な応えを返す。ここまでは婚約者が事故に遭った後輩と、二人を心配する先輩の会話にしか聞こえない。

『達たつ也やくんの、「再成」だっけ……。今回は、間に合わなかったのね』

「達たつ也や様の御力も魔法である以上、意識しなければ使えません。……国防軍の警備艦に襲われるとは、達たつ也や様もさすがに予想していなかったのだと思います」

『そう、よね……。「超能力」と違って「魔法」は無意識には使えない。意識して無意識を働かせなければ、魔法は組み立てられないものね……』

「はい」

『それでね、えっと……深み雪ゆきさんさえ良ければ、達たつ也やくんをお見舞いさせてもらえないかしら』

「達たつ也や様はまだ、面会できる状態ではありませんが……？」

『無理に、とは言わないけれど』

「いえ……分かりました。家の者とも相談したいので、折り返しお電話させていただいてもよろしいですか？」

　深み雪ゆきが言う「家」が四よつ葉ば家けのことを指していると、真ま由ゆ美みは説明されなくても理解した。

　七さえ草ぐさ家けの自分が四よつ葉ば家け次期当主婚約者を見舞うというのだ。当主の判断を仰ぐのも当然だと真ま由ゆ美みは思った。

『ええ、もちろんよ。じゃあ、後で』

「なるべく早く、お電話致します」

　二人は特に不自然なところもなく、相手の言葉や口調に違和感を覚えた様子も見せず、通話を終えた。




　深み雪ゆきはＩＣＵのモニター室にリーナを残して、病院の電話室に移動した。電話室の中はさらに六部屋の個室型電話ブースに分かれている。その内の一つ、四よつ葉ば本ほん家けへの直通動画電話機ヴイジホンが置かれたブースに、ＩＤカードを使って入室する。

　完全防音の小部屋に椅子は無い。入ってすぐの所にコンソール、部屋の奥に四十インチのパネルが設置されている。

　深み雪ゆきは異なる十桁のナンバーを三度、コンソールに打ち込んだ。

　壁掛けサイズのモニターに、いきなり真ま夜やが登場する。

「叔母様、たびたび失礼致します」

『気にしなくて良いですよ。またお見舞いの申し入れでもありましたか？』

「はい、七さえ草ぐさ真ま由ゆ美みさんからお電話を頂戴しました」

　いきなり用件を言い当てられても、深み雪ゆきは動揺しなかった。現状で「達たつ也やのお見舞い」は深み雪ゆきが本家におうかがいを立てる件としては真っ先に思い浮かぶ内容だろうし、仮に電話を検閲されていたとしても、何もやましいところは無い。

『七さえ草ぐさ家けから？』

　むしろ真ま夜やの方が、深み雪ゆきの答えに驚きを見せていた。

『個人的なお見舞いということはないでしょうね……。何が狙いなのかしら』

　真ま由ゆ美みの申し入れの背後に七さえ草ぐさ家け当主の意向が存在するという意見には、深み雪ゆきも同感だ。それに、真ま夜やが深み雪ゆきに答えを求めているわけではないことも分かっていた。

『……そうね、良いいでしょう』

　案の定、真ま夜やは一人で何らかの結論にたどり着いたようだ。

『深み雪ゆきさん、お受けしなさい』

「七さえ草ぐさ先輩をお招きしてよろしいのですね？」

『ええ。真ま由ゆ美みさんへの対応は深み雪ゆきさんに一任します』

　真ま夜やは七さえ草ぐさ家けの長女を謀略が進行中の舞台に招き入れることに関して、一切の条件を付けなかった。

「かしこまりました」

　深み雪ゆきはそのことに、意外感を覚えなかった。




　深み雪ゆきがＩＣＵモニター室に戻ると、リーナが「どうだった？」と訊たずねてくる。

「了解してもらえたわ。特に条件は付けられなかった」

　深み雪ゆきの答えに、リーナは驚きを露あらわにした。

「えっ？　でもマユミの七さえ草ぐさ家けって、四よつ葉ば家けのライバルなんでしょ？」

「敵対しているわけではないけど、味方でもないわね」

　深み雪ゆきの平然とした態度を見て、リーナはますます不安に駆られたようだ。

「それって大丈夫？　タツヤの入院がフェイクだってバレたら、まずくない？」

「大丈夫よ」

　そう言って、深み雪ゆきがリーナに微笑ほほえんでみせる。

「ミユキ……。何だか凄すごく、人が悪い笑顔になっているわよ」

「失礼ね」

　こめかみを引ひき攣つらせたリーナに、深み雪ゆきは特に怒っている風でもない声音で応えた。

「確かに偽装入院だということが漏れたら困ってしまうけど……。先輩なら大丈夫よ。丁寧にお願いすれば、黙っていてくれるわ」

「……ウン、そうね。きっと、そう」

　笑みを深めた深み雪ゆきに、リーナは自分に言い聞かせるような口調で呟つぶやく。まるでこの話題を続けるのを恐れているような態度だ。

　深み雪ゆきはリーナの不自然な挙動を気にした素振りもなく、管理事務所に電話を掛けて五人分の客室を手配した。





◇　◇　◇






　金かな沢ざわ基き地ちから途中、統合軍令部に立ち寄り、佐さ伯えきが霞かすみヶが浦うら基き地ちに帰ってきたのは午後四時過ぎのことだった。

　司令官室に戻ってすぐ、佐さ伯えきは風かざ間まを呼び出す。日曜日にも拘かかわらず、風かざ間まはすぐにやって来た。

「中佐、司し波ば達たつ也やが入院したというニュースは知っていますね」

　デスクの前に立った風かざ間まに、佐さ伯えきはいきなり、こう問い掛けた。

「無論、存じております」

「どう思いますか？」

　抽象的な訊きき方だったが、佐さ伯えきが何を言いたいのか、風かざ間まは誤解しなかった。

「本当に重傷だとは考え難がたいですね。達たつ也やにはあの自己修復能力があります」

　佐さ伯えきは厳しい顔付きで、風かざ間まに質問を続ける。

「入院が偽装だとして、その目的は何でしょう」

「最も可能性が高いのは、ミッドウェー監獄襲撃のカムフラージュだと思われます。あるいは既に、出国しているかもしれません」

「情報部も、今回の事件には不審感を懐いだいていました」

「情報部に立ち寄られたのですか？」

　統合軍令部と陸軍情報部の入居しているビルは徒歩圏内にある。佐さ伯えきは電話ではなく直接足を運んで情報を仕入れてきたのだろう。風かざ間まはそう思った。

　そこでふと、風かざ間まはある懸け念ねんを覚えた。

「閣下。まさかとは思いますが、達たつ也やの『再成』を情報部に教えてはいませんよね？」

　達たつ也やの『再成』は『分解』以上の秘匿事項。四よつ葉ばとの契約で、そう定められていた。

　達たつ也やが特務士官の地位を返上した時点でこの契約は解消された。だが契約終了後も、守秘義務は残っている。法的な義務ではなく書面も残っていないが、法が及ばない世界だからこそ、信用は重い意味を持つ。

「……情報部は昨日の時点で調査を開始していました」

　佐さ伯えきは風かざ間まの問い掛けに答えなかった。

　訊きいても無駄だと覚さとった風かざ間まは、問いを重ねなかった。

「潜入には、成功したのですか？」

　代わりに風かざ間まは、こう訊たずねた。

「記者に変装した諜ちよう報ほう員いんを送り込んだそうですが……ガードが堅くて近づけないというのが、正直なところのようです」

「軍の情報部が民間人に勝てないのはいささか情けない気もしますが……。相手が相手です。仕方が無いのでしょうな」

　他人ひと事ごとのように批評する風かざ間ま。

　佐さ伯えきがムッとした表情を見せる。

「中佐、仕方が無いでは済まされませんよ」

「しかし現実問題として、強制捜査はできないでしょう。客観的な状況から判断する限り、達たつ也やは被害者です」

「あの事件自体が不自然だとは思いませんか？　警備艦のクルーが全員反魔法主義者だったなどという状態が、偶然発生するはずがありません」

「ですから偶然ではなく、海軍の反魔法主義派──あるいは反十じゆつ師し族ぞく派が計画的に起こしたテロなのではありませんか？」

　佐さ伯えきが黙り込む。

　彼女が納得していないのは、風かざ間までなくても見ただけで分かっただろう。

「閣下……。失礼ながら閣下は達たつ也やのことを、少し目の敵かたきにしすぎではありませんか？」

「目の敵かたきになどしておりません」

　佐さ伯えきは脊せき髄ずい反射と見み紛まがう勢いで風かざ間まの指摘を否定した。

　風かざ間まは、口論しようとしなかった。

「……失礼しました」

「──もし司し波ば達たつ也やの動向について何か分かったら、すぐに報告しなさい」

　佐さ伯えきは風かざ間まの謝罪に「許す」とは言わなかった。風かざ間まの指摘に対する、否定以外の反応は無い。彼女のセリフは明らかに、不都合な話題を無かったことにする為ためのものだった。

「了解しました」

「話しておきたいことは以上です。中佐、下がってよろしい」

　風かざ間まの答えに頷うなずき、佐さ伯えきは彼に、許可の形で退出を命じた。








［８］






　七月二十二日、午前十時。

　ティルトローターＶＴＯＬが、巳み焼やき島しまの空港に相次いで着陸する。

　二機が予定を示し合わせたのではなく、偶たま々たま到着時刻が重なったのだった。

　一方は北きた山やま家けの自家用機で、乗っていたのは雫しずく、ほのか、エリカ、レオの四人。

　もう一方は七さえ草ぐさ家けの自家用機で、真ま由ゆ美みを送り届ける機体だった。

　雫しずくたち四人と真ま由ゆ美みは同じ九人乗りワゴン車で、島の東側にある病院に案内される。達たつ也やが入院していることになっている病院だ。

　なおターミナルビルで真ま由ゆ美みと顔を合わせた四人は、ほのかや雫しずく、レオだけでなくエリカも常識的に挨あい拶さつを述べた。真ま由ゆ美みが一高に在学中は隔意を隠そうとしなかったエリカだが、この二年で心境の変化があったようだ。──それは多分、長兄の寿とし和かずを襲った不幸と無関係ではないだろう。

　とはいえ、五人の間に──一人と四人の間に、ぎこちなさが存在するのは否定できなかった。それは単純に、同級生と上級生の違いが生み出す壁だ。後輩組の中で真ま由ゆ美みと最も接点がありそうなほのかでも、生徒会役員になったのは真ま由ゆ美みが生徒会長を辞めた後だ。エリカやレオは横よこ浜はま事変の折、真ま由ゆ美みと共闘した経験があるとはいえ、その程度で同級生同様とは行かない。しかしそんなぎこちなさは、病院に到着してすぐに、跡形も無く吹き飛ぶことになる。

　リーナと共にＩＣＵモニター室で五人を迎えた深み雪ゆきは、部屋の扉がロックされるのを見届けて、いきなり爆弾を落とした。

「達たつ也や様のお見舞いに来てくださり、ありがとうございます。ただ達たつ也や様は、この病院にはいらっしゃいません」

「ええっ!?」

　一ひと際きわ大きな反応を見せたのはほのかだ。他にも「えっ!?」や「はっ!?」といった異なるバリエーションで驚きを表す声が上がる。

「……深み雪ゆきさん、どういうことだい？」

　驚きよう愕がくを真っ先に乗り越えたレオが、低い声で深み雪ゆきに訊たずねた。

「達たつ也や様が事件に巻き込まれて重傷を負ったのは事実です。ですが、病院に運び込まれた時には回復していました」

「……そうか！」

　エリカが両手を小さく打ち合わせて小声で叫ぶ。

「あの治癒魔法、『再成』だっけ。達たつ也やくんにはあれがあったわね」

　横よこ浜はま事変の日、真ま由ゆ美み、ほのか、エリカ、レオは、深み雪ゆきから『再成』のことを打ち明けられている。雫しずくはその場にいなかったが、後日、達たつ也や本人の許可を得たほのかから聞いていた。

　それにしては、真ま由ゆ美みを除く全員が「達たつ也やが自分で怪我けがを治した」可能性を考えていなかったようで、改めて納得の表情を浮かべている。

「……深み雪ゆきの泣き顔にすっかり騙だまされたわ」

　エリカの悪ぶった口調は、おそらく照れ隠しだ。だが言っていることは、全員の気持ちを代弁するものだろう。テレビに流れた、廊下とＩＣＵを隔てる窓と壁にすがりついて泣き崩れた深み雪ゆきの姿には、疑いを許さないインパクトがあった。

「騙だましただなんて、人聞きの悪いことを言わないで」

　深み雪ゆきの抗議は、拗すねているというより恥ずかしそうなものだ。

「あーっ、確かに」

　あの時、姿を変えて病院にいたリーナが「そう言えば」という感じの声を上げる。

「アレって、噓うそ泣なきじゃなかったわね。怪我けがは治っているって分かっていたはずなのに取り乱したミユキを落ち着かせるの、大変だった」

　五人分の視線から、深み雪ゆきが目を逸そらす。

「……達たつ也や様が全身包帯だらけでＩＣＵのベッドに横たわっておられたのよ。平気でいられるはず、ないじゃない」

「……そりゃそうか」

　深み雪ゆきの言い訳に、真っ先に納得したのは、意外にもレオだった。

「頭で分かっていても心が反応しちまうことってあるよな。そんだけ、達たつ也やに対する深み雪ゆきさんの想おもいが深いってことだろ」

「……レオにしちゃ、分かってるじゃない」

「俺にしちゃ、は余計だ」

　エリカが茶々を入れ、レオが嚙かみ付つく。

　それで、場の雰囲気はリセットされた。

「……じゃあ、達たつ也やさんは今何処どこに？」

「秘密のお仕事に取り組んでいらっしゃるわ」

　ほのかの質問に、深み雪ゆきは具体的な答えを返さなかった。

　だがほのかの方も、重ねて問うことはしなかった。興味が無いのではなく、余り立ち入ってはいけないと自制したのだ。

　この場で深く踏み込んだのは、真ま由ゆ美みだった。

「こんなに大がかりなお芝居をしているということは、達たつ也やくんの不在を隠さなければならないんでしょう？　それを私に教えて良いの？　私は七さえ草ぐさ家けの長女よ？」

　七さえ草ぐさ家けと四よつ葉ば家けは対立している。それは十じゆつ師し族ぞくでなくても、ある程度事情に通じている者には公然の秘密だ。深み雪ゆきもそれは、当然知っている。彼女は次の四よつ葉ば家け当主となる身だ。

「私は七さえ草ぐさ家けと対立し続けることを望みません」

　深み雪ゆきの答えは、自分が次期当主であることを踏まえたものだった。

「それに、七さえ草ぐさ家けの人間だからといって特別に敵視するつもりはありません。逆にうかがいますが、先輩は達たつ也や様の不在をご家族、あるいは外部の誰かに話されますか？」

「そんなつもりは無いわ」

　真ま由ゆ美みは自分に言い聞かせるような口調で答えた。

　そして目を伏せ、短く間まを取る。

「……そうね。私には、達たつ也やくんや深み雪ゆきさんに不利な真似まねをする意思も動機も無い」

　このセリフの後に、真ま由ゆ美みは「狸たぬき親父おやじの思惑なんか知ったこっちゃないし」と口の中で呟つぶやいた。

「オーケーよ、深み雪ゆきさん。達たつ也やくんはＩＣＵで治療中。まだ話ができる状態じゃないけど命に別状は無いし、眠っているだけで意識障しよう碍がいの恐れも無い。これで良いい？」

「ありがとうございます」

　深み雪ゆきが真ま由ゆ美みに頭を下げる。

　顔を上げた深み雪ゆきは、真ま由ゆ美みの次に近くにいたエリカへ顔を向けた。

「……あたしたちもそういうことで良いいわ」

　エリカは深み雪ゆきに答えた後、振り返って「良いいわよね？」とアイコンタクトで念を押す。

　その視線に、ほのか、雫しずく、レオの三人は同時に頷うなずいた。

「でも、何で？」

「何故なぜ、真実を打ち明けたのか、という意味かしら？」

　雫しずくの質問の、省略された部分を深み雪ゆきが反問する。

「秘密は、知る者が少ないほど守られる」

　雫しずくはそういう表現で、質問の意図を表した。

「そうとは限らないのではないかしら」

「どういうこと？」

　深み雪ゆきが首を横に振り、雫しずくが小首を傾かしげる。

「人を拒む態度は疑惑を煽あおり、秘密を暴き出そうとする熱意を加速してしまう。一切人目に触れないように世間から隔離できるのならともかく、そうでない秘密を守り続けるのは無理とまでは言わないけれど、難しいと思うの」

「バレても良いと思ってる？」

「まさか。政府にも軍にもマスコミにも、達たつ也や様の邪魔はさせない」

　深み雪ゆきは声を荒げたわけではないが、強い意志を匂わせる口調に、雫しずくが忙せわしなく瞬まばたいた。

「わたし、こう思うのよ。秘密を守り続けるよりも、噓うそを信じさせる方が簡単なのではないかって」

「何故なぜ？」

　深み雪ゆきの説明を聞きたがっているのは、雫しずくだけではなかった。

　真ま由ゆ美み、ほのか、エリカ、レオはともかくとして、リーナまで興きよう味み津しん々しんの眼まな差ざしを深み雪ゆきに向けている。

　リーナには昨日も話したはずだけど、と思いながら、深み雪ゆきは失笑を零こぼしたりはしなかった。

「だって秘密を守り続ける為ためには『そんなものはない』ってあらゆる人に信じさせなければならないけれど、噓うそは何人か、せいぜい何十人かに信じてもらえば、後は勝手に広まっていくでしょう？」

「ミユキ……昨日も思ったけど、アナタ、人が悪いわ」

「そうかしら？　噓うそを吐かない人なんて、世界中何処どこにもいないと思うけど」

　リーナの呆あきれ声に、深み雪ゆきは涼しい顔で反論する。

　リーナも含めた六人は心の中で「そういう問題じゃない」と呟つぶやいていた。

「……つまり深み雪ゆきさんは俺たちに、『噓うそを信じた人』になって欲しいのか」

　レオが納得顔で、独り言のように「正解」を口にする。

「積極的に『噓うそ』を広めて欲しいわけではありません。ただ誰かに訊きかれた時に、達たつ也や様は入院中だと答えていただければ、と思っています」

　深み雪ゆきの答えはレオだけを相手にしたものではなかった。

「もちろん、良いいよ」

　真っ先に応えたのはほのか。エリカ、レオ、雫しずく、真ま由ゆ美みも次々に応諾の言葉を返した。
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　達たつ也やが入院していることになっている病院は、昨日の盗撮報道騒ぎで関係者以外立ち入りできなくなった。面会も、あらかじめ許可を受けた者でないとできない仕組みだ。

　マスコミは例によって「報道の自由」を振りかざしたが、今回、世論は病院の味方だ。「泣き崩れる美少女」のインパクトが強烈すぎたということだろう。実態はともかく──あの盗撮報道は四よつ葉ば家けが仕組んだ罠わなだった──、表面的にはテレビ局の自爆と言える。

　もっとも、マスコミがそう簡単に引き下がるはずもない。彼らにとって「報道の自由」は全てに優先されるべきものだ。禁止されるとますます闘志を燃やす──というのは言い過ぎか。

　とにかく、新聞もテレビも取材を諦めてはいなかった。そして潜入を試みる記者やカメラマンの中には、複数の情報機関から派遣された諜ちよう報ほう員いんが多数紛れ込んでいた。




　巳み焼やき島しまの沖合に浮かぶ中型クルーザー。持ち主は全国ネットのテレビ局だが、乗っているのは陸軍情報部の諜ちよう報ほう員いんだ。軍がテレビ局の船をシージャックしたわけではない。大手テレビ局の下請けに情報部が入り込んでいるのだ。無論、テレビ局側はそれに気付いていない。

「首尾はどうだ」

　島から離れるまで沈黙を守っていたこのチームのリーダーが、同様に口を閉ざしていたメンバーに成果を訊たずねた。

「駄目です。潜入は困難と言わざるを得ません」

「ハッキングもこれまでのところ、目め処どが立っておりません」

「病院関係者に接触することすら難しく、協力者の確保には時間が掛かりそうです」

　次々と返される芳かんばしくない報告に、リーダーが顔を顰しかめる。

「あの病院のセキュリティは異常ですね。他の機関も、足掛かりすら見付け出せていないようです」

　他の情報機関の動向を見張らせていたメンバーの報告に、リーダーは「せめてもの慰めか」と呟つぶやいた。

　リーダーが窓の外に目を向けた。西の空を覆う雲に遮られて夕日は届かない。日没にはまだ時間があるが、既にあたりは暗くなっている。台風は西寄りの進路を取っており昨日よりむしろ遠ざかっているが、波はますます荒くなっている。

「まだ二日目だ。白旗を揚げるには早すぎる」

　リーダーがラウンジに集まったメンバーの顔を一人一人順番に見回しながら、強い口調で告げる。

「いったん、三み宅やけ島じまの宿に戻る。だが今夜の天候次第では、夜間の出動もあり得る。各自、そのつもりで行動せよ」

　リーダーの声にメンバーが声を揃そろえて「了解」と応えた。

　全員が席を立ち、それぞれの持ち場に散る。

　クルーザーは西方およそ五十キロの三み宅やけ島じまに向けて発進した。
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　夕方になり、真ま由ゆ美みやほのかたちは島の東側に用意したゲストルームに移っている。

　今、病院に残っているのは深み雪ゆきとリーナの二人だけだ。

『陸軍情報部のクルーザーが三み宅やけ島じまに向けて発進しました』

　その深み雪ゆきの携帯端末に、巳み焼やき島しまの海上警察から報告が入った。──この島の警察は、表向きの身分としては公務員だが、構成員の全てが四よつ葉ば家け配下の魔ま法ほう師しで固められている。

「分かりました。手出しは不要です」

『了解しました。引き続き、監視に留とどめます』

　素っ気ないとも思える程、電話はあっさり切れた。これが自分を軽んじてのことではなく、盗聴を防止する為ためだと深み雪ゆきも知っているので、特に気分を害することはない。

「ミユキ、何だって？」

　ＩＣＵモニター室に同席していたリーナが深み雪ゆきに訊たずねる。自分と同じ年の少女に大人たちが指示を仰ぐ状況に、リーナが疑問を覚えている様子は無かった。

「陸軍の船が隣の島に向かったそうよ」

「陸軍が船で、ねぇ……。大変ね、日本の軍人は」

「日本にも海兵隊はあるのよ。陸軍の中に、だけど」

「じゃあ、その船はマリーンの？」

「いえ、違うでしょうね。動いているのは情報部の人たちでしょうから、海兵隊の船ではないと思うわ」

「あら、セクショナリズムの弊害はステイツも日本も同じなのね」

「同感よ」

　呆あきれ声のリーナに、深み雪ゆきは笑顔で頷うなずく。──笑顔と言っても苦笑いだが。

「これでエージェントは全員いなくなったのかしら？」

　口調を改めて訊たずねるリーナに、深み雪ゆきは真顔で「いいえ」と首を横に振った。

「新ソ連の工作員が、まだ沖で頑張っているみたい」

「オゥッ！　もうすぐハリケーンが来るのに、ガッツがあるのね」

　日本では中々見掛けないリアクションに、深み雪ゆきは思わず笑みを零こぼした。

「ハリケーンじゃなくて台風ね。それに天気予報では、台風が接近するのはまだ二日先よ」

　笑みを消して訂正する深み雪ゆきに、

「明後日あさつてなんてもうすぐじゃない」

　リーナも真顔になって反論する。

　深み雪ゆきは「今晩台風が来るわけじゃない」と言いたかったのだが、確かに明後日あさつて台風が来るのは「もうすぐ」だ。

「……そうね」

　深み雪ゆきが苦笑しつつ認めると、リーナは得意げな表情を見せた。








［９］






　原子力潜水空母『バージニア』の艦内時計が目的地の時刻に設定し直された。

　時計の文字盤が表示している現地時間は十七時ちょうど。達たつ也やはキャビンを出て、護衛兼監視の兵士を引き連れ艦橋に向かう。

　艦橋への入室を拒まれることはなかった。

「タツヤ」

　むしろ親しげに艦長のマイケル・カーティス大佐から声を掛けられる。

　彼はワイアット・カーティス上院議員の甥おいで、このミッションにおける達たつ也やの最も有力な協力者だ。だがそういった事情を抜きにして、達たつ也やはカーティス艦長に気に入られていた。

「あと一時間でミッドウェー島ですよ」

「分かりました。予定どおりですね」

　達たつ也やが艦橋に来たのは作戦開始の時間を確認する為ためだったが、答えは彼が訊たずねるより早く艦長の口からもたらされた。

「準備には少し余裕があるでしょう。一緒にコーヒーでもどうですか」

　カーティス艦長が言うとおり、出撃準備には三十分もあれば足りる。

「ええ、喜んで」

　達たつ也やに断る理由は無かった。

　達たつ也やの返事に艦長は顔をほころばせ、副長を呼んで少しの間艦橋を留守にすると告げる。

　そしてカーティス艦長は、達たつ也やを艦長室に連れて行った。




『バージニア』の艦長室は、潜水艦の中とは思えないほど広々とした物だった。まあ『バージニア』自体が大戦前の原子力空母並の巨体だ。内部の空間もそれに応じたサイズがある。

　テーブルを挟んで向かい合わせに座る達たつ也やに、艦長が自らコーヒーを振る舞う。自動機で淹いれたコーヒーだが、味は申し分なかった。ＡＩ搭載のコーヒーサーバーだ。人の手で淹いれた物より味が落ちるというのは、多分、偏見でしかない。

「タツヤ、いよいよだね」

「はい。艦長や上院議員には、感謝に堪たえません」

「君としてはパールアンドハーミーズを優先したいところだろうが……」

　カーティス艦長の口調は少し申し訳なさそうだ。根が善人なのだろう。

「いえ、最初からそういうお話でしたから」

　気にするな、と達たつ也やは艦長に伝える。

「そうだね。これは取引だ。だからタツヤが引け目に感じる必要も無い」

　そう言って艦長がニカッと笑う。

　その男臭い笑みに、達たつ也やもつられて唇を緩めた。

「それに、飛行魔法の開発者の実戦を間近で見られるんだ。今から興奮してしまうよ」

　艦長の目に、色欲に似て全く別種類の熱がこもる。

「飛行歩兵、そして飛行小型車しや輌りようは軍事的革命そのものだ。飛行魔法によって、戦争のやり方は大きく変わる。戦争における魔ま法ほう師しのプレゼンスはさらに高まるだろう。それと同時に、指揮官の意識も根本的な転換を迫られる。その現場に立ち会えるんだ。軍人冥みよう利りに尽きるね」

「私がやろうとしているのは個人戦闘です。戦術論には、余り役に立たないと思います」

「いや、それこそ我々が認識を変えなければならない点だ。戦闘は集団で行うもの。個の力は、数の力に敵かなわない。魔法が実戦で用いられるようになっても、この原則は変わらなかった。一騎当千はフィクションの中にしか存在しなかった。どんなに卓越した兵士でも、まず機動力の限界があった」

　興奮を自覚したカーティス艦長が、コーヒーで一息入れる。

「騎兵だって、一瞬で戦場の端から端へ移動できるわけじゃない。バイクを使ってもそれは同じ。他にも色々と歩兵用機動装置が考案されてきたけど、地上を走るという制限に縛られている内は、所詮、騎馬を代替する物でしかなかった。飛行魔法はその限界を打ち破ったんだ」

「飛行魔法を使っても、瞬間移動が可能になるわけではありませんが」

「だが従来の移動手段に比べれば、一瞬と言って良い」

　これは達たつ也やの謙けん遜そんではなく本音だったが、カーティスはその「思い違い」をたしなめるように断言した。

「全ては相対的なもので、どんなことでも一瞬では終わらない。飛行歩兵の機動力は、地上部隊の対応力を超えているという意味で『一瞬』なんだ。強力な戦闘ユニットが突然目の前に現れ、戦況をひっくり返す。前線指揮官にとって、これ程の悪夢は無い。しかもそれがワンマンソルジャーともなれば、従来の常識は全く通用しない。スーパーマンを相手に戦争するようなものだからね。一から対策を講じなければならない」

　カーティス艦長はニヤリと、今度は人の悪い笑みを浮かべた。

「だから私は、対応戦術を策定する為ためのサンプルを提供してくれるタツヤの戦いを、とても楽しみにしている」
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　原子力潜水空母『バージニア』が待機位置に停止しても、達たつ也やはしばらく出撃しなかった。これは、計画どおりの行動だ。

　達たつ也やが発進したのは現地時間七月二十二日午後七時半。日没直後の空に、達たつ也やが操縦するエアカーが舞い上がった。




　ミッドウェー島は一つの島ではなく、サンド島、イースタン島と幾つもの小島から形成される環かん礁しようで、ミッドウェー諸しよ島とうと呼ぶ方が正確かもしれない。

　ミッドウェー監獄は、この内サンド島のほぼ東半分を使った大規模な施設だ。達たつ也やがその施設を肉眼に捉えたのは、発艦から十分後のことだった。

　対空砲火は無い。

（ステルスシステムは設計どおりの性能を発揮しているようだな）

　新型エアカー最大の改良点であるステルス機能。恒星炉にも使われている人造レリックに認識阻害・探知妨害の魔法式を保存して、ドライバーの魔法技能に依存せず高度なステルス魔法を車体とその周囲に展開する。

　持続時間は現段階で最長半日。累るい計けい稼か働どう時じ間かんが十二時間に達した時点で再使用までに十二時間の休止時間が必要だが、稼か働どう限げん界かい時じ間かんに達する前でも十二時間以上のインターバルを置けば時間制限はリセットされる。今回のミッションには十分な性能だ。

　達たつ也やはエアカーをサンド島の北西岸に着陸させた。そこから飛行装甲服『フリードスーツ』で監獄施設に向かう。フリードスーツも高いステルス性能を備えているが、人造レリックを利用した新型エアカー程ではない。監獄の敷しき地ちを囲う高い塀を越えようとしたところで、けたたましい警報が鳴り響いた。

　監獄屋上に設置された砲塔が旋回する。

　ミッドウェー監獄に設置されている兵器はフレミングランチャーと対人火器だけ、達たつ也やは三みつ矢や家けからそう聞いていた。だが今、達たつ也やを照準しようと回転している砲口は……。

（パルスレーザー砲！）

　対人の枠に収まらない、対空レーザー砲だ。

　騙だまされたのか、という思考が入り込む余地も無かった。

　その正体を認識するのと、魔法を発動したのは同時だった。

　パルスレーザー砲の狙いが達たつ也やに固定される、その直前、

　砲塔は輪郭を失い、電光と共に弾はじけ散った。

　達たつ也やの分解魔法『雲散霧消ミスト・デイスパージヨン』がパルスレーザー砲の砲身と台座を元素レベルに分解。

　電光はレーザー発射の為ために供給されていた電流が行き場を失って、金属元素のガスの中を無秩序に暴れ回ったものだ。

（危なかった……）

　フリードスーツの防弾機能はあくまでも質量弾に対するものであり、高エネルギーレーザーに耐える程の耐熱性能はない。レーザー砲の照準速度と連射速度次第だが、『再成』と同時に身体からだを撃ち抜かれる無限ループに陥る危険性もあった。

　被弾・自己修復の無限ループは、あらゆる外傷を無かったことにできる達たつ也やにとって最も警戒すべき事態だ。『再成』を使わせられ続けると、いずれ魔法演算領域が連続発動に耐えられなくなりオーバーヒートを起こしてしまう。あるいは『再成』の発動に失敗してしまう。何十回程度ならともかく、短時間に何百回も続けばそうなってしまう可能性が高い。それは達たつ也やの不死身性を突き崩す数少ない攻略法の一つだった。

　危機感が達たつ也やの知覚を一層鋭敏化する。

　屋上及び壁面、広大な敷しき地ち内ないに配置された全ての対空・対人兵器の情報が、彼の「視界」に瞬時・同時並行で映し出された。

（『雲散霧消ミスト・デイスパージヨン』発動）

　先程の『雲散霧消ミスト・デイスパージヨン』は反射的に、自分の力だけで発動したものだった。

　今度はスーツに内蔵されたＣＡＤの助けを借りて、同時に十二機の砲座・銃座を「分解」していく。その中には、達たつ也やの現在位置からはブラインドになっている対空砲座、地下に格納されたままの自動銃座も含まれていた。

　ミッドウェー監獄に設置されていた迎撃兵器は、対艦兵器のフレミングランチャーを含めて、連続五回の分解魔法で跡形もなく消え去った。




　迎撃兵器が無くなったミッドウェー監獄の上空で、達たつ也やはカノープスが収監されている建物を「眼め」で探した。

　ベンジャミン・カノープスの情報は今年の二月、ジード・ヘイグこと顧傑グ・ジーの捕獲を邪魔された時に取得している。さすがに一度接触しただけの相手の居場所を、太たい平へい洋ようの半分を隔てて探ったりはできない。しかし、この島、この敷しき地ち内ないにいると分かっていれば、見つけ出すのは達たつ也やにとって難しいことではなかった。

　大体一キロメートル四方の敷しき地ちの中に、低層の見るからに頑丈なビルが十棟建っている。

（監獄はその内、五棟。一棟が管理事務所、二棟が職員・兵員用住居、一棟が武器庫、一棟がトレーニング施設か）

　求める相手、カノープスの情報は、敷しき地ちの中央に見付かった。三階建てのビルの、三階南端の部屋にいる。

　達たつ也やはさらに、当該ビル内部の情報を閲覧した。

　カノープスから少し離れた所に、武装した兵士が十人いる。これは監獄の警備兵だろう。カノープスを護衛する為ために集まったのか、脱獄を阻止する為ために集まったのかまでは分からない。

　同じ階に囚人はカノープス一人だった。二階、三階には八人ずつ収監されている。当然なのかもしれないが、全員が男で、魔ま法ほう師しだ。

（当たり前だが、俺の侵入は知られているか。屋上から来るのを警戒しているのだろうな）

　裏をかいて一階から攻めるという手もある。だが今は、時間が惜しい。ミッションはここだけではない。本番はむしろ、パールアンドハーミーズ基地だ。

　達たつ也やは警備兵の予想どおり、上から攻め入ることにした。




　屋上に降り立った達たつ也やに銃口が向けられる。短い銃身はＰＤＷパーソナルデイフエンスウエポンか。

　建物を警備する兵士だから、威力よりも取り回しを優先するのは合理的な選択だ。もっとも達たつ也やを相手取る場合は、多少威力が高くても意味は無い。

　銃弾が発射されるよりも早く、銃自体がバラバラになって屋上の床に飛び散った。

　思い掛けない事態に二人の兵士は硬直したが、すぐに腰のホルスターへ手を伸ばす。

　しかし彼らより速く、達たつ也やは腰から拳銃形態のＣＡＤを抜いて兵士に向けた。

　シルバー・ホーン・カスタム『トライデント』。

　達たつ也やが引き金を引くと同時に、二人の両手両足、その付け根に穴が開く。

　兵士たちがくぐもった悲鳴を上げながら、仰向けと俯うつぶせに、別々の向きに倒れる。

　彼がスーツ内蔵のＣＡＤではなく『トライデント』を使ったのは、監視カメラを意識してのことだ。

　兵士たちを無力化した傷は、見えない銃弾が通り抜けた跡のようにも見える。

　黒尽くめの、顔を隠した侵入者の魔法はそういうものだと印象づける為ために、達たつ也やは「見えない銃弾」のイメージと結び付きやすい拳銃形態のＣＡＤを用いているのだった。

　意識を失った兵士から拳銃を一丁取り上げて、達たつ也やが屋内へ続く階段室の扉をくぐる。

　屋上から三階に下りる途中に待ち伏せは無かった。

　屋上階から一段目へ足を下ろした直後、達たつ也やは「精霊の眼エレメンタル・サイト」ではない五感外の認識──直感がもたらした危機認識に従ってしゃがみ込み、左手を顔の前に翳かざした。

　掌てのひらに展開した事象改変の力場が、前方の壁から飛来した銃弾を分解する。

　表面的な現象を見れば跳弾だが、弾が跳ね返る音はしなかった。

　しかし達たつ也やは、驚きも疑問も覚えない。彼は弾丸を分解すると同時に、敵が発動した魔法の性質を読み取っていた。

　銃弾に、ちょうど弾丸を覆うサイズの反射力場が付与されていたのだ。特定の物質にのみ反応してゴムボールのように撥はね返る性質を与える魔法。設定されている反応条件は、壁と天井に使われている石せつ膏こうボード。

　片膝を突く格好で身を低くした達たつ也やのすぐ横で、鋭い音を立てて銃弾が跳ねる。間を置かず、今度は彼がいる場所の一段下に着弾した。どうやら照準はある程度偶然に頼っているようだ。最初の一発は、ある意味まぐれ当たりか。

　四発目の弾丸は、飛んでこなかった。

　達たつ也やが撃たせなかった。

　階下で驚きよう愕がくの声が上がり、床にＰＤＷの部品が撒まき散ちらされる。

　言うまでも無い。達たつ也やの仕業だ。

　敵の一時的無力化を耳で確認した達たつ也やは、階段を一気に駆け下りた。

　敵兵は既に拳銃を手に取っている。呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたままでなかったのは兵士として当然かもしれないが、良く訓練されているのは確かだろう。だがそれでもまだ、狙いを付ける段階には至っていない。

　達たつ也やが『トライデント』の引き金を引く。

　最前列で拳銃を構えようとしていた三人の手足に穴が開いた。神経を断ち切る傷は現代医学を以もつてすれば回復可能だが、病院で治療を受ける必要があり、応急処置では手足が動くようにはならない。それ以前に、神経を分解された激痛に意識を保っていられない。たとえ失神を免まぬがれても、まともな思考力は維持できないだろう。

　戦闘力を失った同僚に構わず、二列目にいた兵士二人が大型懐中電灯のような円筒を達たつ也やに向けた。

　達たつ也やは、自分に向けて照射される想子サイオン波はを認識した。

（ＣＡＤから出力される起動式の読み込みを阻害する想子サイオン波はのノイズか）

　単に感じるのではなく、それが何なのか理解した。

（アンティナイトの性質を模倣した対魔ま法ほう師し装備。だがアンティナイトより性能は落ちる）

　達たつ也やはＣＡＤを使わずに分解魔法を発動し、想子サイオンのノイズをかき消す。

　ほとんど間まを置かず、彼は『トライデント』の引き金を引いた。

　対魔ま法ほう師し装備キャスト・ジャマーで達たつ也やに想子サイオン波はを浴びせた二人だけでなく、残る三人の警備兵も手足から血を噴き出してひっくり返る。

　達たつ也やの前に立ち塞がるものはいなくなった。彼は念の為ために、警備兵全員の全身を「眼め」でスキャンし、所持している全ての銃器と爆弾を分解魔法で使用不能にする。

　そうして達たつ也やは、カノープスが閉じ込められている部屋の鍵を魔法で斬り裂いた。

　右手の『トライデント』をホルスターに収める。左手には、奪った拳銃を持ったままだ。

　外開きの扉を手で開けただけで、達たつ也やは部屋に入らなかった。

　そのまま十秒前後が経過する。

　入り口から死角になっていた部屋の隅から、長身の人影が歩み出て達たつ也やと向かい合った。

　ひげはきれいに剃そられており、栗くり色いろの髪はきちんと撫なで付つけられている。ヘーゼルの瞳に、憔しよう悴すいの色は無い。囚人という単語から連想されるみすぼらしさは皆無だった。

「ベンジャミン・カノープス少佐で間違いないな」

　本人であることは分かっていた。これは会話の、切っ掛けのようなものだ。

「そうだ。君は？」

「ワイアット・カーティス上院議員から依頼を受けた者だ」

「グランドの？」

　カノープスのセリフに達たつ也やは一瞬、意味が分からず戸惑ったが、「グランドアンクル」のことだろうと取とり敢あえず解釈しておくことにした。──もしかしたら一族内で使われている尊称かもしれないが、ワイアット・カーティスのことを指しているというだけで達たつ也やとしては十分だった。

「これを預かっている」

　達たつ也やは『バージニア』の艦長を通じて預かった指輪をカノープスに差し出した。

　カノープスは印台に細かく刻み込まれた紋章を数秒間見詰め、指輪を自分の左手小指にはめた。
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「確かに」

　カノープスが小さく頷うなずく。指輪は使者を証明する物として十分だったようだ。

「貴官を脱獄させるよう、依頼を受けている」

「分かった」

　カノープスは理由も、達たつ也やの身元も訊たずねなかった。どうやらワイアット・カーティスの指示は、カノープスにとって逆らえないものらしいと達たつ也やは思った。

「もし差し支えなければ、私と共に捕らえられている部下を連れて行ってもらえないか？」

　拒否しない代わりに、というわけでもないだろうが、カノープスが足を止めたまま口を動かす。

「了解した。閉じ込められている場所は分かるか？」

「分かる。案内しよう」

「頼む。これを」

　カノープスの申し出に頷うなずき、達たつ也やは彼に屋上で取り上げた拳銃を渡す。

「……良いいのか？」

「武装デバイスの代わりにはならないだろうが、一応、護身用だ」

　カノープスは日本刀タイプの刀剣とＣＡＤを組み合わせた武装デバイスを愛用している。彼が達たつ也やのセリフに軽く眉を顰ひそめたのは、自分の戦闘スタイルを知られていることに警戒感を覚えたからだろう。

「助かる」

　しかし、口に出してはこう応えて、カノープスは階段に向かった。




　カノープスと達たつ也やが向かったのは、二百メートルほど離れた監獄ビルだった。

　途中、攻撃は受けなかった。自動銃座がピンポイントに破壊されているのを見てカノープスは驚きの表情を浮かべたが、後ろを行く達たつ也やには見えていない。

　ビルの大きさはカノープスが収監されていた物とほとんど変わらないが、部屋の数はずっと多い。どうやらカノープスが囚とらわれていたビルは高級士官用で、こちらはグレードが落ちる囚人用であるようだ。

　カノープスは時々気配を探るような仕草を挿はさんで廊下を進み、階段を上る。彼は二階真ん中寄りの扉の前で立ち止まった。

「ここだ」

　カノープスの言葉に無言で頷うなずき、達たつ也やはナックルガード付きの戦闘ナイフを抜いた。

　振り下ろす途中で、刃先に分解魔法の力場を形成する。

　ナイフはドアの鍵を無抵抗で斬り裂いた。

「分子ディバイダー？　いや……」

　カノープスの呟つぶやきには反応を返さず、達たつ也やは監獄というより営倉のイメージが強いドアを開けた。

　扉を押さえる達たつ也やの横を通って、カノープスが慎重に入室する。

「隊長！」

「ラルフ」

　だが部屋の奥から掛けられた声に、カノープスの緊張が緩んだ。

　赤毛の髪を中ちゆう途と半はん端ぱに短くした細身の青年が急ぎ足で歩み寄ってくる。スターズ第一隊少尉、カノープスの直属の部下であるラルフ・アルゴルの姿だ。

　カノープスもゆっくりと青年に近寄っていく。

　あと一歩で手が届くところでカノープスは足を止め、握手の為ために右手を前へ出し掛けた。

　だが青年は、いきなり床を蹴ってカノープスの横をすり抜ける。

　ナイフを手に、達たつ也やへ襲い掛かろうとする。

　しかし、彼が突進を始めた直後、ラルフ・アルゴルの姿をした青年に想子サイオンの奔流が浴びせられた。

　青年の姿が変わる。

　赤毛と細身の体型はそのままに、別人の顔になる。

「術式解体グラム・デモリツシヨン!?」

　カノープスの声は、呟つぶやきと言うには大きなものだった。

　達たつ也やが放った術式解体グラム・デモリツシヨンの効果は、今や青年とは呼べない中年の男の偽装魔法を剝ぎ取っただけに留まらなかった。男の足取りが、体勢が、覚おぼ束つか無ないものになる。

　想子サイオンの奔流を浴びて身体機能を狂わせた男へ、達たつ也やがナイフを持つ右手を突き出した。

　特殊鋼のブレードではなくチタン合金のナックルガードが男の腹を抉えぐる。鳩尾みぞおちを強打されて、男は白目を剝むき、床に崩れ落ちた。

「こいつは、『コールサック』のメンバーか……」

　身体からだの向きを変えて男の顔を見下ろすカノープスが、顔を顰しかめてその正体を告げる。

　その声は達たつ也やに届いていたが、彼はカノープスに『コールサック』の説明を求めなかった。

　状況がそれを許さなかった。

　開け放たれたままのドアから拳大の物体が投げ込まれる。

「手しゆ榴りゆう弾だん!?」

　カノープスの叫びは、達たつ也やの認識と一致した。

　カノープスがテーブルを倒してその向こう側に伏せる。

　達たつ也やは手しゆ榴りゆう弾だんを魔法で投げ返した。人工魔法演算領域＋フラッシュ・キャストで発動した魔法はこのようなシチュエーションで、威力不足を補って余りある発動速度を発揮する。

　だが敵も強したたかだった。達たつ也やが投げ返した手しゆ榴りゆう弾だんは、入り口で撥はね返って室内に戻る。扉が閉められたのではない。入り口に沿って、対物障壁が張られていたのだ。

　達たつ也やは飛行魔法を発動した。

　爆発物の威力は、距離の三乗に反比例する。床に伏せるのは飛散物の直撃を避ける為ためだが、爆発地点からの距離で考えるなら、床に転がっている手しゆ榴りゆう弾だんとの距離は、床に伏せるより天井に張り付いた方が遠い。

　それに飛行魔法には飛行中の抵抗を減らす為ために、空気の繭まゆを身体からだの周囲に固定する術式が含まれている。数百キロの相対的な逆風に耐える強度の繭まゆだ。小型爆弾の爆風程度なら、シールドとしての効果も期待できる。

　しかし達たつ也やの機転は、このケースでは余り役に立たなかった。

　手しゆ榴りゆう弾だんが炸さく裂れつする。爆風は、大したことはなかった。

　勢い良く破片が撒まき散ちらされるのではなく、勢い良く黒煙が拡散する。

（煙幕手しゆ榴りゆう弾だん）

　達たつ也やは飛行魔法を切って床に飛び降りた。敵の狙いが視線を遮ることなら、天井に張り付いている状態は良いい標的だ。

　ヘルメットのバイザーに煙の分析結果が表示される。

　──非致死性──

　──麻ま痺ひ成分無し──

　──催涙成分無し──

　──呼吸器及び角膜に若干のダメージあり──

（つまりは単純に、視界を奪うだけの煙幕か）

　入り口を遮っていた対物シールドの消滅を達たつ也やは感知した。

　ヘルメットのバイザーに映る視界が、自動的に赤外線モードに切り替わる。だが、部屋に侵入する人影は無い。

　しかし達たつ也やの「眼め」は、音も無く突進してくる男の「姿」を捉えていた。

　情報から再構成された人影は赤外線の放射を外気温に一致させるステルススーツを着て、超音波で視界を確保している。超音波視覚化ゴーグルは付けていないから、この男の特殊技能なのだろう。さしずめ「コウモリ男」か。

　何にせよ、刃を向けてくるなら反撃するだけだ。達たつ也やは敵のブレードを右手のナックルガードで弾き、左手で相手の額を摑つかんだ。その状態で振動魔法を発動。左の掌てのひらから振動波を送り込む。

　高い威力を出せない人工魔法演算領域が産み出した振動波だ。致命傷にはならない。

　だが脳のう震しん盪とうを引き起こすには、十分な強さだった。

「コウモリ男」が膝から崩れ落ちる。妙な倒れ方をしたようだが、頭を強打していたとしても、達たつ也やとしてはそこまで気を遣っていられない。

　そもそも、そんな暇は無かった。

　倒れた男の向こう側から次の敵が迫っている。それも一人や二人ではない。合計八人。

（限界か）

　達たつ也やはここまで、警備兵を殺さないように戦ってきた。彼が依頼された仕事はカノープスの脱獄とパラサイトの抹殺。パラサイトでないアメリカ兵の殺害は含まれていない。今更殺人に禁忌は覚えないが、必要の無い遺恨の生産は達たつ也やとしても好まない。

　だがそれは、ミッションの達成よりも優先されるものではなかった。

　外から砲丸が投げ込まれる。陸上競技に使われる、あの鉄の球が、山なりではなく直線状の軌道で達たつ也やに襲い掛かった。時速二百キロ前後。魔法が働いている様子は無い。射出時のみ魔法で加速したのだと思われる。

　弧を描いてカードが迫る。一見、単なるプラスチック製だが、鋭く研がれたエッジは高強度の樹脂でコーティングされている。こちらも、今は魔法が働いていない。カードに施された微妙な反りによってカーブする軌道が標的に交わるよう、魔法でカードのスピードと角度と回転数を調節して撃ち出したのだろう。

　いずれも、魔法による探知を避ける工夫が為なされた攻撃だ。

　達たつ也やは鉄球とカードを「分解」し、八人の襲撃者全員の心臓を撃ち抜いた。

　足下で動いた殺意に、ナイフを投げ落とす。

　脳のう震しん盪とうを起こしているにも拘かかわらず達たつ也やにバネ仕じ掛かけのダーツを放とうとしていた「コウモリ男」が、喉を貫かれて息絶えた。

　最初に倒した赤毛の男に動きは無い。どうやら戦闘は、一段落付いたようだ。

　達たつ也やは部屋の中に蟠わだかまったままの煙幕を、軽い気流を起こして廊下に排出した。

「コールサックを、まともに攻撃もさせず殲せん滅めつするとは……」

　倒したテーブルの向こう側に立ち上がったカノープスが、驚きを隠せない口調で呟つぶやく。

「コールサックというのは、こいつらのチーム名か？」

　ふとした疑問に駆られて、達たつ也やがカノープスに訊たずねる。

「そうだ。イリーガルＭＡＰマツプ・コールサック分隊。ステイツでもトップクラスの非合法暗殺部隊なんだが……」

　カノープスは称賛ではなく、警戒の目を達たつ也やに向けている。

「暗殺者は奇襲してこそ脅威だろう？」

　正面から掛かってくる暗殺者など恐れるに足りない、と達たつ也やは言っているのだが、これは謙けん遜そんでも自慢でもなく、会話をつなぐ為ための相あい槌づちに近いセリフだった。

「それより、コールサック分隊は合計十人なのか？」

　達たつ也やが訊ききたかったのは、これだけだ。要するに、敵が残っていないかどうか、気になったのである。

「あ、ああ。イリーガルＭＡＰマツプにはもう一つ、『コーンネビュラ』という分隊があってここに囚とらわれているが、あれはハニートラップ専門だ。この状況には出てこないだろう」

「了解した」

　達たつ也やは部屋の中を『精霊の眼エレメンタル・サイト』でスキャンした。罠わなや伏兵の有無を確かめる為ためだったが、彼は別のものを見付けた。

「少佐。ベッドの下に縛られている者がいる。彼が貴官の仲間ではないか？」

　カノープスが慌ててベッドに駆け寄り、その下をのぞき込む。

「ラルフ！」

　引っ張り出した赤毛の青年──ラルフ・アルゴルは、クスリを嗅がされているのか揺さぶっても目を覚ます気配が無かった。

　カノープスはアルゴルの戒めを解くと、彼の両足を左腕で抱え込み上半身が自分の背中側に来る格好で、左肩に担かつぎ上あげた。

「命に関わる危害は加えられぬようだし、置いていった方が良いいと思うが？」

「いや、連れて行く」

　カノープスは達たつ也やのアドバイスに耳を貸さない。

　達たつ也やとしても「言ってみただけ」に過ぎない。彼は、カノープスを説得しようとはしなかった。

「連れて行く部下は一人だけか？」

　その代わり、達たつ也やはこう訊たずねた。

「すまない。もう一人いる」

「分かった。急ごう」

　達たつ也やの言葉にカノープスは頷うなずき、アルゴルを担かついで走り出した。




　女性だけが収容されていたビルから、特に目立った抵抗も無くアリアナ・リー・シャウラ少尉を助け出す。シャウラ少尉はアルゴル少尉と違って拘束もされていなければ眠らされてもいなかった。

　達たつ也やはかえって罠わなを疑った。だが、罠わなが有ろうと無かろうと、やることは同じだ。

「車を奪う。心当たりは無いか？」

　エアカーを駐めてある場所まで、少し距離がある。三人を抱えて飛べないことはないが、機動性は大きく低下する。カノープスやシャウラがＣＡＤ無しでどの程度銃撃から身を守れるか不透明だし、アルゴルに至ってはまだ意識を取り戻していない。フリードスーツの飛行機能で脱出するのは、できれば避けたいところだ。

「兵器庫の前に汎用車があります」

　達たつ也やの問いに答えたのは、シャウラだった。

「私の独房から見えていました。こちらです」

　何故なぜ知っている、という質問の答えを先取りして、シャウラは達たつ也やとカノープスを先導しようとする。

「待て。後ろから指示してくれ」

　しかし達たつ也やが彼女を呼び止め、追い越して自分の背後につかせた。

　シャウラの顔に、戸惑いが過よぎる。初対面の自分に背中を曝さらす意味が分からなかったのだ。

　彼女は「どういうことですか」とカノープスに目で訊たずねた。だが、カノープスは首を横に振るだけで答えを返さない。

　カノープスは達たつ也やの正体に勘付いている。達たつ也やの情報は第一級の警戒対象として彼の記憶に刻み込まれていた。だからシャウラ以上に、達たつ也やが見せる警戒感の欠如を理解できなかった。──達たつ也やにしてみれば、単に「後ろも『視み』える」というだけのことに過ぎないのだが。

　兵器庫の前には、さすがに警備兵がいた。

　約五十人。一個小隊相当だ。通常警備にしては多すぎる。おそらく、達たつ也やたちを待ち構えているのだろう。「視み」たところ、かなり力の強い魔ま法ほう師しも混ざっていた。

　建物に遮られて物理的な視線は通っていない。だが達たつ也やだけでなく、相手もこちらに気付いているようだ。一個小隊の兵士が一斉に銃口を前に向ける。

　構えている武器は、武装デバイス。展開されている起動式は移動系魔法『弾道曲折』。飛ひ翔しよう体たいの軌道を一度だけ曲げる、あるいは折り曲げる魔法。主な用途は、遮蔽物の陰に隠れる敵に対する射撃。

　達たつ也やが『トライデント』を抜いて引き金を引く。

　警備兵の武装デバイスから銃弾が発射されるのと、達たつ也やの魔法が発動されるのは、同時だった。

　警備兵の銃弾は、折れ曲がらずに直進した。達たつ也やが「自分の前方百メートル以内の領域で発動している『弾道曲折』の魔法式」を標的にして『術式解散グラム・デイスパージヨン』を放った結果だ。

　武装デバイスの性質上、フルオートの射撃は無い。幾らＣＡＤで自動化されていても、使用する魔ま法ほう師しの処理が追い付かないからだ。三点バーストで発射された銃弾が全て直進、つまり明後日あさつての方向へ消えて、警備兵が再び起動式を出力しようとする。

　しかし、その前に達たつ也やの魔法が発動された。

　約五十人の兵士が半数ずつ、わずかなタイムラグで右足の付け根から血を噴き出してよろめく。次の瞬間、左足の付け根からも同じように血を流して一斉に地面へ崩れ落ちる。

　さらに両腕の付け根にも細い穴が穿うがたれて、一個小隊の警備兵は完全に行動力を失った。先程は手加減を止める決意をした達たつ也やだが、ここで一個小隊を全滅させるのはやはり尾を引くのではないかと考え直した結果だ。

　相手が魔ま法ほう師しであれば手足が動かなくても反撃を受ける恐れがある。だが、その時はその時だと達たつ也やは開き直っていた。──なお念の為ために補足しておくと、自分がやられても良いという開き直りではなく、「その時に殺せば良い」という開き直りだ。

　警備兵が取とり敢あえず無力化されたのを見極めて、達たつ也やが建物の陰から駆け出す。

　カノープスとシャウラは、その後ろを強こわ張ばった表情で付いて行く。スターズの精鋭である二人にとっても、達たつ也やの戦闘力はデタラメだった。

　シャウラが「分子ディバイダー……ジャベリン？」と呟つぶやいたのは、達たつ也やの部分分解魔法をスターズ第四隊ゾーイ・スピカ中尉が使う『分子ディバイダー・ジャベリン』と勘違いしたからだろう。確かにもたらされる結果は良く似ている。

　西の空の残光も薄れ闇に支配されつつある空の下で、達たつ也やたち四人は汎用四輪車に駆け寄った。運転席にカノープス。後ろにシャウラと、まだ目覚めないアルゴルが乗り込む。

　達たつ也やは近くに倒れている兵士たちから幾つかの武器を回収して、助手席の横に立った。

　カノープスが訝いぶかしげに乗車を促す視線を向けた先で、達たつ也やはＣＡＤ『トライデント』を兵器庫に向けた。

（──無人を確認）

　中には誰もいない。

（──対象物の素材情報を取得）

　銃器や戦闘車両を部品に分解するような場合には、対象物の機械的な構造を情報として取得する必要がある。その情報量は、対象物が複雑になる程、そして大きくなる程、膨れ上がる。

『再成』の場合は、対象物の構造と素材の組成情報の両方が必要になる。

　だが対象物を元素レベルに分解する『雲散霧消ミスト・デイスパージヨン』の場合は、素材の組成情報だけで処理可能だ。対象のサイズや機械的な複雑さは無関係。大規模な物体を「分解」するような場合は、部品に「分解」するより元素レベルに「分解」する方がむしろ、達たつ也やにとって負担は小さい。

　達たつ也やは兵器庫と、格納されている兵器の全てを対象として『雲散霧消ミスト・デイスパージヨン』を発動した。

　三階建ての窓が無い建物の輪郭がぼやけ、

　次の瞬間、幻のように消え去る。

　兵器庫跡に、粉ふん塵じんが舞う。

　押し寄せる粉ふん塵じんに、シャウラが慌てて車の窓を閉める。

　達たつ也やは素早く助手席に乗り込み、目を見開き絶句しているカノープスに「出してくれ」と声を掛けた。




　監獄の敷しき地ち内ないと敷しき地ち外がいをつなぐゲート前には、兵器庫前と同等の人数の警備兵が配置されていた。

　だが達たつ也やの対応は、先程と異なっていた。

　達たつ也やがおもむろに取り出したのは、兵器庫の前で警備兵から取り上げた手しゆ榴りゆう弾だんだった。

「おいっ!?」

　焦あせるカノープスを無視し、達たつ也やは窓を開けて手しゆ榴りゆう弾だんのピンを抜く。この種の武器の取り扱い方法は、百年前とほとんど変わっていない。
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　右手で放り投げられた手しゆ榴りゆう弾だんは魔法で加速され、警備兵の列に飛んでいく。

　敵の魔ま法ほう師しが手しゆ榴りゆう弾だんの軌道に干渉しようとするが、手しゆ榴りゆう弾だんを捉えた『ベクトル反転』の魔法式を達たつ也やはノーアクションで「分解」した。

　魔法運用の原則として、同一の物体や現象に対して同時に複数の魔法を行使してはならないとされている。もしこの原則に反したならば、多くの場合必要となる事象干渉力が上昇して魔ま法ほう師しに余計な負担をもたらす上に、成功する魔法は一種類だけだ。より悪い結果として、試みられた全ての魔法が失敗に終わることも少なくない。

　正規軍のような良く訓練された戦闘集団では、この原則が厳しく守られている。今のケースでも、手しゆ榴りゆう弾だんの到達を阻止する為ために動いた魔ま法ほう師しは一人だけだ。

　その魔法が無効化された。この思い掛けない展開に動揺しながらも、警備兵側はもう一度同じ魔法で手しゆ榴りゆう弾だんを撥はね返そうとした。

　一度、フォローするのが限界だった。

　二度目の『ベクトル反転』も達たつ也やによって無効化され、手しゆ榴りゆう弾だんは警備兵の頭上に迫る。

　しかもそれは、一個ではなかった。

　達たつ也やが兵器庫前で奪った手しゆ榴りゆう弾だんは四個。彼はそれを、ゲート前に横列を作って達たつ也やたちが乗る車の脱出を阻はばむ構えの兵士に次々と投とう擲てきしていた。

　手しゆ榴りゆう弾だんが警備兵の列、上空三メートルで立て続けに爆発した。

　鋭い破片が、兵士たちの頭上に勢い良く降り注ぐ。

　警備兵は片腕を頭上に翳かざし、しゃがみ込んで破片から身を守った。

　兵たちの視線が、達たつ也やたちを乗せた車から外れる。

　けたたましいクラクションの音に彼らが顔を上げた時には、小型ながらも見るからに頑丈な汎用四輪車が目前に迫っていた。

　一列横隊を組んでいた警備兵は、反射的に四輪車の進路から逃げ出してしまう。

　横列を作っていた兵はゲート前に集まった警備兵の、約四分の一。

　残る四分の三の兵士たちが、四輪車に銃弾を浴びせる。

　しかし、達たつ也やが盗んだ車は汎用車とはいえ装甲付きの軍用車しや輌りようだ。銃弾も、命中しているのは全体の十パーセント程度。警備兵の銃撃は、走行に支障を来きたすダメージを与えられない。

　カノープスが運転する四輪車は達たつ也やが鉄てつ扉ぴを消し去ったゲートを通り抜けて、監獄の敷しき地ちを脱出した。




　ミッドウェー監獄の敷しき地ちを脱出した後、追い掛けてくる車しや輌りようもヘリも無かった。アメリカ軍が侵入者と脱獄犯を見逃すとは思われないから、態勢を立て直している最中なのだろう。

「止まれ」

　エアカーが見えた所で、達たつ也やはカノープスに四輪車の停止を指示する。

　彼はエアカーの運転席に乗り込んで、ドアを開けたままカノープスとシャウラに叫んだ。

「乗ってくれ」

　二人は愚ぐ図ず愚ぐ図ずと戸惑ったりはしなかった。カノープスが後部座席からアルゴルを引きずり出し、肩に担かついでエアカーに駆け寄る。

　シャウラがエアカーの後部座席に乗り込んで、中から意識の無いアルゴルの乗車を手伝う。

「ドアは閉めなくて良い」

　達たつ也やの注意に頷うなずいて、カノープスはＳＵＶに似た車体を回り込み助手席に座った。

　達たつ也やの操作で、四枚の扉が一斉に閉まる。

「これは何だ？　水陸両用車か？」

　窓がはめ殺しになっている上、通常の自走車であればトランクになっているスペースに正体不明の機械が据え付けられた車内を見回して、カノープスが思わず訊たずねた。

「いや」

　答えながら、達たつ也やは飛行魔法を発動する。

「空陸両用だ」

　カノープスが息を吞のみ、シャウラが小さな悲鳴を上げる。それをＢＧＭに、達たつ也やはエアカーを急発進させた。





◇　◇　◇






「ミスター司し波ばのエアカーから帰還のシグナルが発信されました」

　通信士の言葉に、艦橋がざわめく。

「出撃から三十分、実働時間二十分か……。ミッドウェー監獄の被害状況は分かるか？」

　原子力潜水空母『バージニア』艦長、マイケル・カーティス大佐が情報スタッフに訊たずねる。

「対艦砲、対空砲座、対人銃座は全て破壊されているようです。また兵器庫が消滅しています」

　スタッフがすらすらと答えを返したのは、カーティス艦長があらかじめミッドウェー監獄の情報収集を命じていたからだ。

「監獄のビル自体に被害は無いのか？」

　艦長が少し意外そうな口調でスタッフに問い返す。

「大きな被害は認められません」

（案外、大人しい結果だな……）

　心の中で呟つぶやき、カーティス艦長はすぐに「いや」と思い直した。

（限定的な被害はこの場合、攻撃側に余裕があった証拠と解釈すべきだ）

（ミッドウェーは軍事刑務所であると同時に、パールアンドハーミーズを補完する補給基地）

（それを、手加減しながらわずか二十分で、実質的に陥落させた……）

（……タツヤ。君が伯父の客でなければ『バージニア』の全力を以もつて沈めているところだぞ）

（君とは今後も良好な関係でありたいものだ）

「急速浮上、スタンバイ。フライトデッキ、『エアカー』の着艦準備。それからこのことを、ミスター新し発ば田たにお伝えしろ」

　カーティス艦長は穏やかならぬ心の裡うちを隠して、現在与えられた役割を果たすべくクルーに命令を下した。




　帰還シグナルが発せられてから、およそ七分。『バージニア』が潜む海域上空にエアカーが姿を見せる。

　夜の海に『バージニア』の巨体が浮上した。エアカーはその上空を旋回するのではなく、浮上する原潜空母の真上に移動、静止した。

『バージニア』の外殻がスライドし、フライトデッキが姿を見せる。

　エアカーは垂直に降下し、フライトデッキに音も無く着艦した。

　クルーが駆け寄る。

　まずカノープスが助手席から、続いてシャウラが右側の後部ドアから甲板に降り立った。

　カノープスが意識の無いアルゴルを車内から引きずり出す。それを、駆け寄ったクルーが手伝い、担架に乗せた。

　達たつ也やがエアカーから降りてきたのは、その後だった。

「まずはミッションの第一段階成功、おめでとう」

　エアカーの補給──大容量キャパシタの充電──を始めたクルーの背後から姿を見せた勝かつ成しげが、達たつ也やに声を掛ける。

「ありがとうございます」

　達たつ也やはヘルメットのバイザーを開いて勝かつ成しげの祝辞に応えた。

「すぐに再出撃するのだろう？　本家への報告は任せておきたまえ」

「よろしくお願いします」

　勝かつ成しげの申し出に、達たつ也やは軽く頭を下げる。

「もし可能でしたら、カノープス少佐救出を巳み焼やき島しまにも伝えていただけませんか」

　そして顔を上げ、勝かつ成しげにこうリクエストした。

「残念ながら、それは無理だ。巳み焼やき島しまには精神感応テレパシー通信の受け手が配置されていない」

　今回の作戦で本家への報告は、精神感応者テレパスの特殊技能を利用して行うことになっている。これだけの遠距離通信が可能な精神感応テレパシー能力の持ち主は四よつ葉ば家け配下にも数人しかおらず、全員が本家直属だ。今回は本家が勝かつ成しげにその貴重な能力者を貸し出した格好になっている。

「そうでしたね」

「本家宛ての通信に、巳み焼やき島しまへの伝言依頼を付け加えさせておく」

　勝かつ成しげは達たつ也やのリクエストに応える代わりに、巳み焼やき島しまの深み雪ゆきとリーナへ報告を転送するよう念を押させると約束した。




　エアカーの急速充電を終えた達たつ也やは、着艦から十分足らずで再出撃した。

　本家への精神感応テレパシー通信は、その直後に行われた。

　そしてカノープス救出の報は、すぐに本家から巳み焼やき島しまへ伝えられた。
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　ミッドウェー襲撃の報を受けた直後から、パールアンドハーミーズ基地では慌ただしく出撃の準備が進められていた。

　当初の目的はミッドウェー基地を襲っている敵の撃退。

　だがカノープス少佐、アルゴル少尉、シャウラ少尉を拉致した襲撃犯が小型飛行機械でサンド島を脱出したとの追報が入ってからは、出撃戦力はそのままに、対空・対潜駆逐艦および戦闘機による犯人追跡へとミッションが切り替わった。

　出撃する軍人も基地に残る軍人も皆が慌ただしくしている中、軍人ではないレイモンドは水み波なみの病室にいる光み宣のるを訪ねていた。

「ミッドウェーを襲ったのは達たつ也やだろ？」

　開始されようとしている作戦に関係する話題だから雑談とは言えないかもしれないが、レイモンド本人は明らかに興味本位だ。その質問に、光み宣のるは「多分ね」と頷うなずいた。

「ここまで完璧に魔法の痕跡を隠せるのは達たつ也やさんくらいだ」

「光み宣のる以外には、じゃないのかい？」

「僕は誤魔化しているだけだよ。達たつ也やさんみたいには、上手うまく隠せない」

　からかうようなレイモンドのセリフに、光み宣のるは真面目な顔で頭かぶりを振った。

「ああ、そう」

　レイモンドが白けた顔で相あい槌づちを打つ。

「まあ、いいや」

　だが彼はすぐに、どこか楽しげな顔付きに戻った。現在の状況は波乱含みで、『七賢人』レイモンド・Ｓ・クラーク好みの展開なのだろう。

「アンタレス少佐とサルガス中尉も駆逐艦『シュバリエ』で出撃するそうだ。……あれ？　『シャバリア』だっけ？」

　光み宣のるはどちらでも良いいと思ったが、レイモンドはそのままにしておけなかったようで、携帯端末を取り出して検索を掛けている。

「ああ、やっぱり『シュバリエ』だ。それと『シャングリラ』も一緒に出港するって。艦載機の『ホーンドアウル』を十機以上出撃させるみたいだよ」

「それ、本当!?」

『シャングリラ』はパールアンドハーミーズ基地を母港とする空母で、基地の飛行場の役目も担になっている。『ホーンドアウル』はＦ─１４１のコードを持つステルス性能に優れたマルチロール機で、『シャングリラ』の主戦力艦載機だ。

『シャングリラ』が搭載する『ホーンドアウル』の総数は六十機。その内の六分の一以上を出撃させるというのだ。光み宣のるが驚くのも当然だった。

「それだけ達たつ也やを危険視しているってことだろ。妥当な判断だと思うけどね」

　レイモンドのこのセリフに、光み宣のるは反論しなかった。光み宣のるは達たつ也やと対人レベルの魔法戦闘しか行っていないが、達たつ也やの真価が戦術レベル以上の大規模戦闘にあるということを直接対決で感覚的に理解していた。たった今、ミッドウェーで起こったことが証明している。たとえ戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほうを使わなくても、達たつ也やは軍事基地を破壊しうる脅威だ。ＵＳＮＡ軍の対応は決して大おお袈げ裟さなものではない。

「この基地だって達たつ也やを阻はばめるとは思えない。……ああ、『シュバリエ』と『シャングリラ』が出港したみたいだね。アンタレス少佐とサルガス中尉が離れていく」

　病室の窓から港は見えないが、パラサイト同士をつなぐチャネルからレイモンドはそれを感じ取ったようだ。

「光み宣のる、今しかないと思うよ」

　思わせぶりなレイモンドのセリフ。

「何が？」

　問い返しながら、光み宣のるはレイモンドの言いたいことが何となく分かっていた。

「達たつ也やがここまで来れば、今度こそ逃げられない。君は、彼と争うつもりはないんだろう？　だったら今がチャンスだ。今ならこの基地にはスピカ中尉しか残っていない」

　レイモンドが言っていることは正しい。

　この海上基地──人工島の上に、逃げ場は無い。何処どこに隠れていても達たつ也やの「眼め」からは逃れられないだろう。『仮装行列パレード』も『鬼き門もん遁とん甲こう』も、ここでは狭すぎて役に立たない。逃亡を続けるつもりなら、海に出るしかない。

「……駄目だ」

　しかし光み宣のるは、力無く頭かぶりを振った。

「今はまだ、水み波なみさんを動かせない」

　水み波なみは先日の無理な魔法行使で受けたダメージから、ほとんど回復していない。彼女が一日の大半を眠って過ごしているのは、意識の活動を抑えることで無意識領域への刺激を抑え魔法演算領域の暴走を沈静化させる為ための自己防衛機能が働いている為ためだ。外部から強い刺激を加えれば意識が強制的に覚醒し、それが引き金となって魔法演算領域のオーバーヒートに見舞われる可能性が高い。

「じゃあ、光み宣のるだけでも逃げるべきだ。生きてさえいれば、彼女を取り戻す機会があるだろう」

　光み宣のるは意外感に目を瞬しばたたかせた。

　レイモンドの態度は、何時いつもの何処どこか冷笑的な、何事に対しても見世物を面白がっているような斜はすに構えたものではない。どういう訳か、自分と水波のことを親身になって心配しているように、光み宣のるには思われた。

「いや……、無理だよ」

　だが光み宣のるは、レイモンドの言葉に頷うなずけなかった。

　ここで水み波なみを手放せば、二度と手は届かないと彼は感じている。達たつ也やも深み雪ゆきも、それほど甘い相手ではない。もう二度と、付け入る隙を見せないだろう。

　何より、まだ水み波なみと離れたくなかった。

　水み波なみを治す為ためではない。水み波なみの症状を悪化させた責任を取る為ためでもない。端的に言うなら、それは未練だった。

「光み宣のる……」

　レイモンドはそれ以上、強引に逃亡を勧める言葉を口にしなかった。どういう心境の変化、あるいは気き紛まぐれなのか、彼は光み宣のるのことを本気で心配しているようだった。

「……分かった。だったら、僕も付き合うよ」

「はっ!?　いや、それはまずい！」

　レイモンドのセリフは、光み宣のるを驚きよう愕がくさせた。

「レイモンド、君こそ逃げなきゃならないだろう！　もし君が達たつ也やさんに捕まりでもしたら、ディオーネー計画はパラサイトの陰謀ということにされてしまう！」

　パラサイトとディオーネー計画に直接の関係は無い。しかし達たつ也やなら、自分に向けられた陰謀を叩たたき潰す為ために、事実を簡単にねじ曲げてしまうだろう。その程度のことは躊躇ためらいなくやってのける恐ろしさを、光み宣のるは達たつ也やに感じていた。

「そんなことになったら、君や君のお父さんだけの問題ではなくなってしまう。アメリカの信用問題、延ひいては世界秩序の動揺に発展しかねないよ！」

　光み宣のるはずっと個人的な感情で動いてきた。その為ために人の道を外れても、人であることを外れても、後悔はしていない。だが世界中に迷惑を掛けることなど、彼は望んでいなかった。

「良いいさ。それも面白い」

　レイモンドは、無邪気な顔で笑ってみせた。その表情は、光み宣のるの言葉を理解した上でのものだった。

「レイモンド！」

「僕だってもう人じゃない。人の世界がどうなろうと、どうでも良いい。それにディオーネー計画が国家ぐるみの陰謀だったのは事実だ。アメリカが世界から非難されても、自じ業ごう自じ得とくさ」

「しかし……」

「光み宣のる」

　光み宣のるの反論を遮り、レイモンドがニヤリと笑う。

「国家や世界の動向よりも、僕は君たちの行く末を見届けたくなった」

　思い掛けないセリフに、光み宣のるが目を見開く。

「君たちは、何て言うか……すごくロマンチックだ。どんな映画のカップルよりも、君たちを見ているとそう思う。正直言って、凄すごく羨ましいよ」

「…………」

「だから僕は、君たちの物語の結末が知りたい。そして僕は、それがハッピーエンドであって欲しい」

　レイモンドが、照れ臭そうに笑う。

「君たちがちゃんとハッピーエンドを迎えられるように、光み宣のる、君は今、逃げるべきだ」

「レイモンド……」

　偽にせ情報を操り、パラサイトを再びこの世界に招いたレイモンドと。

　人であることを捨て、愛してくれた祖父を殺あやめ、多くの混乱を引き起こした光み宣のる。

　そんな二人であるにも拘かかわらず、今、この空間に流れる空気は優しかった。

　──しかし世界は、優しいだけでは終わらない。

「それは困ります」

　突然の声と、扉が勢い良く開いた音に、光み宣のるとレイモンドがハッと振り向く。

　彼らは会話に没頭していた。少なくとも、他に意識が向いていなかった。

　その所為せいで、迂う闊かつにも、接近する同族の気配に気付かなかった。

　振り向いた二人が見たものは、右手の人差し指を突き出したゾーイ・スピカの姿。

　血ち飛沫しぶきが舞う。

「光み宣のる！」

　ドアを開けると同時にスピカが放った『分子ディバイダー・ジャベリン』が光み宣のるの胸を貫いたのだ。

「致命傷ではありません」

「あんた、何を!?」

　食って掛かるレイモンドに、スピカは冷ややかな目を向ける。

「黙りなさい」

「──っ！」

「ステイツに害を為なすことは許されません。貴方あなたたち三人には、今すぐここから移動してもらいます」

「何故なぜですか……？」

　光み宣のるが前のめりの体勢で胸を押さえながら、苦しげに訊たずねる。

「九く島どう光み宣のる。レイモンド・クラーク。連邦軍が貴方あなたたちパラサイトを匿かくまったことの証拠を日本人に摑つかまれると、ステイツにとって外交上不利な材料になってしまいますから」

「……水み波なみさんはまだ安静が必要です。貴女たちの襲撃で彼女はこうなったんですよ」

「貴方がここに来なければ起こらなかったことです」

　光み宣のるの訴えを、スピカは一蹴した。その上で、背後に控える兵士たちに入ってくるよう合図する。

　病室に踏み込んだ兵士は四人。彼らは光み宣のるとレイモンドと、水み波なみに銃口を向けた。

「大人しくついてくるなら殺しはしません」

「──僕たちだけなら、ついて行っても良かった」

　光み宣のるが身体からだを起こす。その声に苦痛は無く、押さえていた手を除のけた胸には血の跡しかない。

「お前!?」

　傷が消えていることに気付いたスピカが、慌てて魔法を組み上げる。

　だが彼女はそれ以上、何もできなかった。

　悲鳴を上げることすらできなかった。

　スピカの身体からだが燃え上がる。

　部屋に押し入った兵士の身体からだが燃え上がる。

　放出系魔法『人体発火』。

　人体の魔法的防御を無効化した上で、細胞を構成する分子から強制的に電子を抜き出して体外に放出する。皮膚上で起こる放電が人体自然発火現象のような外観を呈することから『人体発火』と名付けられているが、実態は分子間結合に用いられている電子を奪い取ることにより分子レベルで細胞を崩壊させる、恐るべき魔法。

　光み宣のるの魔法発動速度はスピカのそれを上回り、良く訓練された兵士が引き金を引く速度を上回った。

　病室に火が燃え移ることはなかった。無論、水み波なみのベッドにも、水み波なみ本人にも。

　光み宣のるは『人体発火』と同時に、それによって発生する放電も完璧に制御していた。

　スピカと四人の兵士が、わずかな時間で跡形も無くこの世界から消きえ失うせる。

「灰」の中から、パラサイトが抜け出した。スピカに宿っていたパラサイトの本体だ。

　光み宣のるはそれをあっさり捕らえて、自分の中にストックした。

「……レイモンド」

　光み宣のるが、感情の欠落した声でレイモンドの名を呼ぶ。

「あ、ああ」

「僕はここにもいられないようだ。一緒に脱出しよう」

「……分かった」

　レイモンドは、様々なセリフを吞のみ込こんだ表情で頷うなずいた。

「少し、廊下で待っていてくれないか」

「……良いいよ」

　レイモンドが言われたとおり、病室を出て行く。

　ドアに手を掛け、気遣わしげに振り向いたレイモンドの視線の先には、水み波なみの枕元に哀かなしげな表情でたたずむ光み宣のるの姿があった。




　この夜、パールアンドハーミーズ基地に、花火のような灯火が無数に点ともった。

　灯火の数は、人の命の数だった。

　光み宣のるとレイモンドは修理を終えた輸送艦『コーラル』に、恐怖で支配下に置いた基地の生き残りを乗せて、パールアンドハーミーズ基地を後にした。
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　駆逐艦『シュバリエ』で出撃したアンタレス少佐とサルガス中尉は、スピカ中尉の死をほぼリアルタイムで知った。

「隊長……」

「無理だ。それに、意味が無い」

　サルガスの口にされなかった問い掛けに、アンタレスはこう答えた。

　サルガスはその判断に、異を唱えない。彼も無理であり無意味だと分かっていたから「引き返しますか？」とはっきり言葉にしなかったのだ。

　ミッドウェー襲撃犯を放置することはできない。掛かっているのは連邦軍の面めん子つだけではない。一人でミッドウェーを陥落させた戦せん闘とう魔ま法ほう師しは、今見せている実力だけでもすぐに対処しなければならない脅威だ。ましてやそれが「灼しやく熱ねつのハロウィン」を引き起こした戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しと推定されるならなおのこと。作戦を中止してパールアンドハーミーズ基地に引き返せなどと、言えるはずがない。

　それにもう、スピカ中尉は死んでいる。彼女に宿っていた本体は何処どこかに行ってしまったが、その内、自分たちの所に引き寄せられてくるだろう。自分たちは、パラサイトとはそういうものだ。今できることは、何も無い。

　──彼らが犠牲者はスピカだけではないと知っていたら、すぐに反転・帰還することを艦長に具申しただろう。パールアンドハーミーズ基地を襲っているカタストロフィを止めようとしたに違いない。

　だがアンタレスにもサルガスにも、達たつ也やや光み宣のるのような「視力」は無かった。魔法的な知覚を後方に集中していれば死を撒まき散ちらす光み宣のるの魔法に気付けたかもしれないが、彼らの意識は西、ミッドウェーとその彼方かなたに向けられている。

　それに破局が待ち構えているのは、後方だけではなかった。
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『バージニア』から再出撃して、およそ八分後。

　パールアンドハーミーズ環かん礁しようの西・約百キロの空域で、達たつ也やは敵に遭遇した。

　闇に溶け込む戦闘機とすれ違う。通常の航空機ならば、異常接近ニアミスと表現される距離だ。

　エアカーのレーダーに反応は無かった。相手も高いステルス性能を有しているようだ。

　エアカーの電磁波迷彩は可視光に対しても有効だが、透明化には程遠い。観測者からは、天候・明るさに合わせた煙幕に包まれて飛んでいるように見えるだろう。例えば今のように、晴れた夜空ならば群ぐん青じよう色いろのもやもやした塊に見えているはずだ。目の良いいパイロットならば、これだけ接近すれば気付いたかもしれない。

　達たつ也やは『バージニア』から借りてきた無線機のスイッチを入れた。アメリカ海軍で使用されている周波数がプリセットされた無線機が、艦載機同士の交信を拾う。

（ＵＦＯ？）

　スピーカーから「ＵＦＯ」というフレーズが聞こえてきた。達たつ也やは心の中で首を傾かしげたが、すぐに自分が操縦するエアカーのことだと気付く。靄もやに包まれ熱を発していない──厳密に言えば外気温と同じ周波数の赤外線を放出している──エアカーは、確かにＵＦＯ（未確認飛行物体）だろう。

　しかし、吞のん気きに感心している場合ではなかった。米軍機が「ＵＦＯ」という表現でこのエアカーのことを伝え合っているのであれば、つまりは捕捉されているということだ。

　ダッシュボードのモニターは、一枚の画面をフレキシブルに分割して様々なデータや画像を表示する。その一部が、戦闘機の照合結果を示していた。

（Ｆ─１ワン４フオー１ワン『ホーンドアウル』か）

　現在のアメリカ空軍主力戦闘機『クラウンドホーク』に総合力では劣るものの、ステルス性と低速性能を両立させた機体として艦載機に好まれている、というのが達たつ也やが耳にする世間の評価だ。

（ならば、近くに空母が来ている可能性が高い）

　心情的には、空母など無視して水み波なみの救出に向かいたい。だがエアカーと艦載機の速度差を考えると、ここで叩たたいておくべきだという結論になる。運動性能では負けていないが、音速を超えられないエアカーでは、直線で追い掛けられるとすぐに捕捉されてしまう。

（あまり米軍の被害を大きくしたくはないが……）

　自分が墜とされる可能性はまるで考えず、達たつ也やは飛行デバイスとは別に装備されている車載ＣＡＤのスイッチを入れた。

　狙いを付けるのは彼自身の「眼め」だ。二機の『ホーンドアウル』がエアカーを挟み込むように、わずかな高度差を付けて接近してくる。

　達たつ也やはエアカーを垂直に降下させた。

　その残像を機銃弾が貫いていく。

　先に発砲してくれたことで、達たつ也やは少し気が楽になった。──やることは結局、変わらないのだが。

　頭上ですれ違った二機以外にも、八機の『ホーンドアウル』が二機ずつ、四方から近付いているのが「視み」える。同時に墜とすこともできないわけではないが、順番に処理していくべきだろう。

　達たつ也やは二機の『ホーンドアウル』に『雲散霧消ミスト・デイスパージヨン』を発動した。

　パイロットとイジェクションシートを残して、戦闘機が塵ちりとなり霞かすみとなって消える。

　ベイルアウト機構が作動したわけではないので上手うまくパラシュートが開くかどうか達たつ也やは懸け念ねんしていたのだが、どうやら杞き憂ゆうだったようだ。パイロットはパラシュートにぶら下がって夜の海面に下りていく。季節と緯度的に、命の心配は要らないと思われる。

　新たに接近した『ホーンドアウル』の内の一機がエアカーにミサイルを発射した。熱でも電波でも磁気でもこちらを探知できていないはずだ。無線誘導ミサイルだろうか？　下の海には同僚がいるのに無茶をする。達たつ也やはそう思った。

　彼は一基のミサイルと八機の戦闘機を、同時に「分解」した。

　無線機が悪魔を罵る声を拾う。落ちていくパイロットの悪罵を聞きながら、達たつ也やは空母とそれに従う戦闘艦を探してパールアンドハーミーズ環かん礁しよう方面へ向かった。
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　アンタレス少佐とサルガス中尉は戦闘指揮所ＣＩＣに招かれていた。

「これは……飛行魔法による航空機械と思われます」

　艦橋ではなくＣＩＣで指揮を執っている艦長の問い掛けに、サルガスが少し自信なさげに答える。彼が見ているモニターの中では、『シャングリラ』の艦載機からついさっき送られてきた短い映像の再生が終わっていた。

「中尉。そんな物が実用化しているのか？」

「小官が知る限り、我が軍ではまだ実用化しておりません」

「アンタレス少佐は如何いかがです？」

　艦長がサルガスからアンタレスに視線を転じる。

「小官も同じです、艦長」

「そうすると、このＵＦＯは日本の物ですか」

「同感です」

　飛行魔法を開発したのは日本のＦＬＴフオア・リーブス・テクノロジー。ならば飛行魔法を利用した未知の航空機械は日本の実験機であると考えるのが妥当な推理と言える。

「日本軍が何故なぜ、ステイツの基地を攻撃するのだ……」

「相手が日本軍とは限らないでしょう」

　艦長が漏らした呟つぶやきに、アンタレスが反論する。

「飛行魔法を開発したのはトーラス・シルバー……司し波ば達たつ也やです。彼はあの、『四よつ葉ば』の中枢メンバーだ。『四よつ葉ば』が独自に開発した機体である可能性は低くないと考えます」

『Ｆ─１４１、全機沈黙』

　重苦しい空気の中、対空監視ＡＩから凶報がもたらされる。

『敵性飛ひ翔しよう体たい、依然レーダーに反応無し』

「可視光観測の感度を上げろ！」

　艦長が苛いら立だった声でＡＩに命令を下した。

　既に全てのセンサーは最大感度でＵＦＯの捕捉を試みている。艦長の命令は可視光観測機器に過大な負荷を掛けるものだが、ここで一々「センサーが焼き付く恐れがある」などと口答えしないのは、軍事用ＡＩならではだろう。

『──ＵＦＯを発見。距離二ＮＭ』

「何っ!?」

　距離二海里。約三・七キロ。その報告に艦長が声を上げた直後、けたたましく警報が鳴った。

　スクリーンにダメージ状況が表示される。艦首から中央に掛けての機関砲、対空レーザー砲、対空・対潜ミサイルランチャーが全て破壊されていた。

「前甲板の映像を出せ！」

　どうやらカメラは無事だったようで、メインスクリーンに上部構造物デツキハウスから見た艦首方向の映像が映し出される。

　砲座やランチャーからの出火は無い。

　機関砲やレーザー砲は跡形も無く、ミサイルランチャーは抉えぐり取とられたように消滅している。「何だ、これは……」

　艦長の声に被かぶせるようにして、再び警報が鳴る。

『本艦は対空戦闘能力を喪失しました』

　ダメージコントロールを担当する艦体管理ＡＩの声。

　被害状況を表示するスクリーンは、甲板上と舷げん側そくの、全ての兵装が失われていることを表示していた。

「ありえない……。一瞬で本艦を無力化しただと！」

　辛かろうじて魚雷の水中発射管が残っている状態だ。艦長の叫びは、大おお袈げ裟さではなかった。

　そしてその悲鳴と同調するように、甲板上の映像がブラックアウトした。

「どうした!?」

『光学観測機器が破壊された模様』

　艦体管理ＡＩの落ち着き払った声。

　ＡＩの声に込められた感情はあくまでもプログラムされた物で、クルーの精神の安定を乱さないように設計されている。だがこの時はその口調が、艦長の神経を無性に逆さか撫なでした。

「誰でも良いい！　甲板に上がって状況を報告せよ！」

　艦長が、明らかに平常心を失っていると分かる命令を下す。

「艦長、我々が行きます」

　その命令に応えたのは、アンタレスだった。

「……お願いできますか」

　艦長は落ち着きをやや取り戻した口調でアンタレスに依頼する。

「アイ、サー」

　アンタレスとサルガスは、海軍流の敬礼で応えた。
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　一隻で突出した駆逐艦『シュバリエ』を発見した達たつ也やは、最初、一撃で沈めようと考えた。

　この艦の後ろにはおそらく、空母とその護衛艦が控えている。一隻一隻に時間を掛けていては、また水み波なみを連れて行かれてしまう可能性がある。

　水み波なみの情報はマークし続けているので、逃げられても見失う恐れは無い。だが水み波なみの病状が悪化したのも、達たつ也やは情報次元経由で知っていた。つい先程、『バージニア』を再発進する直前に確認した時は何故か状態が改善していたが、油断はできない。連れ回されている最中に、症状が決定的に悪くなるかもしれないのだ。急がなければならなかった。

　にも拘かかわらず、達たつ也やは方針を変えた。艦を沈めるのではなく、達也自身が乗るエアカーに対して無力化するに留とどめた。

　砲塔もランチャーも無くなった甲板にエアカーを下ろし、車外に出る。

　夜空の下に立った達たつ也やに歩み寄る二つの人影。

「待っていたぞ、パラサイト」

　達たつ也やが方針を変えた理由は、駆逐艦の中にパラサイトの存在を「視み」たからだった。駆逐艦ごと海に沈めてしまうと、発見に手間取ってしまう。それを嫌ったのだ。

　投げ掛けられたセリフで達たつ也やの目的──パラサイト殲せん滅めつの意志を覚さとったのだろう。

　アンタレスがいきなり魔法を放った。

　魔法の面で見たパラサイトの特徴は、多様性の後退と発動速度の飛躍的向上だ。

　アンタレスの『ニュクス』は達たつ也やの対抗魔法よりも先に完成し、魔法的な視覚を阻害する精神干渉フィールドで達たつ也やを分厚く覆った。

　しかし、次の瞬間。

『ニュクス』の闇は、音も無く砕け散った。

「──何故なぜだ!?」

　アンタレスの口から理不尽を詰なじる声が漏れる。

　魔法的な視覚を遮られれば、起動式も魔法式も「視み」えなくなる。打ち消すべき魔法を「視認」できなければ、対抗魔法も照準を合わせられない道理だ。

（『ニュクス』。確かに厄介な魔法だ）

　達たつ也やはアンタレスの疑問に答えない。だが心の中では、彼の魔法の威力を認めていた。

（だが視覚イメージを認識できなくても、何があるか分かっていれば「分解」は容易たやすい）

　確かに『ニュクス』の完成によって視覚的なイメージ形成は妨げられた。だが『ニュクス』が完成するまでの過程は「視み」えていた。一瞬の過去に「視み」た「情報」から現在の「情報」へとたどり着くことが達たつ也やには可能だ。その「情報」を『術式解散グラム・デイスパージヨン』で分解することも。

　達たつ也やの力を『ニュクス』で封じるつもりなら、魔法の発動を気取らせては駄目なのだ。完全な奇襲でなければ、達たつ也やに『ニュクス』は通用しない。

　アンタレスの魔法が破られたからか、それとも予定の連係だったのか、サルガスが達たつ也やに攻撃魔法を放った。

　やはり達たつ也やが魔法を無効化するより速く、サルガスの魔法が達たつ也やの精神に襲い掛かる。

　ディテールの無い、影のような狼おおかみの群れ。いや、これはコヨーテだ。

　黒く塗り潰された無数のコヨーテが達たつ也やの心に牙を突き立てようとする。

　サルガスが得意とする精神干渉系魔法『イケロス』。

　ギリシャ神話における夜の女神『ニュクス』の子である『オネイロス』──夢の支配者の一族。その中で獣の形を取る夢『ポベートール』の別名『イケロス』の名を持つこの魔法は、獣の幻影で相手の精神にダメージを与える魔法だ。悪夢の牙に嚙かまれ心を食いちぎられたという幻覚が、相手の精神を衰弱させる。

　だがサルガスにとっては残念なことに、『イケロス』は『ニュクス』と同じ結末を迎えた。

　魔法の完成はサルガスが達たつ也やに先んじた。だがサルガスの『イケロス』は効果を発揮する前に、達たつ也やの『術式解散グラム・デイスパージヨン』で消し去られ無効化された。

　達たつ也やが右手でＣＡＤ『トライデント』を抜く。

　アンタレスとサルガスは、諦めずに精神干渉系魔法の攻撃を繰り出し続けているが、達たつ也やはそのことごとくを魔法式の分解によって無効化する。

　スーツ内蔵のＣＡＤを使って、達たつ也やは『術式解散グラム・デイスパージヨン』を放ち続ける。

「あり得ない！」

「何故なぜだ!?」

　嘆きと怒りを口から吐き出すパラサイト。心の乱れが魔法の連射に空白をもたらす。

　その隙を逃さず、達たつ也やは『トライデント』の引き金を引いた。

（『雲散霧消ミスト・デイスパージヨン』、発動）

　アンタレスとサルガスの肉体が、不確かに揺らめく。

　海風が彼らの身体からだを吞のみ込こみ、二人の肉体は空と海に散った。

　そしてその後に残る、二体の「パラサイト」。

　人をパラサイトに変化させる、妖魔の本体。

（霊子プシオン情じよう報ほう体たい支持構造を認識）

　パラサイトの本体は、想子サイオンの繭まゆに包まれた霊子プシオン情じよう報ほう体たい。いや、繭まゆと言うよりゼリーか。核となる霊子プシオン情じよう報ほう体たいを保護する想子サイオンの塊自体は不定形だが、それとは別に、霊子プシオン情じよう報ほう体たいをこの世界に存在させている想子サイオン情じよう報ほう体たいの支持基盤がある。

　その、支持基盤となる想子サイオン情じよう報ほう体たいを、定まった形を持たない想子サイオン塊の中から見つけ出す。

「霊子プシオン情じよう報ほう体たいをこの世界に存在させている」という作用から、達たつ也やはその構造を間接的に読み取った。

（霊子プシオン情じよう報ほう体たい支持構造分解魔法『アストラル・ディスパージョン』、発動）

　霊子プシオン情じよう報ほう体たい・パラサイトがこの世界に存在する為ための足場を破壊。

　存在の基盤を失った霊子プシオン情じよう報ほう体たいが、この世の外へ落ちていく。

　この世界から追放される。

　二体のパラサイトは、「あの世」へ消えた。
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　パラサイトを葬ほうむった達たつ也やは、駆逐艦『シュバリエ』にそれ以上の手出しをしなかった。

　関わる時間を惜しみ、関心を無くした。

　エアカーに乗り込み、『シュバリエ』の甲板から飛び立つ。

　途中、空母とそれを守る二隻の護衛艦を見付けたが、達たつ也やはそれを無視するつもりだった。

　だが残念ながら、相手の方が素通りさせてくれなかった。

　護衛の駆逐艦の甲板上で、可動式のミサイルランチャーがエアカーの方へ向く。方向がズレているのは、レーダーが役に立たないからだろう。近距離レーザー砲を使わないのも、おそらく同じ理由だ。

　このままフルスピードで飛び抜ければ、駆逐艦の攻撃からは逃れられる。亜音速までしか出ないとはいえ、可視光による照準で高速飛ひ翔しよう体たいを捉えられるような設計にはなっていないはずだ。

　しかしすぐに空母から艦載機が上がってくる。今度は確実に、先程の十機よりも多い。空中戦になって、短時間で決着を付けられる見込みは低いと言わざるを得ない。

　達たつ也やは空中で不規則に右折・左折・上昇・下降を繰り返しながら──その動きは正しく、想像上のエイリアン・シップ「ＵＦＯ」のものだ──空母の前方を護衛する駆逐艦に「眼め」を向けた。

（艦名は『ミラー・デービス』）

（艦内にパラサイトは存在せず）

（ＡＢＣ兵器の搭載、無し）

　まず撃沈しても問題無いことを確認する。

（ターゲット、『ミラー・デービス』）

　照準を『ミラー・デービス』と名付けられた艦の全体に定める。駆逐艦の部分、部品ではなく、名前を鍵として艦体を一個の対象物と認識する。

（『ミラー・デービス』の構成素材情報を取得）

　名前で紐ひも付けした対象物の構造ではなく素材の情報、素材を形作っている元素の情報を読み取って、

（『雲散霧消ミスト・デイスパージヨン』、発動）

　達たつ也やは駆逐艦の艦体とその付属物、内蔵している兵器、駆逐艦が使用している燃料、『ミラー・デービス』の概念に含まれる物体のみを対象に『雲散霧消ミスト・デイスパージヨン』を発動した。

　物質を元素レベルに分解する魔法。

　駆逐艦の輪郭が曖昧に揺らぎ、

　その雄姿が粉ふん塵じんと煙の中に消えていく。

　海に落ちていく、クルーを残して。

　派手に飛沫しぶきを上げて海中に没し、慌てて海面に浮かび上がる乗組員。そこに階級の差は無い。士官も下士官も、艦長も二等水兵も同じように、何が起こったのか分からないという顔で必死に水を搔かいている。

　達たつ也やは原子力潜水空母『バージニア』で入手した通信機のスイッチを入れた。

「こちらはＵＦＯのパイロットだ」

　達たつ也やは自分の名乗りに、思わず失笑しそうになる。だがこれは真面目な交渉だ。相手を馬鹿にしていると誤解されたら、上手うまく行くものも行かなくなる。

「当方に、交戦を続ける意思は無い」

　達たつ也やはシリアスな口調を意識して通信機に話し掛ける。

『こちらはＵＳＮＡ海軍空母「シャングリラ」』

　通信機から応答があった。通じているはずだと確信していたが、実際に返事があるとやはり少しホッとする。一人芝居の空回りを恥ずかしく思う点は、達たつ也やも普通だ。

『ＵＦＯのパイロット。要求を聞こう』

「当機はこれからパールアンドハーミーズ基地に向かうが、攻撃を受けない限り基地に対する破壊行為を行うつもりは無い。俺の敵はパラサイトだ」

『……それで？』

　この交信相手はおそらく空母の艦長だろうが、どうやらこの男はパラサイトのことを知っているらしい。達たつ也やはそう思った。

「貴官は海に落ちた友軍の救助に専念してくれ。先行していた艦載機のパイロットも、この先の海上を漂っている。繰り返して言うが、当方にこれ以上の攻撃を加える意思は無い。救助活動の邪魔をしないことも約束しよう」

『了解した』

　空母の艦長は、すぐに応諾を返してきた。

『救助活動に専念できるのは、こちらとしてもありがたい』

「快い同意に感謝する」

『……パラサイトを駆逐してくれるなら、私としても歓迎だ。個人的には、だが』

「……そんなことを今、言って良いのか？」

　この通信に暗号は掛かっていない。空母のクルーも、もう一隻の護衛艦のクルーも聞いているはずだ。

『構わんよ。ネイビーは人外の化け物に屈したわけではない』

「そうか」

　達たつ也やは何となく、この艦長が気に入った。こういうシチュエーションでなければ、直接顔を合わせて名乗りを交わしたいところだ。

「ではこれで、失礼する」

　しかし今の達たつ也やは、正規軍に奇襲攻撃を掛けているテロリスト。スーツの機能で声紋を変えているとはいえ、本来であれば声を聞かせるのも好ましくない。

『貴官に神のご加護があらんことを』

　唐突で素っ気ない別れを告げた達たつ也やに、艦長は本気か皮肉か分わかり難にくい言葉を返した。
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　空母との交戦を回避した達たつ也やは、今度こそ水み波なみがいるパールアンドハーミーズ基地へ直行した。

　三みつ矢や家けから聞いたとおりの、半フロート式人工島が見えてくる。形状とサイズから見て、海上空港用のメガフロートを基地に転用したものだろう。

（どういうことだ……？）

　達たつ也やは基地の上空を旋回しながら首を捻ひねった。

　最初、基地からの攻撃が無いのは空母『シャングリラ』の艦長が口添えしてくれたのかと考えた。しかし接近するにつれて、達たつ也やの中で違和感が膨れ上がった。

　──基地に、人の気配が無い。

　旋回する高度を落としても、人影が全く見当たらない。

（基地には、水み波なみ一人しかいないだと……？）

『精霊の眼エレメンタル・サイト』を使った結果は、驚くべきものだった。

　人間は水み波なみ一人。パラサイトの姿は無い。

（高度な隠蔽魔法を使っているのか……？）

　達たつ也やは、自分の『精霊の眼エレメンタル・サイト』から完全に隠れ果おおせる未知の魔法の存在を疑った。

　魔法を使っている痕跡すらも完全に隠す隠蔽魔法を光み宣のるが編み出したのかと考えた。あるいは、スターズにそういう魔法の遣い手がいるのか、と。

　しかし彼の直感は、それを否定している。根拠は説明できないが、この基地で現在、達たつ也や以外に魔法を使っている者はいない。水み波なみを除いて、この基地は正真正銘、完全な無人だ。

（『シャングリラ』の艦長に、基地で異常事態が生じていると認識している気配は無かった）

　交信の電波越しだが、これ程の異常事態であれば動揺や焦あせりが滲にじみ出でるはず。少なくとも達たつ也やは、そんなものを感じなかった。

（……迷っていても仕方が無い）

　基地に下りてみれば、何が起こっているのか、何が起こったのか、少しは分かるかもしれない。

（何も分からなければ、水み波なみを取り返してここを立ち去れば良い）

　旋回が三周を数えたところで、達たつ也やは方針をそう決めた。




　パールアンドハーミーズ基地に降下し、エアカーから出る。

　人工島に立った達たつ也やは、上空からでは分からなかった魔法の痕跡に気付いた。

（およそ三十分……いや、四十分前か？）

　強力な魔法が何十回、いや、おそらく百回以上、この基地に吹き荒れた名残だ。

（この痕跡は……間違いない。光み宣のるの『人体発火』だ）

　基地に漂う魔法の残り香は、以前達たつ也や自身が殺され掛けた光み宣のるの『人体発火』のものに相違なかった。人体を構成する細胞から電子を強制排出することによって、分子レベルで人間の身体からだを破壊する致死魔法。それが百回以上行使されたということは、光み宣のるがこの魔法で百人以上の大量殺さつ戮りくを行ったことを意味している。

（光み宣のる……何があったんだ？）

　光み宣のるがパラサイトに心を吞のまれたとは考えられない。「信じたくない」のではなく、達たつ也やは光み宣のるの力を、その精神力も含めてそれだけ高く評価していた。

　これまで水み波なみに対して見せてきた執着を考えると、彼女を一人残していったのも不可解だ。

（とにかく……水み波なみの所へ行くか）

　達たつ也やがエアカーを下ろしたのは病院棟のすぐ横だ。無論、偶然ではない。彼は水み波なみを連れて帰るべく、無人の病院に足を踏み入れた。




　水み波なみは三階建ての病院棟の、三階の部屋にいた。

　入院着ではなく、飾り気の無い半袖のシャツにロールアップでくるぶし丈にしたパンツをはいている。米軍の、女性兵士用の支給品なのだろう。

「水み波なみ」

　窓へ向かってベッドに腰掛けていた水み波なみが、達たつ也やの声に立ち上がり、振り返る。

「達たつ也やさま……」

　ぼうっと、意識の半ばが身体からだから離れているような表情をしていた水み波なみの顔が、泣き笑いの形に歪ゆがむ。

「私……」

　一筋の涙が、水み波なみの左目から流れ落ちる。

「光み宣のるさまに、置いていかれてしまいました」

「光み宣のるは何か言っていたか？」

「いえ。私が、眠っている、内に……」

　水み波なみの口調が、たどたどしくなっていく。

　また一つ、今度は右目から、水み波なみは涙を流した。

　光み宣のるの側に、何か理由があったのは確実だ。それもいい加減な理由ではなく、已やむに已やまれぬものが。

　もしかしたら、光み宣のると米軍の間に大きなトラブルが生じたのかもしれない。この基地に残る殺さつ戮りくの跡は、光み宣のるとアメリカ軍が本格的な対立に陥った結果かもしれない。

　しかし達たつ也やは、その推測を口にしなかった。

　光み宣のるについて行きたかったのか、とも訊たずねなかった。

「水み波なみ、帰るぞ」

　達たつ也やはただ、それだけを水み波なみに告げた。

「達たつ也やさま……！」

　水み波なみが達たつ也やの胸に飛び込む。

　達たつ也やにすがりついて、子供のような声で泣く。

　達たつ也やは幼い妹を宥なだめるように、幼い頃の深み雪ゆきにはしてやれなかった手付きで、水み波なみの頭をそっと抱え込み、彼女の背中を何度もさすった。




「準備は良いいか？」

　達たつ也やはエアカーの助手席に座らせた水み波なみに、横目で訊たずねる。

「はい」

　四点式シートベルトで身体からだをシートに固定した水み波なみが、俯うつむいたまま達たつ也やに応える。彼女の頰はまだ赤みが引いていない。達たつ也やにすがりついて泣いたことが、相当恥ずかしいようだ。──頰とは別に額が少し赤いのは、硬いフリードスーツの胸に頭を押し付けていたからに違いない。

　達たつ也やが正面に目を向け、エアカーの飛行デバイスに想子サイオンを注そそぎ込こむ。

「帰るぞ。俺たちの家に」

「──はい」

　今度は、達たつ也やの言葉に、水み波なみはしっかりと頷うなずいた。

　エアカーがフワリと離陸する。

　徐々に速度を上げながら、エアカーは基地を離れていく。

　水み波なみは助手席の窓から、パールアンドハーミーズ基地をチラリと振り返った。

　その瞳を過よぎった切ない光は、前に向き直った時には、すっかり消えていた。





◇　◇　◇






　達たつ也やは往路よりやや南寄りに進路を取り、巳み焼やき島しまを目指した。

　途中『バージニア』には、直接帰国する旨むねを無線で伝える。

　カーティス艦長からはミッション成功の祝福を添えて、新し発ば田た勝かつ成しげからはただ一言「了解した」とだけ、返信があった。




　パールアンドハーミーズ基地を飛び立ってから、約三時間が経過。

「達たつ也やさま、あの……大丈夫なのですか？」

　水み波なみが突然、心配そうな声で達たつ也やに話し掛ける。

　達たつ也やはすぐに「長時間魔法を使い続けて大丈夫なのか」という意味だと理解した。

「十時間程度なら全く問題無い。ちなみに、あと四時間前後で到着予定だ」

　達たつ也やは正直に答えて水み波なみを感心させる、というより呆あきれさせた後、

「水み波なみはどうだ？　苦しくはないか」

　水み波なみの体調を訊たずねた。

「はい、大丈夫です。ご心配をお掛けしました」

「パールアンドハーミーズ基地では、入院していたようだが……？」

　自分がずっと水み波なみの「情報」をフォローし続けていたことは話していない。達たつ也やが「視み」ていたものは情報そのもので、盗撮の対象となる映像や音声ではないが、そんな理屈とは無関係に水み波なみは恥ずかしがるに違いないと考えたからだ。──まあ、妥当な判断と言えよう。

　だから達たつ也やは水み波なみが五日前、危険な状態に陥ったことを知らないふりをしている。

「……はい。ですが、今は大丈夫です」

　水み波なみの歯切れが悪いのは、倒れたことを隠しておきたいからだろう。

　ただ水み波なみの答えは、強がりでは無かった。

　達たつ也やの「眼め」で「視み」ても、容態は安定していた。少なくとも魔法演算領域のオーバーヒートは沈静化している。

（光み宣のるが何かしたのか？　パラサイト化の兆候は見られないが……）

　水み波なみの容態好転は喜ばしいことだが、不自然だ。

　ましてやそれが光み宣のると別れた直後からのこととなれば、因果関係を疑わずにはいられない。

「そうか。良かったな」

　だが達たつ也やが口に出した応えは、これだけだった。





◇　◇　◇






　ＵＳＮＡの偵察衛星は、太たい平へい洋ようを西に向かう靄もやのような影を捉えていた。

　最初、偵察衛星を管理するＵＳＮＡ宇宙軍の監視スタッフはその影を監視カメラのノイズだと考えた。だが明らかに人工的な動きでパールアンドハーミーズ環かん礁しよう上空から日本へ向かう飛行物体を、高度なステルス機能を備えた航空機械と判断し、参謀本部に緊急の対応を要する情報として報告した。

　偵察衛星にも正体を分析できない航空機械は、国防上の大きな脅威。統合参謀本部が日本近海に潜む潜水空母の航空戦力による捕獲、それが不可能であれば撃墜を決定したのは、おかしな判断ではなかった。

　しかしその決定が海軍司令部に伝えられた段階で「待った」が掛かる。国家安全保障会議の議決を経ずに同盟国である日本と開戦するリスクを冒すのは、シビリアンコントロールの原則から逸脱しすぎているとして、決定そのものが統合参謀本部に差し戻しとなったのだ。

　参謀本部は、即対応しなければ見失ってしまうと強く主張した。国防に対する潜在的な脅威を放置できないというのが彼らの主張だった。

　それは、軍事的に見れば合理的で正しかったのかもしれない。しかし結局、政治家を納得させることはできなかった。ミッドウェーとパールアンドハーミーズを襲った惨劇がこの時点で統合参謀本部に報告されていなかった──秘密にされていたことも、説得材料が不足する原因となった。




　この介入がワイアット・カーティス上院議員の主導により行われたことを知る者は、連邦軍にも国防総省にもいなかった。





◇　◇　◇






　七月二十四日、午前零時過ぎ。

　台風は少しだけ速度を上げて紀き伊い半はん島とうを掠かすめた後、現在は東海地方の沖を東に進んでいた。もうすぐ、この巳み焼やき島しまを直撃するコースだ。

「ミユキ……。まだ、寝ないの？」

　島の西側にある居住用ビルの一室で、窓の側に立って外を眺める深み雪ゆきに、同居人のリーナが声を掛ける。

　真ま由ゆ美みやほのかたちは一泊して昨日、本土へ戻った。この島に残っているのは深み雪ゆきとリーナの二人だけだ。

「ええ。本家の情報どおりなら、そろそろお兄様がお戻りになる時間だから」

　振り向いた深み雪ゆきの顔には笑みが浮かんでいる。リーナの目には、深み雪ゆきの顔だけでなく全身から喜びがあふれ出しているように見えていた。

「この嵐の中を？」

　その幸せオーラに圧倒されたのか、リーナの声に呆あきれていることを匂わせるような響きは無く、ただ疑問を呈するだけの口調だった。

「この嵐だからこそよ」

「ああ……ナルホド」

　深み雪ゆきが何を言いたいのか、リーナはすぐに察した。

「タイフーンの雲に隠れて戻ってくるのね」

「そういうこと」

　リーナの推測に、深み雪ゆきはご名答とばかり頷うなずく。なおリーナは「ハリケーン」とこそ言わなくなったものの、「台風」ではなく「タイフーン」と発音するのがどうしても直らない。

　外は激しい雨が降っている。台風の本体自体はまだ到来していないが、東側に発達した雨雲が夜空を分厚く覆っている。これでは偵察衛星も成層圏プラットフォームも、赤外線以外のカメラは役に立たない。可視光以外の電磁波を放出しないエアカーを捕捉することは、事実上不可能だ。

　その暗闇の下で、深み雪ゆきは確かに「光」を見た。

「お兄様！」

「えっ？」

　深み雪ゆきの叫びに、リーナが訝いぶかしげな顔で目を凝らす。

　だがリーナにはわずかな灯あかりに浮かび上がる激しい雨以外の物は見えない。

　リーナは「何処どこ？」と深み雪ゆきに訊たずねようとした。

　だがその問い掛けが音になるより早く、深み雪ゆきは身を翻ひるがえして玄関に向かう。

「チョッと！　待ちなさい、ミユキ！」

「リーナ、急いで！　置いていくわよ！」

　リーナの制止に耳を貸さず──一応聞こえてはいるようだが従う素振りは欠片かけらも無く、深み雪ゆきは靴を履いて玄関から出て行く。

「ああ、もうっ！」

　リーナは深み雪ゆきの護衛役だ。彼女は深み雪ゆきの後を、癇かん癪しやくを起こしつつも追い掛けた。




　とはいえ深み雪ゆきも、この雨の中に飛び出していく気はなかった。

　リーナを待って、エレベーターに乗る。

　深み雪ゆきはＩＤカードを翳かざして、行き先階を指示するボタンのすぐ下にあるパネルを開いた。

　そこには「Ｂ」とだけ表示されたボタンが隠されていた。

　深み雪ゆきは躊躇ためらわず、そのボタンを押す。

　適度なスピードで降下したエレベーターが二人を連れて行った先には、個型電車キヤビネツトに似た、ただし有軌道車が駐まっていた。

　四人乗りの小型車しや輌りように、深み雪ゆきとリーナが同時に乗り込む。

「空港で良いいのね？」

「ええ、お願い」

　リーナの問い掛けに深み雪ゆきが頷うなずき、リーナはそれを受けてダッシュボードのボタンを一つ押す。

　そのボタンには「空港」と書かれていた。




　要人専用の地下鉄を利用して、空港のターミナルビルへ。

　既に日付は変わっていたが、一般的な民間空港と違って係員はまだ働いていた。

　深み雪ゆきにしてみれば当然だ。達たつ也やが帰ってきたのだから。

「深み雪ゆき様。いらっしゃいませ」

「ご苦労様です」

　丁重に一礼する係員に一言だけ返して、深み雪ゆきは滑走路に面した出入り口へ向かう。

　後を追うリーナが足を止めた深み雪ゆきに追い付いたのとほぼ同時。

　出入り口の二重扉、その内側が開いた。

「ただいま」

「お帰りなさいませ、お兄様」

　フリードスーツのヘルメットを小脇に抱えた達たつ也やを、深み雪ゆきが深々としたお辞儀で迎える。

　リーナの目は、この何時いつものセレモニーではなく達たつ也やの斜め後ろに控えている少女に向けられていた。

　彼女が日本に逃れてきたのは、水み波なみが入院した後だ。

　去年の冬に来日した時にはまだ、水み波なみは深み雪ゆきの許もとに来ていなかった。

　リーナが水み波なみに会うのは、これが初めてだった。

　リーナは達たつ也やに、水み波なみを紹介してもらおうとした。

　しかし水み波なみの眼まな差ざしが深み雪ゆきに向いているのを見て、話し掛けるのを控えた。

　達たつ也やが水み波なみへ振り返る。

　水み波なみが躊躇ためらいがちに一歩、前に踏み出す。

「お帰りなさい、水み波なみちゃん」

　先に声を掛けたのは、深み雪ゆきだった。

「深み雪ゆきさま、あの……」

「わたしは謝罪を求めていない。分かってくれるわよね、水み波なみちゃん」

　その言葉に、水み波なみの身体からだが震え出す。

「私は……やはり、許されないのでしょうか」

「最初から、わたしに許されなければならないことなんて無いでしょう？　それよりも、帰ってきたら何と言うのかしら？」

「私は……戻って、良いいのですか？」

「わたしはもう言ったわよ。『お帰りなさい』って」

　深み雪ゆきが笑顔で、両手を広げる。

「仕方無いから、もう一度言うわね。水み波なみちゃん、『お帰りなさい』」

　水み波なみの身体からだの、震えが止まる。

　水み波なみは勢い良く前に進み、

　床に両膝を突き、

　スカートに包まれた深み雪ゆきの足に、すがりついた。

「申し訳ございませんでした！　深み雪ゆきさま、申し訳ございませんでした……！」

　水み波なみは大粒の涙を零こぼしながら、泣き声で、ひたすら謝罪を繰り返す。

「もう……謝罪は必要無いと言ったでしょう？」

　慈愛に満ちた笑みで深み雪ゆきは水み波なみを見下ろし、優しい手付きで彼女の頭を撫なでる。

　深み雪ゆきは微笑ほほえみを浮かべていたが、彼女の目にも、涙が光っていた。


〔奪還編　完〕










あとがき






　魔ま法ほう科か高こう校こうの劣れつ等とう生せい第三十巻『奪還編』をお送りしました。

　如何いかがでしたか？

　お楽しみいただけましたでしょうか？




　この第三十巻では脇役として大勢の新キャラが登場しました。ですが、不安になる必要はありません。彼らの名前を覚えていなくても、シリーズの完結まで読み通すのに不自由はありませんから。ただアメリカに達たつ也やと深み雪ゆきの力強い味方ができて、インドの世界的に有名な学者が「魔ま法ほう師しという種族」の自治を提唱したということだけ押さえておけば大丈夫です。

　読者の皆様は『横よこ浜はま騒そう乱らん編へん』のラストに、「魔ま法ほう師しという種族の、栄光と苦難の歴史の、真の始まりの日でもあった」というナレーションがあったのをご記憶のことと思います。「メイジアン」「メイジスト」という命名、「メイジアン」の世界的な自治実現へ向けた道こそが『横よこ浜はま騒そう乱らん編へん』で語られた「栄光と苦難の歴史」に他なりません。二十三巻を経て（ＳＳを除く）ようやく伏線回収が始まったことになります。そして残念ながら、『魔ま法ほう科か高こう校こうの劣れつ等とう生せい』でこの伏線が完全に回収されることはありません。達たつ也やと深み雪ゆきの高校卒業までに決着するテーマではありませんので。




　身も蓋もない裏話はこのくらいにして。

　この第三十巻に登場した艦船や戦闘機の名前は言うまでもなく「フィクションであり実在する物とは一切関係ありません」。『シャングリラ』は別にして（沈めてないから構いませんよね？）、他の名称は被かぶっていないはず……です。もし実在する名称があったら、ごめんなさい。

　英語にある程度通じていらっしゃる方には余計な注釈ですが、『ホーンドアウル』はミミズクのことです。ミミズク（フクロウ）は一応、猛もう禽きん類ですので戦闘機の愛称に使えるかな、と。

　Ｆ１４１は「one for one」（一対一）の駄だ洒落じやれです。「一機一殺」の意味を持たせています。つまり、一対一のドッグファイトなら負けないぞ、という趣旨です。多分、こんな型番は将来にわたって無いだろうな、という期待もあります。

『クラウンドホーク』は『クラウンドホークイーグル』の省略形で、アフリカ最大級の猛もう禽きん類『カンムリクマタカ』のことです。アメリカ大陸に分布していない鳥の名前を米軍が使うのかという点は無視してください。




　今回、達たつ也やと光み宣のるの決着を予想（期待？）されていた方もいらっしゃると思います。ですが何処どこかで何度か申しましたとおり、光み宣のるは「ラスボス」です。「ラスト」の「ボス」ですので、最終巻まで出番は続きます。次の巻で出番があるかどうかは未定ですが。

　……まあ「ラスボス」と言っても、立ち塞がるのは光み宣のるではなく達たつ也やの側のような気もしますが。




　次の本はシリーズを一回お休みして、『司し波ば達たつ也や暗あん殺さつ計けい画かく』第三巻をお届けする予定です。その次に『未来編』を計画しております。

　少し予告編的なことを申し上げると、『未来編』はベゾブラゾフとの決着編になります。ベゾブラゾフだけでなく、他にも戦せん略りやく級きゆう魔ま法ほう師しが敵として登場します。日本を巡って第四次世界大戦、最初の魔法大戦の危機を迎える世界。ご期待ください。




　次巻『魔ま法ほう科か高こう校こうの劣れつ等とう生せい』第三十一巻『未来編』も、よろしくお願い致します。


（佐さ島とう　勤つとむ）
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